


























吾輩はオークである。




女騎士はまだいない。【電子特典付き】
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　　プロローグ









　四月一日。

　まだ春休み中といえど、部活動は盛さかんに行なわれている。

　この部室棟からグラウンドまではかなりの距離を隔へだてているが、野球部の威勢のいい掛け声が届くし、吹すい奏そう楽がく部が鳴らす聞いたことがあるようなないような音色もドア越しに遠く聞こえてくる。

　活気に満ちたそれらの声や音はいわば高校生活というかけがえのない時間を象しよう徴ちようするようなものであり──

　届いてくる音が遠くにあるのと同じくらい、俺たちも青春からかけ離れていた。

「ねえ、ざーさん？」

　同期の女子である円えん城じようが、隣から視線をテレビに向けたまま声をかけてくる。こちらも、画面から目を逸そらさずに返した。

「なんだよ？」

「今日って、新勧用のチラシ作ろうってことで集まったんデスよね？」

「そうだな」

　他でもないこの俺が、そういう趣しゆ旨しで部員に招しよう集しゆうをかけた。

　だというのに──

「なのに、なんでアタシたちはずっとス●ブラやってるんデスかね？」

　ガチャガチャと手元でスティックやらボタンやらを操作しながら俺は答える。

「やる気がないからだろ」

　言い訳させてもらうが、決して不ふ真面目まじめなわけではない。俺とて、この伝統ある文芸部の部長を務つとめるからには最低限、部を存続させるくらいの努力はしようという気き概がいで臨のぞんだつもりだった。

　だが、指定した集合時間になっても誰だれ一人として現れず、一人きりでいるというのは心に堪こたえるものがあるわけで。二時間経たってから円えん城じようが「遅れちゃったデスよー」とか悪びれもせずやってきたことに感謝すら覚えるという状況は間違っていると思う。

「風ふう花か先輩は家の都合だし郡こおりさんが『面倒くさい』で休むのはいつものことだとして、冥めいだけは許さねえ。なにが『デートだから、ごめんね』だよ絶対に許さねえ」

「そんなこと言って、ざーさんのことだからめーちゃんに謝られたらすーぐ許しちゃうんじゃないデス？」

「たしかに」

　怒りを抱く相手としては徳が高すぎるんだよな、あいつ。

　怒るに怒れず、ふてくされることしかできない俺に、円城はあくまでも快活に告げる。

「でもでもぉ、こうやって美少女と二人きりでス●ブラできるんだから、ざーさんも勝ち組デスよ」

「ん？　ごめん、なに言ってるか理解できない」

　真剣勝負の最中だからね。しょうがないね。

　聞き逃してやろうという俺の思いやりをスルーして、円城は得意げに続ける。

「本来だったら、お金取れると思うデス。ほら、ＪＫビジネス？　みたいな？　リフレは摘てき発はつ対象だとしても、こうやってゲームしてるだけなら健全じゃないデスか。やっべぇ、ちょっとした財産築けそうデスよ、このアイディア」

「そうね、そうね」

　たぶんそれも違法だと思うんだけど、あまりにもお気楽なことを言う円城に闘争心が萎なえた。結果として、俺が操作していたキャラが画面外に吹っ飛んでいく。

「デェス！　五連勝！」

　イェス！　みたいな発音で吼ほえたかと思うと円城は、こちらを上目づかいに見上げてくる。

「かわいい上にゲームも強いなんて、アタシってばもうカンペキって感じがしません？　ねぇねぇ、ざーさん？　どうデス、どうデス？」

「はいはい。かわいい、かわいい」

　キラキラした目を直視するのは、正直つらい。目を逸そらすと円えん城じようは横で、不服そうに唇くちびるを尖とがらせた。

「もー。そんなだからモテないんデスよ、ざーさんは」

「あざといって自覚してる女子に媚こびてモテるくらいなら一生童貞貫つらぬくわ」

「これがいわゆる悟り系男子、デスね」

「僧なのかー、つってな」

　寒風が吹きぬけるような、間があった。

　円城の顔に嫌悪感が宿る。ドＭだったらご褒ほう美び以外の何ものでもないような半眼で、苦々しく声を発した。

「アタシに冷気耐性があったからよかったようなものを……凡人なら凍死するところデスよ」

「俺にも非があるのは認めるけどリアクション大げさすぎんだろ」

　わざとらしく自分の体を抱いて「寒い寒い」と繰り返す円城。こいつの煽あおりにいちいちムカついていては胃に穴が開いてしまうのでスルー推すい奨しよう。

「で、どうするデス？　リベンジするデス？」

　小さく震えるのをやめた円城から問われる。俺はパイプ椅い子すから腰を上げかけ、背後にある作業途中のパソコンを一いち瞥べつするが、結局再び腰を下ろした。

「そーするかー」

　別にリベンジをしたいわけじゃない。

　もう少し、現実から目を逸らしていたいだけだ。

「その前に、飲み物ーっと。んー、どれにするデスかねー」

　立ち上がり、とてとてと冷蔵庫まで歩み寄る円城の声を耳にしながら、俺は視線を宙に投じる。努つとめてス●ブラに集中して忘れようとしていたこと──部長として部員を集めなきゃいけないといった義務感とか、もし部員が集まらなかったらどうしようといった焦りとかを感じないでもなかった。

　胸にたまって澱おりとなる前に俺は、それらを吐き出す。

「モチベーションってーの？　そーいうのがイマイチなんだよなぁ」

　独り言のようなものだったのだが、円城から律りち儀ぎに返事が来た。

「でもー、新入生を勧誘しないと部長職を押しつけられないデスよ？　来年も部長やりたいってんなら、アタシはかまわないデスけど」

「ンなこと、百も承しよう知ちだ」

　部長に課せられる雑事。その煩わずらわしさは耐えきれないというほどでもないが、代わってもらえる相手がいるならそれに越したことはない。純真な新入生を言いくるめて部長として担かつぎ上げるのは、我が部の伝統のようなもので、俺もそれを踏とう襲しゆうしたいと思っている。

　だが──

「やる気が湧かない以上、人は動けないっつー話よ」

　意欲こそが、人生において大事なのではないかと俺は思う。ガソリンがなければ軽自動車だろうがランボルギーニだろうが等しくただの鉄の塊で、いわば今の俺はガス欠という状態にあった。

　いくらアクセルを踏ふもうが、うんともすんとも言わない。

　そんな俺の現状を、円えん城じようが嘆なげく。

「まるで賢者タイムデスね。イカ臭いものじゃなくてやる気出して欲しいんデスけど」

　円城の口汚さは今に始まったことではないので、特に指摘することなく俺はぼやきを続けた。

「そんなこと言われてもさー、酸さん素そがないと火は燃えないのと同じくらい、モチベーションがないと動けないのは自然の摂せつ理りなわけじゃん？」

「じゃあ、なにがざーさんにとっての酸素なんデス？」

「なにが……ねぇ」

　哲学的な命題を突きつけられ、考える。

　いろいろ要因は考えられたが結局、俺の答えは一つに収束した。




「女騎士だな」




　そうだ。女騎士こそが、俺にとっての酸素だ。

「女騎士を入部させるためなら、ス●ブラなんかやってる場合じゃねえよ。もう、全身全霊をかけて勧誘するわ」

　熱く語る俺に円城は、こちらに背を向けたまま返す。

「またそんな、脳内お花畑なことを。ファンタジーやメルヘンじゃないんデスから、女騎士なんているわけないじゃないデスか」

　鼻はなで笑い、小さく肩をすくめる円城の背中を俺はまじまじと見つめる。

「いや……」

　ちっちゃい、ちっちゃい円城の体。

　その背からは小さな翼つばさが生えていた。

「不死鳥フエニツクスに比べれば、よっぽどファンタジー度は低いんだが」

　紀元前──神話の時代からそういう姿は報告されている。

　不死鳥をはじめ、その背に翼を持つ翼種。

　人々の罪を司つかさどり、堕だ落らくさせんとする悪魔。

　冷気を操り、他者に温ぬくもりを求める雪女。

　不死にして、夜の象しよう徴ちようたるヴァンパイア。

　おとぎ話のモチーフにもなっている、人じん外がいの属性を持つ者たち──それらがいわゆる、異デ族ミだ。

　午後ティー（ミルク）を片手に戻ってきた円えん城じよう火ひ雛びなは、《翼種》と呼ばれる異族の中でもかなり珍しい種族らしい。もっとも、円城は『なんかかわいくないからヤダ』という大変ワガママな理由で、親しくない間柄の人間には『天使デスよ☆』とかとんでもない詐さ称しようをしているのだが。怒られて（懇こん願がん）。

　そんな自称天使は悪びれることなく、それこそ天使のような笑顔でのたまう。

「いやいやいや。現に、不死鳥フエニツクスはこうして存在するわけじゃないデスか」

「そうなんだけどなぁ」

　言われるとおり、目の前にある事実が現実だ。不死鳥は存在して、女騎士は不在。それは揺るぎない事なのだが──

「いないかなー。いてもいいと思うんだけどなー、女騎士」

　俺の願望に円城は、あっさりと返す。

「そんなに女騎士が欲しいんだったら、騎士団を立ち上げればいいじゃないデスか」

「は？」

　訊きき返す俺に円城は、『よく聞きなさい』とばかりに人差し指をおっ立ててみせる。むかし、国語の教科書で読んだ修しゆう道どう士しを思い出させる仕草で言うことには──

「だからー、女騎士を探すよりも、自分で騎士団を設立して、女子を勧誘すればもうそれで女騎士のできあがりじゃないデスか。そっちのほうが、手っ取り早いデス」

　騎士団を……立ち上げる、だと？

「──それだ」

「デェス？」

　鳴き声のように声を上げる円城に俺は、深くうなずいて続ける。

「それだよ。どうせ文芸部なんて名ばかりなんだからいっそこの部、騎士団にしちまおう」

　完璧なプランだ。生徒会に提出する活動計画書の文面まで、脳から溢あふれてくるほどに。

　脳の奥底から泉のように湧き出るアイディアを取しゆ捨しや選せん択たくしていると、円城から声をかけられる。

「アタマ大丈夫デス？　春の陽気にやられちまってんじゃないデス？」

「超絶正気だっつーの」

「正気でそれなら逆に問題デス」

　円城は一瞬、憐あわれみの目を向けたかと思うと、すぐにどうでもよさそうに続けた。

「アタシは別に文芸部だろうと騎士団だろうと興味ないデスけど、パイセンたちの意見うかがわなくて大丈夫デス？　今はご覧のとおり、ボンクラどもの集まりデスけどそれなりに歴史がある部デスよ？」

　円えん城じようの懸け念ねんはもっともだが、腹を決めた俺は瞬時に回答を出す。

「俺が部長やってる間だけってことにすれば、見逃してもらえるだろ」

「だと、いいんデスけど」

　気のない返事をする円城に対し、俺のテンションは上がる一方だ。

「いいじゃないか、女騎士！　凛り々りしさを持ちながらもその内面は乙女チックっていうギャップだったりとか、生きつ粋すいの武人として生きてたのにある日恋心に目覚めて戸惑ったりとか、仕える主あるじと同じ相手を好きになってしまって恋心に耐え忍ぶとか、でも結局そいつのハーレム体質でフラグ立てられまくるとか、そのことに対する葛かつ藤とうとか！　そんな理由から類似ジャンルである姫騎士よりも仕える主がいる女騎士のほうがオーク的にはポイント高い！　や、姫騎士は姫騎士で嫌いじゃないんだけどね!?　ロイヤル的なプレミア感があるけど僅きん差さで女騎士の方が上回るっていうか！」

　語っていると、俺の体に変化が訪おとずれた。

　皮ひ膚ふの色が緑色に変わり、全身の体積が増してくる。特注で作ってもらった制服は破けることはないが、ぱっつんぱっつんだ。

　顔のあたりにも違和感は訪れ、ただの息いき遣づかいが豚ぶたの鳴き声めいて「ブヒィ」と聞こえる。つまるところ、だ。

　円城火ひ雛びなが不死鳥フエニツクスという異デ族ミであるように、

　俺──矢や沢ざわ琢たく郎ろうも、オークという異族だ。

　鏡を見れば、二足歩行する緑色の豚めいた容姿が映し出されていることだろう。そんなことにはお構いなく、同期からの太たい鼓こ判ばんも押してもらえた嬉うれしさのあまり俺は意い気き揚よう々ようと声を上げた。

「よし、決まった！　今日からこの部は、《豚の騎士団》だ！」

　返ってくる声はなく、俺の声がむなしく響く。いつのまにやら円城は帰り支度を済ませており、シュタッ！　と横ピースを決める。

「じゃ、バイトの時間なんで後は任せるデス☆　お疲れデス☆」

「……あ、うん。お疲れブヒー」

　ドアが小さく音を立てて閉じる。俺は息を吐き出し、脳に溢あふれる思考をまとめ始めた。

　豚のような容姿になろうと、手まで蹄ひづめになるわけではない。健在な五本の指でパソコンを操作し、できかけだったクソコラみたいな──というかクソコラ以外の何ものでもないチラシのデータを破は棄きする。

　作業を進めながら、思う。たしかにうちの部員は無責任だし放任主義だしテキトーにもほどがある。

　だが俺は、数十年と受け継がれてきたぬるま湯のようなこの部の空気が大好きだ。連れん綿めんと、楽しさだけを求め続けてきたこの部の空気が。

　自然と鼻はな歌うたを漏もらし、作業を続ける。

　昨日よりも今日が。

　今日よりも明日が。

　明日よりも未来が。

　もっともっと、楽しくありますように。






　　　　　１．女騎士だけがいない部室









　新しい学年に上がって初日の放課後。俺は部室で一人、まったりとしていた。

　奇くしくも文芸部もとい《豚ぶたの騎士団》の同期は全員同じクラスとなったが、溢あふれる物欲のために勤きん労ろうを強いられている円えん城じようはバイト、許嫁いいなずけ持ちのリア充である冥めいはデート、怠なまけ者もので一いち留りゆうしている郡こおりさんはそもそも登校日を間違えていたということで部室に来る予定はない。残る部員は唯一の上級生──風ふう花か先輩だけだが、もともと文芸部は出席を毎日義務付けられてもいなければ、欠席の旨むねをわざわざ報告することもない。自由参加で、集まった人間でわいわいやるというのがモットーだ。

　入部希望の新入生がやってきたらヤバいなぁ。人見知りだし、ちゃんと応対できるか不安だなぁ。そもそも部員が一人しかいないこの状況に憂うれいを覚えられてしまうんじゃないかなぁ──なんてことは杞き憂ゆうだった。

　一人も来やしないんですけど、新入部員。

（やっぱ、《豚の騎士団》はなかったかぁ）

　こんな得体のしれない部を訪おとずれようというのは、よっぽどもの好きな人間だろう。入部してくれたとしても、部長を任せられるのか？　と不安になる。今からでも作戦を変更して、一年前に俺がそうされたように、風ふう花か先輩に部員を引っ張ってきてもらう方がいいような気がしてきた。

　いろいろ不安になって、読書をしていても内容が頭に入ってこない。これでは本に対して失礼だろうと、ページを閉じた。本を書しよ架かに戻すついでに、換気をしようと窓を開ける。

　心地よい風が入り込み、頬ほおを撫なでる。うーん、春ですなぁ。部室にこもっているのがもったいないくらいだ。

　広がる景色は風ふう光こう明めい媚びで「ここが東京とかウソだろ？」と感じさせる。実際、天気予報でも『東京』と『多摩』で分けられるし。なんなの、あれ？　多摩の人間は都民じゃなくて多摩王国民だとでも言いたいの？

　そんなことを考えていたところ、控えめなノックが部室に響く。風花先輩かな？　と思って振り返るも、ドアは開く気配がない。まさか、と思いつつ俺はドアの向こう側に声をかけた。

「どうぞ」

　かくして、ドアが開いてその人物が現れる。

「──」

　思わず、息を呑のむ。開かれた窓から吹き込む春風に、輝く金色の髪をなびかせて入ってくるのは紛まぎれもなく──




　俺が、理想として思い描いていた女騎士だった。




　歓迎の言葉もなく声を失う俺を見ると、彼女は訝いぶかしげに一枚の紙を突き出してくる。

「入部希望なのだけれど……もしかして、今日は部活休み？」

「あっ──ああっ。い、いやっ。にゅ、入部希望ね！」

　恭うやうやしく、両手で受け取る。自然と、そうなった。

　イスとペットボトルの紅茶を勧めながら、記入に不備がないかチェック。とはいえ、テンプレの穴を埋うめるだけで、しかも記入するのは三ヶ所だけだ。氏名：岸きしアリサ。学籍番号：××１３０９。《豚ぶたの騎士団》への入部を希望します──と。

　入部希望の理由とかを書かせないあたり、好感が持てる。聞くところによると、これこれこういう理由で入部を希望します、というところまで書かせる高校もあるそうな。部活選びなんか、大たい抵ていが「なんとなく面白そうだから」だろうに。

　そんなことはさておき、プリントに目を通して二つのことに気づいた。一つは岸さんが新入生ではなく、俺と同じ二年生だということ。もう一つは──

「13？」

　その数字が、俺の口をついて出た。

　学籍番号の最初の二桁は入学年度、下二桁はいわゆる出席番号的な意味を示す。それらに挟まれる残り二桁が意味するのは、ずばり所属クラスだ。

　01～06は普通科、07～09は商業科、10～12は工業科。いわゆるマンモス校であるこの白はく桜おう学がく園えんにはこれらに加えもう一つ、クラスがある。

　13組。特別進学科。またの名を──

「『氷の塔』の生徒？」

　畏い怖ふを込めてそう呼ばれる──というわけではない。単に、13組が使う棟の公式名称が『氷の塔』なのだ。部室棟の正式名称が『４号館』であり、俺の通う普通科棟の校舎が『３号館』であるのと同様に、13組の校舎は『氷の塔』となっている。

　一学年にたった一クラスなのに他の校舎に匹ひつ敵てきするほどの規模なのは、生徒一人一人への自習室がついているからだという。それ以外にも学業のために最高の環境が整えられているところが、白桜学園のウリの一つだ。

　成績が下がると容赦なく転科を強制されるという性質上、『氷の塔』の住人は勉学に専念して部活動などしている暇ひまはないというのが、俺を始めとする一般生徒の印象だろう。それでありながら、入部希望の用紙を差し出してきた彼女──岸きしアリサの顔を俺はもう一度見る。

　俺の疑問が伝わったのか、岸さんはうろたえながらも言い返してきた。

「な、なによっ。『氷の塔』の生徒は、お呼びじゃない？　ガリ勉らしく、引きこもってろって？」

「いや。そんなことはない。先輩にもいるし」

　加えて言えば、学年トップの才女だ。給付される奨学金をぜんぶアニメの円盤にしている問題児でもあるが。

　あの人の天てん真しん爛らん漫まんな笑い声をひとまず頭の片かた隅すみに追いやりつつ、俺は改めて岸さんの顔をうかがう。

「確認しておきたいんだけど、《豚ぶたの騎士団》への入部希望でいいの？　文芸部じゃなくて」

「ええ。騎士団と名乗るからこそ、私はここを選んだのよ」

　いかにも女騎士っぽい凛りんとした顔からは、不退転の意志を感じる。

　だからこそ、不思議だった。

「訊きいてもいい？　その理由」

　冷やかしではない。好奇心で騎士団とやらを覗のぞいてみようと思った輩やからではなく、すがるような必死ささえ感じられる。これが演技だとしたら岸さんは、大した役者だ。

　岸さんが、こちらを見み据すえてくる。俺が信用に足るか、推おし量はかる目。

　やがて眼鏡にかなったのか、岸さんが口を開く。

「女騎士っぽい、って言われるのよ」

　ふむ──たしかに。岸きしさんは、異論をはさむ余地がないくらい女騎士っぽい。今にも『くっ殺せ！』とか言いそうなオーラすら漂っている。

　だが、わざわざそんなことを告げるくらいなのだから、もっと込み入った事情があるのだろう。そう思い俺は無言で先を促うながす。

「そういう概がい念ねんがあるというのは、わかっているつもり。私も周りが期待するようにふるまって来た──けど、本当の私はそれとは全然違うのよ」

「まあ、そりゃそうだよなぁ」

　リアルに存在してほしいと望みながらも、常識人としての思考が異議を唱える。

　現代社会において、女騎士は実在しない、と。

　ずっと、そう思ってきた。矛盾を抱えたまま今日まで生きてきて、それを覆くつがえしてくれるのかと思った岸さんにさえ今しがたその希望を否定されてしまった。

　顔には出さないが、心の中では落胆する。希望を与え、それを奪うのはプロの決闘者デユエリストのやり口だが、岸さんもサービス精神の持ち主かな？

　だが、俺の心の闇を晴らすように岸さんは身を乗り出した。

「そんな時に、ここのチラシを見つけたのよ！」

「──」

　声を失う。……え？　どういうこと？

　返す言葉を持たない俺に、岸さんはたたみかける。

「ここがなにをする部活かわからないけれど、騎士団を名乗るからには騎士らしいことをしているはずでしょう!?　ならばここで騎士らしさを身につけて、女騎士と呼ばれるにふさわしい人物を目指そうと思うの！」

　顔が近い。うわぁ……キラッキラした目してるし。今さら「テキトーにでっちあげました」とは言い出せない雰囲気だ。

　こういう時に限って、空気読めない代表の円えん城じようが来てくれない。はやくきてくれーっ！　と願うけど、あいつ今日バイトだった。じゃあ、いつまで待っても来ないね。詰んだわ、これ。

　とはいえ、新入部員はありがたい。ここまでやる気満々ならば退部しないだろうし、部長として担かつぎ上げるのも容易だろう。助かる助かる。

　無言で「うんうん」とうなずいていると、ふと岸さんが尋たずねてきた。

「ところで、なんで《豚ぶたの騎士団》なの？」

　なんだ、そんなことか。俺は、あっけらかんとその由来を説明する。

「それは俺が、オークだから」

　瞬間、室内の温度が下がった気がした。……あれ？　雪女がいるわけでもないのに、どうしたんだろう？

　不思議に思っていると、岸きしさんがまじまじとこちらを見てくる。

「……え？　オークなの？」

「そうだよ？」

　返事をした瞬間、岸さんがイスを蹴けり飛とばす勢いで立ち上がって身構えた。

　豹ひよう変へんに呆ぼう然ぜんとしていると、岸さんがこちらを凛りん然ぜんと見み据すえてくる。

「ふっ……上う手まく誘い込んだじゃない。人じん畜ちく無む害がいそうに装よそおって、その本性は下げ卑びた豚ぶたってわけね。けど、甘く見ないで！」

　俺の胸を貫つらぬく、気丈な声。

　たまらず俺は、鳴き声を上げた。

「ブヒィイイイイイイイッ！」

　そそり立つ。全身に血が滾たぎり、あっという間に俺はオークの姿へと変へん貌ぼうしていた。

　それを見て、岸さんも悲鳴を上げる。

「ひぃいいいいい！」

　涙目で後ずさるその反応に、俺は我に返った。

「あ、ごめん。なにもしないから」

　言ったところで、岸さんは聞く耳を持たない。「あうあうあうあうー」となっていたかと思いきや、一転攻勢して言い返してくる。

「そう言ったって騙だまされないわよ！　私に乱暴するつもりでしょう！　エロ同人みたいに！　エロ同人みたいに！」

「しないよ！　女の子が不幸になるタイプのエロだと興奮できない心優しいオークだ！」

「じゃあ、ヒロインが薬物キメられてドハマリハッピートリップするのに興奮するような性せい癖へきに違いないわ！」

「ＮＴＲネトラレも嫌だよ！　凌りよう辱じよくだとヌけないのに、世間の女騎士ものの９割が、くっ殺からの凌辱でうんざりしてるんだよ！　もっと、女騎士のイチャラブが見たいの、俺は！」

「ウソよ！　そんなクロレラが混ざってるような体色をした豚の言うことなんか信じられるわけないわ！」

「肌の色は関係ないだろ肌の色は！」

　なんかロックンローラーみたいな主張になってしまったのはともかく、俺の必死さは伝わったのだろう。岸さんはきっ、と俺を見据えてからわずかに唇くちびるを動かす。

「……ほんとに？」

「ほんとに、ほんとに」

　正直、今の岸さんの辱はずかしめを受けるのを恐れているけどそれを気づかれまいとしているような視線はかなりツボで、気を抜いたらたちどころに我を失ってしまいそうだ。しかし、ここで選択肢を間違えればバッドエンド直行なのは火を見るより明らか。最悪、ポリスのお世話になるまである。マジリスペクトしている両親を悲しませるのは心が痛むので、理性を総動員して岸きしさんを安心させるように努つとめた。

「あー……ちょっと待っててくれる？　すぐ元に戻るから」

　オーク状態は言い換えれば精神的にエレクチオンしているようなものなので、冷静になれば元に戻る。円えん城じようは俺の体質を「全身がチ●ポみたいなものデスね」とか言ったけど失礼にもほどがあるだろアイツ。

　膨ふくらんだ体積が縮んでいくのを感じ、俺は自分の手の甲に視線を落とした。肌の色も、緑じゃなくなっている。

　精神的にも落ち着き、長く息を吐いて俺は岸さんに向き直る。

「や、ごめんごめん。新入部員が来たことに、興奮しちゃってさ」

「い、いえ。私も、悪かった。取り乱していたとはいえ、言葉が過ぎたわ。ごめんなさい」

　と、こんなオークをフォローしてくれる岸さん。いい人だ。チョロい系男子を自覚する俺としては惚ほれてしまいそう。

　岸さんは、顔を伏せたまま続ける。

「おっきい動物って苦手なのよ。騎士っぽいせいか馬術部に誘われたけど、馬もおっきいし、怖いし」












　たしかに岸きしさんはただならぬロマンツェなオーラを醸かもし出しているし、馬術部が勧誘したくなるのもうなずける。一方で俺は、別な部分に納得していた。

「あー。馬って、近くで見ると怖いよね」

　馬好きの方には悪いけど、小さいころに『花の慶けい次じ』を読んだせいで俺も馬に対しては苦手意識がある。人の顔面を蹴り砕く生き物としか思えないし、ケンタウロス相手にも腰が引けてしまう。

　……ところで、『おっきい動物』って俺のことだろうか？　たしかに、オーク状態の俺は緑色のでかい豚ぶたみたいなものだけど。

　岸さんは、こちらをちらちらうかがいながら、小声で話しかけてくる。

「でも……難なん儀ぎな体質ね。なんだって、オークになってしまうの？」

「や、朝起きたらそうなってた。グレゴール・ザムザが虫になってたみたいにさ」

　必要性はなかったが、ちょっと文芸部らしさを見せてみた。あの時のことは、今でも昨日のことのように思い出せる。

　一見してわかるほどの異変だった。体つきがいつもよりがっしりというかでっぷりとしており、肌の色は緑色になっている。鏡を見るとなるほど、ゲーム──とくに一八歳未満はご法度はつとなものに出てくるオークそのものの容姿をしていた。

　無論、衝撃を受けないはずがない。朝起きたら、いきなりオークになっていたのだ。異デ族ミに遺伝的要素はなく、誰だれしもがある日突然そうなる可能性がある──学校で習った通りの知識はあっても、いざそれが自分の身に起こった時の混乱たるや、部屋に台風が訪おとずれたようなものだった。

「そういえば、そういうものらしいわね」

　頭の片かた隅すみにある知識を引っ張り出すように、岸さんが返す。まあ、普段は覚えていても役に立たないことだし、妥当な反応だろう。

　そんなんでも、この国は異族に対する理解が深い国の一つと言えるだろう。諸外国では宗教上のなんやかやで天使や悪魔の扱いがデリケートらしい。その点、この国の国民性は寛かん容ようというかテキトーだ。俺も、特に不便なく暮らしている。

　それに感謝すべきかどうかはともかく、岸さんが不安そうに俺の顔をうかがってきた。

「あの……ここが騎士団っていうのは……本当、なの？」

　咄とつ嗟さに──考えるよりも早く、俺は答えていた。

「ああ、本当だ」

　言ってから、はっとする。そんなこと言って、どうしようというのだ、と。

　出まかせにもほどがある。この部活の本来の姿を知れば、岸さんはがっかりするだろう。

　しかし、だ。同時に思うことがある。ならば、がっかりさせなければいい、と。

　思考がまとまる前に、俺は口走っていた。

「騎士としての礼節の練れん磨まと、各おの々おのの心身の涵かん養よう！　あとついでに世間がオークに抱く偏見の払ふつ拭しよくと、オークのイメージアップ！　文芸部改め《豚ぶたの騎士団》は、そんな目標を掲かかげた部なんだ！」

　言こと霊だまというものがあるが、それを信じたくなる。岸きしさんはクソコラめいたチラシに惹ひかれてやってきたのだろうが、そんなものだろうと惹かれる人間がいる以上、現実はそれに近づいていく。

　らしくもなく、口上を垂たれてしまった。ぽかんと俺を見つめる岸さんに、俺は気恥ずかしげに苦笑を向ける

「そんなわけで、怪しい部活だけどよろしく、岸さん」

「よ、よろしく」

　遠えん慮りよがちに頭を下げる岸さんに俺は、指摘する。

「違うな。女騎士ならそこは『今さら疑うものか！　私はお前を信じる！』だ」

「そ、そうなの？」

「そうなの」

　というわけで、めでたく新入部員を迎えた《豚の騎士団》が新しいスタートを切る。

　ちなみにそのあとは、初対面の女子とサシでどんな会話をすればいいのかわからないので、とりあえずマ●カー（接待プレイ）をしておいた。






　　　　　２．火の鳥　邂逅編









　担当区域の掃除を終えるとその足で部室へと向かう。

　ズボンのポケットから部室の鍵かぎを引っ張り出しつつ、階段を上る。ものが乱雑に積まれた廊下を進んでいき、奥から一つ手前の部屋で足を止める。４号館──通称『部室棟』の四三〇三号室。ここがいまは《豚の騎士団》と化した元文芸部の部室となっている。

　ドアの上にある換気窓を見上げると、部屋の明かりがついているのが見えた。俺は鍵をしまって、ドアをノックする。

「お疲れーっす」

　部員が先に来ていることは予測できていた。

　しかし部室にいたのは俺が予想していたのと違う人物だ。

「どもー。お疲れデス」

　挨拶を返してくるのは、今年も晴れてクラスメイトとなった円えん城じよう。掃除の班が違うため到着に差が出たのだろうが──

「あれ？　お前、バイトは？」

　バイト戦士である円城は部活への参加率が低い。週に二回くらい来るのが普通だ。今日もバイトのシフトが入っていると聞いていた。

　しかし、過去にも何度となくこういうパターンがあった。円えん城じよう火ひ雛びなが、バイトがあるはずの日に部活に顔を出す時。そういう時は決まって──

「炎上したデス」

　いま円城が、あっけらかんと告げたとおりのことが起こっていた。

　俺はうつむき、痛むような感じがする眉み間けんをぐりぐり押しながら円城に尋たずねる。

「えっと……それは、お前が冷蔵庫に寝転がってる画像をツイッターに上げたとかそういうことじゃなくて？」

「はい。文字通り、燃えてなくなったデスよ」

「燃えて」

「全焼デス」

「全焼」

「燃え盛さかる炎を描けない美大生の犯行だったんデスけど、スランプなら美大生らしく自転車で宗そう谷や岬みさきまで行きやがれってんデス」

「宗谷岬」

　圧倒されて相手の言葉を繰り返すことしかできなくなる。しばらく沈黙が続いたが、それを破ったのは俺のため息だ。

「今回は、焼肉屋だったっけ？　けっこう長く続いたと思ったのにな」

「デスねぇ。半年続いたから容疑も晴れるかと思ったところにこの災さい難なんデスよ」

「半年ぶり三回目、つってな」

「甲子園みたいに言うなデス」

　むーっ、と頬ほおを膨ふくらませて半眼を向けてくる円城だが迫力なんてみじんもない。むしろ愛あい嬌きようがあるくらいだ。

「やー、しかしお前もつくづくついてないっていうか……逆に何か憑ついてんじゃねぇの？」

「かもしれないデスねぇ。火属性って、イマイチ王道っぽくてヤなんデスけど」

「じゃあ、なに属性ならいいんだよ？」

「うーん……虚きよ無む？」

「厨二か」

　もしくはレモンちゃんか。

　ファーストキスから二人の恋のヒストリーが始まってしまうのだろうかという思考は頭の端に追いやりつつ、俺は円城に尋ねる。

「しかし放火でしかも全焼って、穏やかじゃないな。ケガとかなかったのか？」

「現場に居合わせたわけじゃないので」

「そうか。そりゃよかった」

　俺の相あい槌づちに対し、円えん城じようは途と端たんに顔を輝かせる。

「あれれ～？　もしかして、心配してくれちゃったりしてるデス？」

「そうだよ？」

　不死鳥フエニツクスなんだし火傷やけどを負おうが焼死しようがけろっとしているのかもしれないが、しょっちゅう死んでは生き返っている冥めいと違って円城が実際に復活している場面を見たことはない。ならば、心配するのは当然だ。

　円城はなにやら、自分の前髪を気にするように弄いじってからこちらを上目づかいに見上げてくる。

「そ、そう……デスか？」

「あぁ。もし、顔に火傷でも負ってみろ。お前から『かわいい』を取ったらなにが残るんだよ？」

「ブタ野郎に心配されるいわれがないほどいろいろなものが残るデスけど？」

　働き口を失っても口の悪さは健在──円城はいつもの円城のようだ。元気なようで、安心する。

「まあ、その場に居合わせても、テンション上がって敦あつ盛もり踊るくらいのノリだったんじゃないデスかね」

「踊れんの？」

「全然」

「テキトーか」

「ざーさんのテキトーっぷりには及ばないデスよ」

「それな」

　譲ってやるものか、この座は。この部で一番テキトーなのは俺だ。

　謎なぞのプライドを改めて心に誓いつつ、円城に問う。

「バイト先無くなったってことは、また新しく探すのん？」

「そうデス、そうデス。支店に回してもらう話もあったんデスけどー、失意に沈む店長を慰めようと『肉じゃなくて店焼いてどうすんデスか』って小粋なジョークを飛ばしたら『明日から来なくていいよ』とか言われちゃいまして」

「当たり前だわ」

　もうちょっと、思慮深く発言しましょう。

　円城が今日、珍しく来ている件についてはこれくらいでいいだろう。それより気になるのは、俺が当初、想定していた人がいないことだ。

「そういや、郡こおりさんは？」

　俺の問いに円城は、小さく肩をすくめる。

「アタシが来た時にはもういなかったデス。ヤンジャン買いに行ってるんじゃないデスかね」

「あー、それだな」

　木曜だし。あの怠たい惰だの権ごん化げたる人も、ヤンジャンだけは自分で買いに行くのだ。後輩が入ってきたら名前を覚えられるより先に『ヤンジャンの人』か『床で寝る人』として覚えられるだろう。

　そんなことを想像していると、円えん城じようから怪け訝げんそうな目を向けられた。

「なにニヤニヤしてるデス？」

「や、俺も去年は風ふう花か先輩のことを『桜Ｔｒｉｃｋ先輩』とか心の中で呼んでたなぁ、って」

「なるほどー。確かに第一印象だとそんな感じデスよね、ふーちゃん」

　そんな評価をされる片棒を担かついでいるのが自分という自覚があるのかないのか、円城は感心したように「うんうん」と、うなずいている。後輩といえば、だ。

「そういや新入部員、来たから」

　俺がそう切り出すと、円城が半ば反射的に問い返してきた。

「え。マジデスか？」

「マジデス」

　円城は、今度はもっと脳内で俺の言ったことを咀そ嚼しやくするように慎重な口調になる。

「え？　あのチラシを見て、ってことデスか？」

「見てってことデス」

　俺がマネをしていることにツッコミを入れられないくらい真剣に考え込み、円城が再び口を開いた時に出た言葉は──

「キ●ガイじゃないデスか」

「直球か」

　円城らしいと言えば、円城らしい。俺は岸きしさんへのフォローのつもりで続けた。

「なんでも、女騎士と呼ばれるにふさわしい人物を目指しているそうだ」

「うわぁ……やべぇやつデス」

　反論の余地もない。俺も、岸さんが女子じゃなかったら距離を置かせてもらいたい。

「ドン・キホーテみたいだよな」

　苦笑交じりにそう言うと、円城が小さく首を傾かしげた。

「どうしてディスカウントストアの話になるデス？」

「……いや、今はそっちの話してるんじゃなくて。お前、仮にも文芸部員だよね？」

　俺の指摘に円城は「てへぺろ☆」してみせる。認めたくないが、釈しやく然ぜんとしないが、腑ふに落ちないがかわいい。

「ちょっとボケてみただけデスよ。ラマンチャ？　とかそんな感じのデスよね？　いやー、そうデスかー。新入生は、ラマンチャの女デスかー」

「……」

　嫌な予感がしてならない。いらんこと言って岸きしさんの機嫌を損ねなきゃいいんだけど。

　不安に胸をざわめかせていると、ドアがノックされた。郡こおりさんが戻ってきたか、と思ったら違った。

「お疲れ様」

　きらびやかな金髪を揺らして、岸さんが顔を出す。俺も円えん城じようもそれぞれ挨拶を返した。

「お疲れ」

「お疲れデス」

　岸さんの顔には緊張の色が見えたが、それは俺という見知った顔を見つけたからなのか薄らいだ。そういう役割になれたのは、素直に嬉うれしい。

　岸さんは当然のことだがまだこの部室に慣なれないようで、どこに座ろうか、荷物はどこに置こうかと凛り々りしい瞳ひとみを巡らせる。だが凛々しいのはその眼まな差ざしだけで、岸さんは俺の隣のパイプ椅い子すを引くと、そこにちょこんと座って自分の膝ひざの上にカバンを置いた。

　テレビを前にして、三人が一列に並ぶ形。それはよくよく考えるまでもなく──

（なんだ、この構図……？）

　いささかシュールである。これからゲームでもしようというのなら不自然ではないが、雑談をするのにこの並びは妙だ。

　かといって、席を移動したら俺が岸さんを避さけてるみたいだし、どうしたものか。とりあえず──

「カバン、置いたら？」

「そ、そうねっ」

　岸さんは飛び上がるように立ち、ぎくしゃくと俺が指差した腰の高さほどのメタルラックに荷物を置いて戻ってくる。……この構図をどうにかしようと思ったけど、時間稼ぎにもならなかった。

　直列繋つなぎの乾電池になった気分だ。なんかゲームでもしていればこの不自然さは消え去るだろうか──なんて考えていると、だ。

「思った以上に、ラマンチャ、って感じデスね」

　円城が、感心したように口を開いた。その目はしっかりと岸さんに向けられていて、決してそれが唐突な独り言でないことを物語っていた。

「どういうこと？」

　岸さんが問うている相手は円城じゃなく俺だ。ばつの悪さを覚え、俺は事情を説明する。

「今さっき、『騎士を目指しているって、ドン・キホーテみたいだよね』って話をしていたってところで」

　俺の説明に岸きしさんが、「う」と眉まゆをひそめた。

「……否定できないのが、なんとも悔くやしいわね」

　忸じく怩じたる思いがあるのか、そのまま苦虫をかみつぶしたような顔になる岸さん。ふと、俺は思いついて円えん城じように話を振った。

「円城。お前、なんか女騎士のモノマネできない？」

「いきなりデスね？　なんのつもりデス？」

「得意だろ、モノマネ。あれって特徴を拡大解釈するようなもんで、お前が女騎士のマネをすれば女騎士らしい要素を抽出できる、ってことじゃないか？」

　思いつきにしては、なかなかの名案だ。さっそく円城は、地声より低い声を作って吐き捨てる。

「『くっ……殺せ！』──みたいなことデス？」

「そうそう。っていうか、毎度思うけどお前のそのスキル、すごいよな」

　我ながらムチャ振りだと思ったんだけど、見事にそれを杞き憂ゆうにしてくれた。円城の瞬発力と演技力をもっと、なにか別の方向に生かせないだろうかと考えさせるほどに。

　俺の称賛に円城は謙けん遜そんすることなく、お手本のようなドヤ顔を見せる。

「ふふん。かわいいだけじゃ、ないデスよ」

「ええ。参考になるわ」

　岸さんは目を輝かせ、いつの間にやらメモの準備までしていた。熱意というか、あまりこの部室では感じられない正のオーラが放たれている。

　意い気き軒けん昂こう。ならば、この勢いを止める道理はない。

「よし。じゃあ、それをもっと深めていこう」

　円城に「頼む」と視線を送る。円城は珍しく真剣な顔でうつむき、

「んー……『私はどうなってもいい！　だが、姫様には手を出すな！』──とか？」

「おー」

「……」

　俺は感心したが、岸さんは頬ほおを赤らめている。律りち儀ぎにメモはしているけど、耳まで真っ赤だ。

「そっち系以外で、なにかない？」

　ネタの偏かたよりを避さけるために俺がそう振ると、円城は気難しい顔をする。

「えー。女騎士ってそもそも、そっち系のイメージしかないデスよ」

「ですよねー」

　悲しいかなネットにあふれる情報が、女騎士をそういう概がい念ねんとして定着させてしまった。堅かた物ぶつで忠義に篤あつく、しかし最後には敵に屈くつ服ぷくさせられる（性的な意味で）。それがきっと、ネットに染まった連中が抱く『女騎士』のイメージだろう。

　そんなやつらは、自分の脳で『女騎士』について考えたことなんてないのだ。ただ、世間にあるイメージだけを自分の頭に入れてそれをさも自分の知識みたいに振る舞っている。くそ、なんて世界だ。

　賢さかしらぶったところで、俺も他人を笑えない。女騎士についてのみ独自の考えを持っているだけで、議題が他のことに及べば右に左に流されるだろう。いや──女騎士についてすら確かつ固ことした軸があるとは言い難がたい。

　思考が脱線した。なんについてだっけ、と考えたところで円えん城じようがフォローしてくれた。

「オークが目の前にいてくれたら、もっとインスピレーションがわくってもんなのデスが」

「そうか……じゃあ、協力するしかないな」

　俺は立ち上がると、精神的にエレクチオンすべく、妄想を働かせる。自分の体積が膨ふくれ上がっていく感覚。鏡はないが、オークになったという確信があった。

「ひっ」

　岸きしさんが顔を引きつらせて後ずさる。見み慣なれていない人としては、当然の反応だろう。一年前は似たような反応をしていた円城は、今となっては平然とした顔だけど。

「ビビる必要ないデスよ？　こんなん、緑色のマラドーナが立ってると思えばいいデス」

「そんなマラドーナに失礼なこと、できるわけないじゃない」

「俺に対しては失礼だよね、それ」

　大して強く指摘したつもりはなかったが、岸さんは半べそで後ずさった。

「ひぃ！　ごめんなさい、ごめんなさい！」

「そんなに!?　そんなに怖がっちゃう!?」

　下手な罵ば倒とうよりダメージがあるんだよなぁ。怯おびえさせてるつもりじゃないのに、怯えられるのは。

「はいはい。ちょっとブタが牙きばを剥むいたくらいで怖がらなくていいデスよー」

「あうあうあう～」

　円城に肩を叩たたかれ、なだめられる岸さん。いつもは先輩に甘えてばかりいる円城が、こうやって先輩ぶっているのはなにやら新鮮だ。

　まだマラドーナ云うん々ぬんの話が続いているのか、円城は唐突に告げる。

「ざーさん、ちょっとスペイン語でしゃべってみてほしいデス」

「うーん……エルニーニョ？」

「謎なぞのチョイスデス」

「いや、真っ先に思い浮かんだ言葉だったんで」

　日常で意識したことはなかったけど、スペイン語ってまるで知らないんだよな。簡単なあいさつすら知らない。

「もっとあるじゃないデスか。サッカーフツチボウとか嘘つきメンチローゾとか」

「それポルトガル語な」

　円えん城じようの中ではきっと、「南米の人が話しそうな単語」として登録されてるんだろう。

「ま、いいんだけど。緑色の小こ錦にしきでも緑色のブッチャーでも、好きに思えばいいよ」

　脱力して告げる俺を、あうあうモードから復帰した岸きしさんがしげしげと見つめる。

「……矢や沢ざわくんは、大らかね」

　感かん嘆たんがにじむ声を円城が、一笑に付した。

「違う違うデス。ただテキトーなだけデスよ、ざーさんは」

「それな」

　否定する余地もないのであっさり同意する。朝起きたらオークになっていたことに比べれば大たい抵ていのことは受け入れられるもので、以来「こまけぇことはいいんだよ！」のスタイルだ。

　……ところで、なんで俺が緑色の小錦でテキトーだっていう話になっていたんだっけ？　円城に尋たずねようとしたところ、その円城が小首を傾かしげて訊きいてきた。

「ところでざーさん、なんでオークになってるデス？」

「や、俺もちょうど疑問だったんだけど」

　俺と円城が顔を見合わせていると、岸さんが「本気？」とばかりに嘆なげかわしげなため息をつく。

「女騎士のモノマネをするのにネタ切れして、インスピレーションを得るためオークになってもらったんでしょうに」

「「そうだった」」

　俺も円城も思考がテキトーというか刹せつ那な的だからか、しばしばこういう物忘れに陥おちいる。生き方が雑だな、とかバレー部の監かん督とくに言われそう。

　ともあれ、軌道修正である。俺の姿をしげしげと眺めるものの、円城は不満げに付け足す。

「それでいて、なにかこう、女騎士にかけるような下劣な言葉をかけてもらえたら反射的に出るような」

「注文多いな」

　オークらしい──か。正直、あまり自信はないが脳内に蓄ちく積せきされた知識を結集してそれらしいセリフを紡つむぎ出してみせる。

「オークックックック！　貴様らは全員、吾輩の経営する人間牧場に送ってやるブヒィ！」

　迫真の演技をした俺に、円城がまじまじと視線を注ぐ。それは、バイトの面接にやってきたやつを使えるかどうか値ね踏ぶみする店長のようなものだ。や、バイトの面接に行ったことは、ないのだけど。

　でもたぶん、きっと、こんな感じだろう。嫌な圧力を感じていると、円城の唇くちびるが開かれる。

「んー……サーセン。やっぱなんも出ないデス」

「変身し損か」

　俺が滑すべったような空気になってしまった。……や、滑ったんですけどね。

　不平を漏もらすと円えん城じようは、こちらをからかうような笑みを浮かべる。

「ブタみたいだろうと、ざーさんはざーさんデスし」

「……」

　円城の笑みは円城本人が吹ふい聴ちようして回る通り天使のようで、絶句してしまう。意識しているのかいないのか確認したことはないが、円城のこういった物言いに俺は弱い。

　同じ異デ族ミだからか円城は、俺に『オークのクラスメイト』と大おお雑ざつ把ぱなレッテルを貼るのではなく『矢や沢ざわ琢たく郎ろう』という個人として見てくれる。それは他の部員も同じで、俺がこの場所に居心地の良さを覚えるのもそのせいだろう。

　論理的にそう説明できようとも、一度トゥンクしてしまうと落ち着かないもの。冷静になる時間を稼ごうとして俺が思いついたことは、

「とりあえず、普遍的なイメージを探るためにネットを見てみるのはどうよ？」

　岸きしさんならそんなことはとっくにやっていそうなのが懸け念ねんだったが、意外とあっさり同意された。

「イメージの共有は、大事ね」

　方針が決まりそうだったところに、円城が不平を挟んだ。

「あの、ことあるごとに寄付を要求してくるクソ百科事典のお世話になるデスか？」

「ジャブ気分でディスるな」

　油断も隙すきもあったもんじゃない。俺が釘くぎを刺しても円城は、まさに糠ぬかに釘くぎという感じだった。

「まぁ、いいデスけど」

　パソコンの電源を入れる。便所に行って戻ってこられるほどの時間をかけて、骨こつ董とう品ひんみたいなパソコンが立ち上がった。

『騎士』と打ち込み、Ｇｏ●ｇｌｅ先生にお伺いを立てると、円城の言うところのクソ百科事典へと案内された。俺は、国語のテストでそうするように長文をさっと流し読みして要点を探る。

　そうしてわかった、意外なことだが──

「現代でも、騎士っているんだな」

　旧時代の称号かと思っていたが、いまでもその称号が与えられることがあるらしい。もっとも、それは岸さんのお気に召さないようで、思いっきり眉まゆをひそめて画面を睨にらんでいた。

「でもなにこの……マルタ騎士団なんかはまだ騎士のイメージとしてわかるけど、フランスチーズ鑑かん評ぴよう騎士の会とか」

「『食文化において活躍する人材に対してこれらの騎士号が授与されている』だってよ」

「でも、岸きしさんが目指してるのはそういうことじゃないデスよね？」

　円えん城じようがそう水を向けると、岸さんは神妙に腕組みをしてうなずく。

「ええ。称号じゃない。騎士としてどうあるべきか──その心構えとか、精神性の方が重要ね」

「んじゃ、『騎士道』ならどうだろう？」

　キーワードを変えて再び検索。正直、あまり期待はしていなかったが意外なことに収穫があった。

「へえ。けっこう、具体的なことが書いてあるわね」

　背後でそう言う岸さんに俺も異論はなく、さっきより真剣に文字を追う。

「『騎士の十じつ戒かい』か。この辺を意識して日々の生活に取り入れていけば騎士っぽくなる、かな？」

　戦闘力の高さとか勇気とか正直さとかが『騎士の十戒』とやらに上げられるらしい。とりあえず、これらを今後の指針にするのがよさそうだ。

　いい滑すべり出しだ。正直、騎士団なんて名乗っても早々にその計画は頓とん挫ざするだろうと思っていたが意外と長続きするかもしれない。

　俺が高こう揚ようする一方で、円城の顔は浮かない。なにか、懸け念ねんを抱えているように唇くちびるを浅く噛かみ、画面を見み据すえている。

　そのただならぬ様子に、俺は声をかけた。

「円城。何か意見があるんだったら、遠えん慮りよなく言ってくれ」

　いつも後先考えずに発言するこいつが口をつぐむようなこと。そんな意見こそ、岸さんに必要なんじゃないだろうか。

　不安と期待を等しく抱いて円城の返事を待つ。しばらくの沈黙を挟み、やがて円城の口が開かれた。

「騎士道とかどうでもいいデスし、『ブシドーブ●ード』やりません？」

「自由か」

　俺のツッコミに聞く耳を持たず、円城はもうゲームの準備を始めていた。こいつ、俺たちが乗ってこなかったら百人斬りモードに挑む気だ。

　まあ、今日は方針が見えただけで良しとしよう。ここまで収穫のある議論ができるとは思わなかった俺は、すっかり満足して岸さんに尋たずねる。

「とりあえず今日のところは『十戒』をベースにどうしていくべきか、それぞれ家で考えてくるってことでいい？」

『十じつ戒かい』ともなると考えることが広く及び、議論がとっ散らかりかねない。それよりは一度持ち帰って、各おの々おので案を練ねった方がいいだろうという俺の意図を汲くんでくれたのか、岸きしさんは戸惑ったままうなずく。

「構わないけど……ブシドー？」

「古いゲーム。うちの部で、カルト的な人気を誇っている」

「岸さんは騎士道ソード使うといいデスよ」

「『ブシドーブ●ード』なのに、騎士道ソードがあるの!?」

「そういうゲームなんだ」

「いやぁ、こんなアホなゲームが許されるなんて、いい時代だったんデスねぇ」

「まったくだ」

　今だけは円えん城じようのディスりを咎とがめる気になれない。なぜなら『ブシドーブ●ード』が、正しよう真しん正しよう銘めいのバカゲーだからだ。

　結局、その日は騎士道について論じることなく、ヤンジャンを買って帰ってきた郡こおりさんも交えてひたすら『ブシドーブ●ード』大会に興じた。






　　　　　３．悪魔が来りてア●ル開発を提案する









　朝食を済まし、学校へ行く準備をしようというときのことだ。

「ん？」

　カバンに、今日使う英和辞典とリーダーの教科書がない。そういえば『ブシドーブ●ード』大会の傍かたわらで予習をしていたのだが、それらをカバンに入れた記憶がない。下校時刻ぎりぎりまで遊んでいたせいで、転がり出るように部室を後にしたのだ。

　幸い、予習は終わっていたので教室に行く前にちょっと部室を経由して回収するだけだ。いつもより早めに家を出ると、意い気き揚よう々ようと自転車のペダルを踏ふみ込んだ。

　高校までは自宅から自転車でおよそ三十分というところ。雨が降らない限りは自転車通学をしている。しばらくは平へい坦たんな道をダラダラ走るだけだが、モノレールの高架が見えるとそれに沿った形で急激な坂が現れる。

　白はく桜おう学がく園えんはこの坂の上にあり、クライマーを育成しようという気き概がいすら感じられる。チャリ通の生徒たちがこの坂をヒメヒメと歌ったり「ショォ！」と気合を入れたりしながら上るのが日常の光景だ。

　入学したばかりのころは辟へき易えきしたもので、今でもげんなりする。とはいえ、ノンストップで上りきれるくらいには成長したらしく、心が折れて自転車を降りている新入生らしきやつを追い抜くのはちょっとした快感だ。

　坂を上りきり、チャリを停とめると部室棟へ向かう。朝練をしている部活は少なからずあれども、それはグラウンドや体育館が中心だ。部室棟は、ひっそりと静まり返っている。

　日当たりの悪い廊下を進んで《豚ぶたの騎士団》の部室に。誰だれもいないだろうからノックはせずに鍵かぎを開ける。

　真正面に大きめの机。左手にテレビと本棚、右手にＰＣと作業机という見み慣なれた部室の風景が目に飛び込んでくる。机の片かた隅すみ、昨日俺が座っていた席に目的のものがあった。

　回収！　英和辞典は回収です！　と、英和辞典や教科書をカバンに収める。デビルアネモネが「キュイイッ！」してくる前に立ち去ろうとしたその矢先──

　机の下から、足もとに何かが転がってきた。

「うぉう!?」

　我ながら恥ずかしい声を出して、踏ふみ出しかけた足をひっこめて飛びのく。心臓をバクバクさせながら床に転がる物体を観察した。

　全長は70センチ程度。頭から被かぶっているフードについている耳は丸く、クマを思わせる。色は白黒なので、すなわちパンダだ。パンダパジャマに身を包んだ二頭身くらいの生物は、ヨコ●マタイヤのマスコットキャラクターの抱き枕に頬ほおをうずめたまま、眠たげな目だけをこちらに向けた。

「あー、ざーさんだー。おはよー。え、もう放課後─？」

　ふにゃ、っという感じでその人の顔が緩む。マンガみたいなデフォルメ顔だ。

　そのユルキャラこと鈴すず笛ふえ郡こおりさんは、同輩ではあるが先輩でもあるという複雑な関係であり、見下ろすのははばかられる。俺はしゃがみこみ、目線の高さを合わせた。

「……いや、まだ朝ですけど」

「そーなんだー。どしたのー、こんな早く。夜よ這ばいならぬ、朝這い？」

「忘れ物取りに来ただけですよ。っていうか郡さんこそ、なんで部室にいるんですか。昨日は帰るって言ってたじゃないですか」

「んー、途中でご飯食べたら帰るの面倒くさくなっちゃってさー。結局、戻ってきちゃったんだよねー。着替えのストックはあるし、わざわざ帰らなくてもいいかなー、って」

「そもそも学校に泊まるっていう選択肢がある方がおかしいんですけどね」

「がっこうぐらしも、慣れるとなかなか楽しいよ？」

「その響きには不穏なものを感じるんですけど」

　部員の誰かお亡くなりになりそう。

　それは妄もう言げんとして、郡さんにはもっと現実的な問題があった。

「学校に泊まるのはいいですけど、授業には出てくださいよ」

「だいじょぶだってー。ちゃんと出席日数、計算してるからさー」

「それならいいんですけど……」

　俺も普通は、ここまでやかましく口を挟まない。俺ごときが言わずとも、本人が危機感を持ってなんとかしてくれるだろうと思えるからだ。

　つまり、いま足元にいる鈴すず笛ふえ郡こおりはそうではない。

　常識の外にいる存在でありその正体は──

「でも郡さん、『怠たい惰だ』を司つかさどる悪魔じゃないですか」

　まるでパジャマに精神を支配されているかのように、動物園のパンダよろしく自じ堕だ落らくな姿をさらして郡さんは答える。

「あー、うん、まあ、そうだよねー」

　と、まあ、鈴笛郡にはやる気がない。登下校が面倒くさいからという理由で部室に寝泊まりし、『部室の主ヌシ』なんて揶や揄ゆする声もある。おかげで一年の時に留年しており、『先輩なのに同輩』という関係が生まれてしまった。ごくまれに、何らかの条件が重なることで本気を出す時もあるが基本的にはこんな感じだ。

　こっちから聞き出そうとしない限りはこのまま二度寝をしかねないので、しっかり追及しておく。

「ちゃんと、予備日とか計算に入れてます？　不測の事態で休むことになったりするかもしれないでしょうに。インフルエンザとか」

「してるしてるー」

「うわー、信用ならねー」

「まー、今年は去年よりは教室行くよ。去年は同じ授業聞くのがかったるかっただけだからさー」

　と、それまで胡乱うろんげに宙を眺めていた目に初めて意志らしいものが宿った。

「なにより、ざーさんたちと一緒に三年生になりたいからね」

「──」

　そんなことを言われると、こちらの舌ぜつ鋒ぽうも鈍にぶる。それでも、念を押すことを忘れてはならない。

「……そう思ってくれてるんだったら、いいんですけど、マジで去年みたいなことやめてくださいよ？」

「去年？　なんかやったっけ、あたし？」

　その悪びれない態度に、あらゆることをテキトーにやり過ごしていくというのが主義の俺も思わず声を荒あららげてしまった。

「一学期の中間！　俺にさんざんノート写させろだの試験範囲教えろだの絡からんできたのにいざ本番で！　開始早々！　５分もたたずにシャーペン置いたことについて言ってんですよ！」

「あったねぇ、そんなこと」

　衝撃だった。俺は眉み間けんを押さえ、絞り出すように声を吐く。

「人生で初めて無力感というものを覚えましたよ」

「ごめんねー。今年はがんばるっていうかー、うん、がんばるよー」

「期待してます」

　やる気を出せばとんでもないスペックを発揮するからな、この人。既存の科学レベルを軽く飛び越えた発明とかするし。

　問題なのは、そのスペックを引き下げている『怠たい惰だ』という性質。バッドステータスかよと思うくらいそれは郡こおりさんのスペックを引き下げ、このようなユルキャラにさせてしまっている。反面教師にしようと、しげしげ眺めていると郡さんは気だるげに口を開いた。

「ざーさん。アレとって」

　長年連れ添そった夫婦のように、『アレ』で通じる。俺は冷蔵庫のドアを開けるとウィダーインゼリーのグレープフルーツ味を取り出して、郡さんに渡した。

　ちゅうちゅうと、少しずつゼリーをすすっていくにつれて郡さんが二頭身から三頭身に変化しつつあった。何度見ても、奇妙な体質だ。

　10秒チャージをキャッチフレーズにする商品をたっぷり１分は使って飲み干すと、郡さんは俺に毛布を差し出してくる。

「お礼に、あたしの毛布をくんかくんかする権利をあげよう」

「けっこうです」

　謹つつしんで辞退するものの、郡さんはふにゃっとした笑顔を崩くずさない。

「くさくないよ？　面倒くさいけど、ちゃんとシャワーは毎日浴びてるから」

「そこを心配してるわけじゃないんで、やっぱりけっこうです」

「そう？　後で『くんかくんかしとけばよかったー！』ってなってもしらないよ？」

　と、挑発的な視線を送って来ようと所しよ詮せん、三頭身のマスコットの言うことだ。俺は「はいはい」とやりすごす。

　そんなところに、コンコン、とノックの音が響いた。ドアに注目すると、鮮やかな金髪が目に飛び込んでくる。

　来訪者──岸きしさんは、俺たちがいることが意外そうに、目を丸くした。

「おはよう。っていうか、本当に早いわね」

「おはよう。岸さんこそ、どしたの？」

　あいさつを返すついでに尋たずねると、岸さんはドアから見て左手側にある本棚に歩み寄る。

「休み時間中は読書してるんだけど、今日は本を忘れちゃって。たしかここの本、借りられるのよね？」

「そういうことか。どうぞどうぞ」

　仮入部員が借りパクをするという懸け念ねんもあるが、岸きしさんなら大丈夫だろう。本棚の前に立って選び始める岸さんの背中に俺は告げる。

「あ、本とか借りる時は、そこのホワイトボードに書いといて」

　岸さんの目が俺の指先を追う。入口のわきにかけられた小さなホワイトボードにはやや不ぶ恰かつ好こうな『惑ほ星しのさみだれ⑥～⑩　矢や沢ざわ』という文字が並んでいたり、あるいは達たつ筆ぴつで『虐殺器官　望もち月づき』などと書かれたりしている。なお、貸し出しは本に限らず『ＰＳ３　円えん城じよう』という丸っこい字が、ホワイトボードの下の方に並んでいた。……円城、もう半年以上ＰＳ３借りたままなんだけど『大胆な借りパクはオンナノコの特権☆』とか思ってないよね？

　岸さんが眺めている本棚は、元文芸部と思えないほど文学作品のラインナップが少ない。明確な分ぶん水すい嶺れいがあったわけではないだろうが、長い歴史の中で徐々にこの部は文芸というものから離れていったのだろう。今や、並んでいるのはマンガやライトノベルがほとんどである。

　岸さんの好みは淘とう汰たされた数少ない文芸の方なのか、そういった作品が集められた一角を眺めている。覗のぞき見みは趣味が悪いと思ったが、岸さんがどんなものを好んで読むのか気になって、ついその視線を追ってしまう。岸さんがやがて手に取ったのは、ＳＦのショートショート集だった。

「小こ松まつ左さ京きよう、好きなの？」

　急に話しかけられた岸さんは、丸くした目で床に転がる郡こおりさんを見つめる。同様に俺も、目を瞠みはった。

　郡さんが──「息をするのも面倒だ」とさえ言うほどの面倒くさがりが自分から話しかけるなんて、珍しい。月並みな表現だが、雪が降りやしないだろうか。

　郡さんは目を輝かせることもなく、いたっていつもどおりのユルい笑顔で岸さんを見上げている。岸さんは返す言葉を探すように目を少しだけ泳がせると、口を開いた。

「普段は読まないのだけど、小学生の時に授業でやったタイトルだから懐かしくって。ショートショートなら、休み時間にさくっと読めるし」

「いいよねー、ショートショート。面倒くさくなくってさー」

「面倒くさくないって評価は初耳だけど……気が向いた時に短時間で読める、という点においては面倒くさくないと言えるのかしら」

　困惑を隠せず微び苦く笑しようする岸さん。俺はというと、感動が口からこぼれた。

「すげえ……文芸部に籍せきを置いて、初めて部員が小説の話で盛り上がってるところ見た」

「そんなにそんなだったの、この部!?」

　ぎょっとする岸さんに、俺は深くうなずき返す。

「だいたい、昨日みたいな感じ。ゲーム同好会ってのが一番近い表現なんじゃないかと」

「テレビゲームに限らず、非電源ゲームも好きだよねー、うちら」

　郡こおりさんからも補足が入る。そんなノリである以上、文芸部を名乗るのはおこがましいというか言ってしまえば恥知らずもいいところなので、俺が《豚ぶたの騎士団》への転向を決意するのも致し方ない事なのだ。おわかりいただけただろうか。

「まあ、今や《豚の騎士団》なんでしょう？　本を読む、読まないは関係ないんじゃない？」

「たしかに」

　岸きしさんのフォローにうなずくとともに俺は、郡さんに視線を戻した。

「郡さん的には、女騎士の条件ってなんだと思います」

　俺の問いに郡さんは怪け訝げんそうであり、気だるそうでもある声を返した。

「いきなりだねぇ。どういうことー？」

「いきなりでもないんですけど」

　昨日、『ブシドーブ●ード』をやりながらそれとなく話題に出したはずなのだが、あの内の何人が覚えているだろうか。みんな人斬りに夢中で脳内麻薬が溢あふれすぎていた。

　郡さんは相変わらず間延びした調子で返す。

「やー、残念ながらそっちに造ぞう詣けいが深くないからね」

「それもそうですね」

　自他ともに認める怠たい惰だの化身に苦笑した刹せつ那な──

「でも、なんとなくなイメージだと、ア●ルが弱そうかな」

　テニスや卓球でラリーの応おう酬しゆうをしているときに、相手が会心の一打を放ったような発言が俺の精神を切り裂いた。

「「……え？」」

　被害は俺にとどまらず、岸さんにも及んだらしい。図はからずともハモり、そろって絶句する俺たちに郡さんは、ぽやんと首をかしげる。

「あれ？　あたしだけかな、そんなイメージなの」

　しばしの沈黙を挟み、ようやく俺は声を発する。

「……あ、まあ、ありますよね、そんな、なんというか」

　同意しちゃっていいのかなぁ──と不安になりながら、岸さんにちらりと視線をやると、

「っ！」

　耳まで真っ赤になっていた。なんというか、大変申し訳ない。

　この空気を払ふつ拭しよくしようと、俺はおどけてみせる。

「あれれー。郡さんって悪魔だけど、『色欲』を煽あおるような力を持ってるんでしたっけ？」

「なに言ってるのさー。あたしが司つかさどるのは『怠惰』以外のなにものでもないよー」

「たしかに」

　こんなユルキャラに『色欲』を司られても、という感はある。世界は広いしＳＤエスデイーキャラに劣情を抱く人もいるのかもしれないけど俺には無理です。

「でもア●ルかぁ。ア●ルねぇ……」

　郡こおりさんがあまりにもあけすけに尻穴のことを連呼するものだから、下ネタに寛かん容ような俺もさすがに口を挟んだ。

「もうちょっと、伏せましょうよ」

「古典における『あるなる』の音便表現をしてるだけだよー」

「文脈！」

　思いっきり文脈を無視している郡さんの自由さに、つい声の調子が強くなってしまった。だというのに郡さんは反省するどころか、どことなく楽しそうですらある。ドＭかな？

「逆に言えば、女騎士はア●ルが弱い必要がある──弱くなければならないって定義されるわけだー」

「されませんよ？」

　念のためにツッコんでおくけど、もはや俺の声は郡さんの耳に入っていないようだった。

「よし、わかった。いいよー。あたしに考えがある」

　郡さんはコンボイ司令官のようなことを言い、つまりは俺の不安をあおる。やめろォ（建前）、ナイスぅ（本音）、といったテンプレを使うまでもなく、俺の中で両極端の感情が成長していった。

　パンダのマスコットの頭身が上がっていく。保健体育の教科書に載のっている図のように、ユルキャラが美少女へと変化していった。

「なっ、なになになにっっ!?」

　動転して岸きしさんが声を上げる。俺も見み慣なれたつもりなのに、ぎこちない笑顔のまま固まってしまった。

　ギャップという意味では俺も他人のことをとやかく言えないが、比較対象に俺の変身を持ち出すくらいに鈴すず笛ふえ郡は変化する。デフォルメ体形は郡さん曰いわく『省エネモード』だそうだ。

　グラビアアイドルも裸足はだしで逃げ出す起伏に富んだプロポーションになった郡さんは、パンダパジャマのフードを外して髪を払うと、パイプ椅い子すに腰かけて足を組む。

「ざーさん、それとって」

「はい」

　と、俺は言われるままにホワイトボードを手渡す。郡さんはそれを受け取ると、膝ひざの上に乗せて俺と岸さんに視線を投げかけた。

「たまには、おねーさんの本気、見せたげる」

　息を呑のんだ。蠱こ惑わく的てきな笑みに、彼女が悪魔だということを──人を堕だ落らくさせる存在であることを再認識させられる。

「『こうもんであそんではいけません』ってうちの小学校の校門に掲かかげられてたんだけど、これは深い。深いよ。遊び半分でやっちゃいけない、やるからにはガチでやれっていう教育委員会からのお達しがあったんだろうね。ガチア●ルだね」

　あくまでも真剣そのものの口調で語り出す郡こおりさんだが俺は、「お、おう」とすら言えない。ス●ラトゥーンの話でもしてるのかな？

　結局、脳が聴覚をシャットアウトするというクレバーな判断を下した。しばらく立ち尽くしている間にホワイトボードには『チ●ポなんかに負けない』『実際安い』『インガオホー』などという言葉がミンチョ体でショドーされていた。

「──というニーズを満たすのがこの暴走覚醒式ディルドー。通称『炎のつらら』なんだけど、どうかな？」

　世界に音が戻る。いつの間にか、プレゼンをされていたようだ。どやっ、とした郡さんの顔とホワイトボードに描かれたチ●ポとしか言いようがないものを見比べて俺は、かろうじて声を出す。

「どうかな、と言われましても」

　同時に、隣で可愛かわいらしい声がした。

「きゅう」

「あ、岸きしさん!?　岸さーん!?」












　床に吸いこまれそうになる岸きしさんの制服の袖を、かろうじてつかむ。岸さんはマンガみたいに目を回していた。

　岸さんの反応が伝染したように、俺までも動転してしまう。混乱する俺たちを郡こおりさんは、ニヤニヤと眺める。

「やー、からかい甲が斐いがあるねぇ。二人とも」

　俺たちをこうした当の本人に、俺はまなじりをつり上げて糾きゆう弾だんする。

「悪魔か、あんたは！」

「そうだよ」

　当然のように、即答された。
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　この白はく桜おう学がく園えんでは毎年、ゴールデンウィーク前にクラス対抗の球技大会が行われる。とはいえそんな行事に『ウェーイｗｗｗ』となるのはスクールカーストの上にいる方々くらいであり、俺はといえば早々に負けて部室に引き上げていた。

　生徒数が多いと必然的に、試合の数も多くなり日程は三日にもわたる。そのうち俺が参加したのは初日の午前中のみ。後は、同じクラスで他の種目に出てるやつを応援に行くということもなく、ひたすら部室でだらだらしていた。

　大会三日目の午後。そろそろこのイベントもクライマックスを迎えていることだろう。なにかドラマチックなことでも起こっていたら、そこに立ち会うのもやぶさかではない。傍観者の気まぐれを起こすと同時に、閃ひらめいた。

　そういや、風ふう花か先輩が決勝まで行ってるかもしれない。どうせなら、知らない顔の人間の試合を眺めるよりは部活でお世話になっている先輩の雄ゆう姿しを見たいというものだ。俺は、机の下で寝ている郡さんに声をかける。

「ちょっと、出てきますね」

　寝ているというか単にだらけていただけだったのか、郡さんが「行ってらっしゃい」とばかりに小さく手を振った。それを見届けて俺は、テニスコートへと歩き出す。

　自分の浅はかさを知るのにそれほど時間はかからなかった。テニスコートを取り囲む人垣に俺の足は止まる。

　マンモス校であり、決勝ともなれば生徒の９割が暇ひまを持て余した敗北者ということになる。閉会式まで観戦して時間を潰そうという考えはわからないでもないが、あまりにも集まりすぎだ。

　黒々とした頭がみっしりと並ぶ様は、コミケの待機列を思い出させる。踵きびすを返しかけると、耳みみ慣なれた声が俺の耳じ朶だに触れた。

「ざーさん！　こっち、こっちデスよ！」

　人垣の一角。そこだけ妙に秩序立っているというか──

「って、桟さ敷じき!?」

　靴を脱いで上がるタイプの席が仮か設せつされていて、その最前列にいる円えん城じようが、小さい体を精いっぱいに伸ばしてぴょんぴょん手を振っている。

　群ぐん衆しゆうを回り込んで俺は、円城に歩み寄った。

「どしたの、このエリア？」

「有志を募つのってちょっとしたグループを組織したデス。ＶＩＰ席を作ってお金を取ればもうかるんじゃないかなー、って」

　一般生徒から苦情が来そうなものだが、その辺の根回しも対策済みなのだろう。円城の情熱に俺は苦笑する。

「商しよう魂こんたくましいなぁ」

「隙すきあらば稼げ、デス」

　ふふん、と得意げな目で円城が見上げてくる。頭を撫なでてやりたいが、実際にやるとてきめんに機嫌を損ねられるので耐えておいた。鎮しずまれ、俺の右手。

「で、その有料席の余りを売りつけようって？」

　俺の問いに円城は、本場アメリカンめいて肩をすくめ、ため息をつきながら首を横に振った。

「クリスマスとお正月がいっしょにやってきたくらいにおめでたデスねぇ。こんないい席、即完売デスよ」

「たまにお前の商才が怖くなるわ」

　たかが球技大会の観戦にそんなに需要あるのかよ──と辺りを見回してみると、たしかに空席はない。おしくらまんじゅうをしている一般人たちに比べて、全員が等間隔にゆったりしているこっちにはセレブ感すらただよっていた。

　となると、いよいよ俺が呼ばれた理由がわからない。頭上に疑問符を浮かべていると、座布団に座り直した円城がその横をポンポンと手で打つ。

「半分、どうぞデス」

「……いいのか？　こんな貴重な席に」

　円えん城じようが純粋な厚意でこんなことを勧めてくるわけがない。身構える俺に、円城は天てん真しん爛らん漫まんな笑みで続けた。

「あとで、なんかの形で返してもらうデスよ」

「ぞっとする話だな、そいつは」

　警けい戒かいを示した俺の反応は正しかったわけだが、せっかくの誘いを無む下げに断るのもなんだ。お言葉に甘えて、円城の席の半分を譲ってもらった。

　いくら円城が小さいとはいえ、さすがに一人用の席を半分にすると密着せざるを得ないわけで。不死鳥フエニツクスだからか女児だからか、はたまたその両方なのか円城の体温は極めて高く、こうしているだけで体感温度が五度くらい上がった気分だ。

　ただでさえ四月下旬にしては気温が高いのに、この女児のぽかぽか体温だ。額ににじむラードもとい汗をぬぐった。

　球技大会のテニスは先せん鋒ぽう：シングルス、次じ鋒ほう：ダブルス、中堅：シングルス、副将：ダブルス、大将：シングルス、の団体戦という構成なのだが、目の前ではちょうど副将戦が終わったところのようだ。対戦カードは２年13組と３年13組。奇くしくも『氷の塔』同士のマッチとなったところで、どちらも一歩も譲らない決勝にふさわしい試合になっていた。

　副将戦の選手たちに健闘をたたえる声が送られる。それに紛まぎれて、大将の登場を待つ気の逸はやった声が俺の耳に届き、円城に尋たずねる。

「これだけの集客力ってなると、大将はやっぱり？」

「デスよ。ふーちゃんには及ばないながら、相手もなかなか売り上げに貢こう献けんしてくれて、これならもうちょっとチケットの値段上げてもよかったかな、って思うくらいデス」

「ゲスい……」

「資本主義のイヌと呼ぶがいいデス！」

「鳥なのに？」

　などと言っているうちに大将戦が始まるようで、歓声が沸き起こった。

　こちらから見て手前から歩み出てきたのは、金色の髪を輝かせる少女。後ろ姿だが、間違えるわけない。岸きしさん、決勝まで来ていてしかも大将なのか。

　男女混合となった歓声が沸き起こるが、それを意に介することなくネットに歩んでいく岸さん。対する相手──向こうからこちらに歩み寄ってくる、風ふう花か先輩は一見して異い形ぎようと言えた。

　春先とはいえすでに気温は高く、しかも運動をするということもあって多くの生徒が半袖ハーフパンツ。そんな中、長そで長ズボンのジャージに身を包んだその姿。それだけでなく、襟元にはマフラーまで巻かれている。

　頬ほおは白く、儚はかなさを感じさせる。病弱な、深しん窓そうの令れい嬢じよう。触れただけで消えてしまいそうな、雪の結晶──手て垢あかのついた表現になるが、そういうのがしっくりくるような容姿だ。

　本来ならこの大将戦は想定されていなかったのではないかとさえ考えさせられる。彼女に試合をさせる前に白星を重ねて勝負を決める。そんな作戦が失敗して、むざむざと引きずり出されてしまったのじゃないだろうか、と考える者が観かん衆しゆうの中にいてもおかしくない。

　実際、試合の序盤は岸きしさんの有利に進んだ。岸さんの痛烈なサーブに風ふう花か先輩は右う往おう左さ往おうするばかり。見ていて哀れになってくるほどだ。

　それでも岸さんは手を抜かない。全力を尽くすのが騎士道だとばかりにサービスエースを重ね、あっという間に一ゲーム目を取ってしまった。

　風花先輩を知らない生徒たちはこの時点で試合の結果を確信しただろう。岸さんの圧勝だ、と。

　だが、風花先輩を知る者たちは逆だ。風花先輩のファンたちが今、俺と同じことを思っているのが感じられた。

　──美み霜しも風花はここからが強い。

　徐々に、緩かん慢まんだった風花先輩の動きにキレが宿る。粉雪のように弱々しかったショットは、今や鋭するどい氷柱つららとなってコートに突き刺さる。

「そろそろ、あったまってきたか？」

　俺の軽口に円えん城じようは、幼おさな馴な染じみを誇って両の拳こぶしを握る。

「まだまだ。こんなものじゃないデスよ！　『女帝』と呼ばれた実力は！」

　だが、岸さんもやられる一方ではない。果か敢かんに打球に食らいつき、試合はもつれにもつれた。

　やがて最終ゲーム。手に汗握る攻防の末、審判が何度目かしれないデュースを告げる。

　岸さんの痛烈なサーブを、風花先輩が鋭く返す。エンドラインぎりぎりに突き立ったボールを岸さんは、バックハンドで返す。

　乾けん坤こん一いつ擲てきの一打。だが、それすらお見通しとばかりに風花先輩は既に回り込んでいた。

　試合が始まったばかりの時とはかけ離れた、荒々しい一振り。ドライブをかけてボールを打つとともに、風花先輩が吼ほえる。

「ほうら、凍れ！」

　その言葉に、ボール以外の全世界が従った。

　一歩も動けずに固まった岸さんの脇をボールが弾んでいく。フェンスに当たって跳ね返り、転がるのを止めても観衆たちは息を呑のんだまま動かなかった。

　問題の発言から遅れること数十秒。俺はようやく我に返ってツッコミを入れた。

「跡あと部べ様か！」

「これが、『女帝』と呼ばれた所以ゆえんデェス！」

　あくまでも「幼おさな馴な染じみカッコイイ！」のスタンスを崩くずさない円えん城じように、強い絆きずなを感じた。





　　　○






　閉会式を終え、部室に戻ってくる。円城とは途中で別れ、戻ってきたときには机の下で郡こおりさんが寝ているといういつもの光景だった。

　俺は本棚から読みかけのマンガを引き抜くと、パイプ椅い子すに腰を下ろす。しばらくページを繰っていると、ドアがノックされた。

　読んでいた本から顔を上げる。ドアの向こうから現れたのは、風ふう花か先輩だった。

「お疲れ様」

　透明感のあるソプラノに、俺は小さく会釈しながら返す。

「お疲れさまです」

　風花先輩は部室を見回して、つぶやくように問う。

「あれ？　火ひ雛びなは？」

「えっと……お花摘みしてから来るとか」

　さすがに「放尿しに行ってます」とは言えず、言葉を濁にごす。風花先輩も察してくれたようで、顔を伏せて一言返すだけだった。

「そう……」

　風花先輩の抱える体質については、俺も知らないわけではない。なんとかしてやりたいと思いながらも、同時にやはり心のどこかで思う。

　それはあいつの役目だ、と。

　風花先輩はカバンから魔法瓶を取り出すと、カップにもなっているフタに中身を注ついで両手で包みこむ。湯気を立てるそれをちょっとずつ飲みこみ、一息ついた。

　こちらにまでふわりと届く、ローズヒップティーの香り。白はく皙せきの横顔を眺めていると、ちょうど窓枠が額縁のようになって一いつ幅ぷくの絵のように思わせる。

　つい見入ってしまいそうになった矢先、部屋に満ちる沈黙を足音が破った。徐々に近づいてくるそれに風花先輩は、沈んでいた顔を次第に輝かせていく。

　ドアがノックされ、ノブを回す音がする。風花先輩はイスを蹴倒すくらいの勢いで立ち上がり、両腕を広げた。

「火雛ぁ！　あっためて！」

　ドアを開けて入ってきた人物に、やにわに抱きつく風花先輩。

　だが──

「え？」

　きょとんと、目を点にしてそこに立っていたのは岸きしさんだった。

　風ふう花か先輩のタックルはキャンセルできず、がっしりと抱ほう擁ようする形に。一拍遅れて、二人分の悲鳴が響き渡った。

「「にゃああああああああああああああ!?」」

　とっさに耳をかばうくらいの音量。机の下で寝ていた郡こおりさんがちらりと顔を上げたが、すぐ蛹さなぎのように丸くなった。

「ちょ、ちょ、ちょっと、どうなってるの!?」

　目を回し、だけどろれつは回らなくなった岸きしさんだが、その理由は二つだろう。一つは単純にいきなり抱きつかれたことに対して。もう一つは──

「この人、めちゃくちゃ体が冷たいんだけど!?」

　岸さんとしては、氷の塊にしがみつかれているような心境だろう。なぜなら、なにを隠そう、どうもこうも──

「雪女なんだよ、風花先輩」

　そういう異デ族ミである風花先輩は、岸さんを抱く腕により一層力を込める。

「火ひ雛びなじゃないのに！　火雛じゃないのに温かくて離れられないぃいい！　悔くやしいビクンビクン！」

　余裕そうな風花先輩に比べて、岸さんの唇くちびるが徐々に青みを増していく。残念ながら俺は風花先輩に抱きつかれたことはないんだけどマジで寒いんだ、アレ。

「岸さん。引きはがしちゃっていいよ？」

　律りち儀ぎな岸さんのことだから先輩相手に遠えん慮りよしているのかと思いきや、小さく、だが確かつ固ことした意思で首を横に振られた。

「こ、ここ、ここっここ、これくらい、平気ぃ、いい……っ！」

「ノブレスオブリージュ！」

　献身的なのは良いけど、歯の根が完全にあっていない。助すけ太だ刀ちに入るべきだろう。

　俺は風花先輩の魔法瓶からお茶を注つぐと、それを差し出す。

「風花先輩。あったかいもの、どうぞ」

「ん」

　と、風花先輩はキスでもねだるように小さく顎あごを上げる。……えー？　飲ませろってこと？

　俺は中身がこぼれないよう、慎重にカップを風花先輩の口に持っていく。んくんくと細い喉のどが動いたかと思ったら、風花先輩は岸さんの拘束を解いた。

「ふう……あったかいもの、どうも。ありがとね、琢たく郎ろうくん」

「どういたしまして」

　俺はそう返しつつ、魔法瓶とそのフタを風花先輩に渡す。岸さんは摩ま擦さつ熱でちょっとでも暖を取ろうとしているのか、しきりに体をさすりながら風花先輩を見た。

「え……？　雪女なのに、寒がりなんですか？」

　岸きしさんが疑問を抱くのも無理からぬことだ。風ふう花か先輩は問いに、お茶のお代わりを注つぎつつ答える。

「雪女って一ひと括くくりにされても、結局は個人差があるものよ。暑がりの雪女もいれば、寒がりの雪女もいる。みんな違う。関西人がみんな漫才みたいな会話しているわけじゃないのと一緒よ」

「なるほど」

　納得してうなずく岸さんに、風花先輩は物憂げなまま続ける。

「それはそうと、お茶より人肌の方がやっぱりいいのよね。お茶飲みすぎると、トイレ近くなるし」

「そ、そう……」

　不意打ちの下ネタに、岸さんが顔を引きつらせた。これは、今のうちに説明しておいた方がいいだろうか？

　俺がその決断に迫られている間に、岸さんが口を開く。

「なら……また、抱きついてもいいのだけれど」

「えっ？」

　耳を疑うように訊きき返す風花先輩に、岸さんは慌てて付け足す。

「ちょ、ちょっとだけっ。離して、って言ったらちゃんと離してくれるなら……」

　風花先輩の顔が、希望を得て徐々に輝いていく。感動でうるんだ目で見つめ、風花先輩が岸さんに問う。

「岸さん……あなた、天使？」

「いいえ。騎士です」

　岸さんに後光が差しているように見えた。きっと風花先輩も、同じ光を見ているだろう。

「それじゃ……えいっ」

　ためらいがちに風花先輩は、岸さんの胸に飛びこむ。風花先輩の体温に岸さんは小さく「ひっ」と声を漏もらしたが、その包容力で受け止めた。

　尊い光景に心が洗われるようだ。さっきまで沈んだ表情をしていた風花先輩も、母親と会話する娘のように安らいだ顔をしている。

「ふわぁ……やっぱり、あったかさでは火ひ雛びなだけど、抱き心地だと岸さんね」

「ひ、火雛？　そういえばさっきもそう言って──」

　岸さんが、そう言いかけた時だ。

「ふーちゃん？　これはどういうことデス？」

　格ゲーで乱入してくるような感じで、嫉妬の炎を背中にたぎらせた不死鳥フエニツクスが入室した。

　円えん城じようの背後から禍まが々まがしいオーラが立ち上り、景色を歪ゆがませる。うつむきがちで表情は見えないが、いつものイラッとするところも許してしまいたくなるような愛あい嬌きようが完全になくなっていた。

「火の鳥を怒らせると、どうなるか──わかってないわけじゃないデスよねぇ？」

「ち、違うのよ、火ひ雛びな、これはね、誤解──」

「誤解も卍ばん解かいもないんデスけぉおおおお!?」

　激オコだ。とんだ修しゆ羅ら場ばに居合わせたことで気まずくなっている間に、事態は進展していく。

「見損なったデス！　ふーちゃんは、ふーちゃんは、アタシだけの──」

　そこから先が、なかなか出てこない。言葉に詰まった円えん城じようは声を張り上げる。

「もう、知らないデス！」

　部室を出ていこうとする円城を、風ふう花か先輩が止めた。

「待って、火雛！」

　掴つかんだ手首を強引に引き寄せ、そのまま抱き寄せる。

「あっ──」

　円城が小さく声を漏もらす。その光景に俺は思わず、息を呑のんだ。

　二人の鼓動が聞こえてくるかのようだった、頬ほおを染めながら風花先輩は、蚊かの鳴くような声でささやく。

「……バカね。わたしには火雛しかいないわよ」

「ふーちゃん……」

　肩から回される手を軽く撫なでて、円城はつぶやき、

「……もう。仕方ないデスねぇ」

　さっきまでの敵意をどこかに投げ捨て、風花先輩のほっぺに軽く自分の唇くちびるを触れさせる。それで和解はすみ、風花先輩が円城を抱きかかえる形でイスに座りこんだ。

「うぇへへへへ。あー、ふーちゃんのおっぱいふかふかで気持ちええんじゃ～」

　たゆんたゆん、と背もたれの感触を堪たん能のうする円城に負けじと、風花先輩は円城の頬に自分の頬をすり寄せる。

「いやーん、火雛のほっぺすべすべぷにぷにで気持ちええんじゃ～」

　二人のイチャイチャっぷりに俺は、思わず相そう好ごうを崩くずした。

「ほほえまー」

「いや、『ほほえまー』じゃないでしょう!?」

　顔を真っ赤にした岸きしさんが、続いて説明を求めてきた。

「あの、どういうこと？　怒ど涛とうの展開過ぎて、脳が考えるのをやめたがっているのだけど」

「幼おさな馴な染じみなんだってよ」

　端的に答える。沈黙を挟み、岸さんが「当然続きがあるのでしょう？」という目でこちらを見てくるので、俺はさらに告げる。

「それだけ」

「……え？　お、おさな、なじみ？　それだけ？」

「推測の域を出ないし本人たちは否定してるけど、まあ、ガチ。完全にガチ」

　うなずく俺に、風ふう花か先輩が注釈を入れる。

「ガチじゃないわよ。ただ、なかよし。なだけ」

「なんか今、不自然な句点が入ったような気がしたんですけど」

「気のせいデスよ、気のせい」

　円えん城じようはそう言って否定するが、それを鵜う呑のみにするほど俺も素直ではない。なにしろ、証拠は出で揃そろっているのだ。

「気のせいじゃない。二人きりで『桜Ｔｒｉｃｋ』上映会を催もよおすような連中がノンケのはずがない」

　俺が半眼になっても、容疑者たちはしれっとした顔で返す。

「あれは、いつもわたしが『ビバップ』とか『スクライド』とか男臭いアニメばっかり見てて」

「アタシが、『たまには雌臭いアニメ見たいデス』って言ったからデスよ？」

「雌臭い言うな」












　俺のツッコミも糠ぬかに釘くぎで、円えん城じようたちはむしろからかうような視線を送ってくる。

「ざーさんったら、そうやってアタシたちをレズ扱いしていやらしい妄想にふけってるんデス？」

「そうなの？　琢たく郎ろうくんったら、やだもー」

「ふーちゃん。こうしてたら、このブタにレズだと思われちゃうデスよ？」

「えー。でも、火ひ雛びなと離れたくないわよぉ。ずっと、こうしてたい」

「もう、しょうがないデスねぇ。だったら、主張していくしかないデス」

　二人は「せーの」と言うこともなく、声を合わせる。

「「レズじゃないデス」」

「説得力皆無か」

　息ぴったりとか、疑惑が深まるわ。風ふう花か先輩がわざわざ円城の口調に合わせるあたり、愛を感じる。

　俺がため息をつく一方で、円城は疑惑を払ふつ拭しよくするどころか、むしろ居い直なおって見せる。

「レズじゃない（女が恋愛対象じゃないとは言っていない）」

「バイの可能性を強調していく姿勢!?」

　岸きしさんのツッコミには答えず、円城は体を左右に揺らす。

「でもー、こうやって、ふーちゃんのふかふかオッパイを背中に感じてるわけじゃないデスか。んで、おっぱいマウスパッドってあるデスよね？　アレの応用で『オッパイ背もたれ』みたいなものを作れば一ひと儲もうけできそうじゃないデスか？」

「最高かよ!?　今すぐ制作にとりかかるべきだ！　円城の胸には需要がないだろうけど、岸さんと郡こおりさん、風花先輩で三種類できる！　なんなら、今年の部費から払うから！」

　ブヒブヒ言いながら食いついたところ、円城が害虫を見る目になった。

「巨乳好きとか死ねばいいデス」

「ごめん」

　円城が自分の平たい胸を気にしていることは分かっていたはずなのに、軽率だった。でも円城。巨乳好きが死ななければならないのなら、お前も道連れなんだけどそれでいいのん？

　円城は自分が抱える矛盾に気づいていないのか、ビジネスプランを進める。

「特許、取るべきデスかね!?　これで一生、左ひだり団扇うちわってもんデス！」

　目を輝かせて夢を語る円城を、風花先輩が後ろから抱きしめた。

「ステキ！　養って！」

「養うデス、養うデス！　もう、二人で一生働かずに生きていこうってなもんデスよ！」

「火雛ぁ……っ！　超頼りになる。大好き」

「アタシもふーちゃんのこと、大好きデスよ」

　うるんだ瞳ひとみで見つめ合う二人。

　かと思えば、それは次の瞬間には爆笑に変わっていた。

「「アハハハハハハハハハハハ！」」

　狂気的ともいえる高笑いのシンフォニーに、岸きしさんが顔に戸惑いを浮かべる。

「な、なんか美み霜しも先輩、キャラ変わってない？」

「これが本来の、風ふう花か先輩のベストテンションらしい。雪女になって以来、寒くて真冬の朝のようにテンションが上がらないところに、円えん城じようというぽかぽか女児とドッキングすることによって笑い上じよう戸ごが復活するんだ」

　まあ、あったかければ円城と一緒にいなかろうがテンション上がるんだけど。やはり、円城と一緒にいるのが一番幸せなようで──

「ってわけで、いつも二人はああしている」

「い、いつも……」

　ついていけないんですけど、と顔に極太ゴシック体で書いてある様子。俺は、諦てい観かんを込めて告げることしかできない。

「慣なれて」

「無慈悲！」

　涙目になる岸さんを、俺は鷹おう揚ように諭す。

「人間の適応力は馬鹿にできない。意外とアレが、日常の光景になる」

「そう、なの……？」

「俺の実体験」

　言い含める俺に岸さんは、いつもの凛り々りしさからほど遠い、幼い口調で誓う。

「じゃあ、がんばる」

「がんばらなくても自然に慣れるよ」

　何気なく言った言葉に感かん銘めいを受けるところがあったのだろうか──岸さんは俺を見つめると、ややあってから噛かみしめるようにつぶやいた。

「……ええ。そうね」

　柔にゆう和わに微笑ほほえむ岸さんに、つられて俺も笑う。穏やかな部室を象しよう徴ちようするように、風花先輩と円城がキャッキャウフフする声が響いていた。

「はぁ……ぬくぬくして、ほんと幸せ。特に太ももが温かい。温かいんだけど……火ひ雛びな、漏もらしてないわよね？　太ももが温かすぎて、こう、たまに不安になるんだけど」

「さっき出してきたばっかりデスよ」

「そういえば、そうだったわね。……放尿したてのＪＫを抱きしめられるという、このプレミア感」

「ちょっと、やめるデス！　アタシにおしっこくさいイメージ付いたらどうするデス！」

　風ふう花か先輩に甘い円えん城じようでも、さすがに嫌そうに抗議する。風花先輩は反省するどころか、ますますテンションを上げた。

「じゃあ、わたしも、こう、ちょっと、今から雪解け水出してくるから！　それでおそろいね！」

「おそろいだから、なんなんデス!?　そろって伏ふく流りゆう水すい臭くなっただけじゃないデスか！」

「アハハハハハ！　伏流水！　伏流水！　アハハハハハ！」

　狂気めいた笑い声に、隣から「ひっ」と息を呑のむ気配があった。初見の岸きしさんが驚くのも無理はないだろう。助けを求めるような目で、岸さんから問われる。

「な、なんなの？」

「さっき風花先輩は雪女って説明したけど、正確にはちょっと違う」

　というか言葉足らずだった。こう告げておくのが正しかったのだ。

「風花先輩は、下ネタ好きの雪女なんだよ」

「退部していい？」

　おびえるような、請こうような目をされたが俺にだって部長職を押しつけるという鉄の意志と鋼はがねの強さがある。なにより、女騎士になろうというこの少女を失いたくなかった。

「いや、下ネタ好きっていっても、生々しいのと違うから。巨乳の小学生男子がいると思ってもらえれば、それで」

「それでってどれでなのよ!?」

　俺のフォローも空むなしく、岸さんをますます混乱させてしまっただけのようだった。

　一方で風花先輩の笑い声はどんどん膨ふくれ上がっていく。高笑いが響く部室は俺にとっては日常だが、岸さんにとっては異常だ。半べそでおろおろする岸さんを何とかしてやらねば──と俺が手をこまねいているうちに、二人のイチャコラが再開していた。

「アタシがいる時ー」

「アハハハハ」

　円城は風花先輩の太ももから腰を上げると、一歩分距離を置く。

「いない時ー」

「（´・・`）」

「ボケがローカルすぎるだろ」

　俺のツッコミにも円城は、にこにこと応じる。

「失礼したデス」

　座り直した円城は、幸せの極きよく致ち、といった笑み。風花先輩も、円城に頬ほおずり＆頭なでなでのコンボをきめる。

「でもあの豚ぶたまん、本当に美お味いしいからお土産よろしくお願いね」

「かしこまりデェス！」

「円えん城じよう、関西にでも行くの？」

　ＧＷに旅行でもするのかな、と思って尋たずねたところ、円城はひらひらと手を振って否定する。

「違うデスよ。修学旅行のことを、ふーちゃんは言ってるデス」

「そのことか。ずいぶん気の早い話じゃないですかね？」

「まあ、話の流れよ」

　秋に俺たち二年生が関西方面に行くからお土産を頼む、という話だったらしい。風ふう花か先輩が「アハハ」と軽く笑い飛ばした、その時だ。

「修学旅行かぁ」

　それほど大きい声ではない。風花先輩の笑い声に比べれば囁ささやきのようなものなのに、むしろ存在感がある声が机の下から聞こえてきた。

　ずっと寝ていたであろう部室の主ヌシ──郡こおりさんは机の下から這はい出だしてくると、「んーっ」と背すじを伸ばす。パンダパジャマに包んだその体形は省エネのＳＤエスデイーモードではなく、本来の豊ほう満まんなものになっていた。

　郡さんはそのまま、空いていた俺の隣のパイプ椅い子すに座ると机に突っ伏して続ける。

「同じダブるんだったら、二年の時にダブっておきたかったなぁ。そしたら、二回修学旅行ができたし」

「なんなんスかそのポジティブな発想」

　俺が苦笑すると、風花先輩もけたたましい笑い声を抑えてしみじみとする。

「郡と修学旅行、か。そんなルートも、あったのかもね」

「ごめんねー。あたしが、こんなんならなかったらフツーに進級できたのかもしれないけどさー」

「鈴すず笛ふえさんが異デ族ミになったのって、高校に入ってからなの？」

　俺たちにとっては既知のことであっても、岸きしさんにとっては初耳なこと。岸さんからの問いに、郡さんはいつもの調子で返す。

「まー、一年の時にいろいろあったんだよねー」

　面倒くさがり屋らしく、多くは語らない。俺たちもいなかった時代の話。

　唯一、当時現場にいた風花先輩はからかうように目を細める。

「『どうせみんないなくなる』って部室の壁に書くとかね」

「風花には『なんであんなこと書いた！』って詰め寄られるし、若気の至りだったとしか言いようがないよ」

　郡さんはこそばゆそうに苦笑し、

「ま、面倒くさい女が、面倒くさがり屋の女になったっていう、それだけの話だよー」

　郡さんが自分の過去話についてそう締めくくると、風花先輩が話を修学旅行に戻した。

「もう、どこ行くかとか決めた？」

「とりあえず、金閣寺は行きたいデス」

　その答えに、円えん城じよう以外の部員が部室の一点を見た。

　本棚の一角。ジャンルごとに分けられている、純文学の段。著者の名前は三み島しま由ゆ紀き夫お。

『金閣寺』──そのものずばりのタイトルを目にして、いち早く口を開いたのは俺だった。

「燃え落ちるフラグじゃん」

「なんでそうなるデスかー！　バイト先が勝手に燃えるだけで、アタシが燃やしてるわけじゃないデスよ！」

　円城の弁護に回りそうな風ふう花か先輩ですら、どことなく不安そうに表情を陰らせる。

「でも、ねぇ……？」

　同意を求める風花先輩の視線に、岸きしさんや郡こおりさんもうなずく。

「京都と円城さんって、相性最悪じゃない」

「京都大火だー。明めい治じ剣けん客かく浪ろ漫まん譚たんかな？」

　そんな声を聞いているうちに、一つの天てん啓けいが俺の頭をノックする。

「燃え上がるのに濡ぬれ衣ぎぬとは、不思議な話だな」

　数秒の間があった。

　全員が俺を見ている。あれ？　なんだろうか、この空気？

　その正体を悟る前に、風花先輩が膝ひざの上に乗せた円城を抱きしめた。

「火ひ雛びな！　寒いわ！　あっためて！」

「もー、ざーさん！　寒いボケやめるって言ってるデス！　……あ、でもふーちゃんが抱きしめてくれるから幸せなんじゃー」

　文句を言いつつも笑顔になる円城。その横で岸さんが、やれやれと言わんばかりにため息をつく。

「オークじゃなくて、雪男だったのかしら？」

「え？　え？」

　次々と浴びせられる罵ば声せいに動転する中、俺の隣で郡さんが揶や揄ゆするように結んだ。

「おあとがよろしいようでー」













　　　　　５．下ネタという概念しか存在しないアレな世界









　いつも通り、放課後部室に向かおうとしたところ。

　人波が流れる中、昇降口でぽつねんと立ち尽くしている影がある。マンガとかで見る『雨が降っていて出るに出られない生徒』みたいな感じだが、雨が降っているどころか、むしろ春らしい麗うららかな陽光が降り注いでいた。

　だが、その後ろ姿とそいつが抱える事情に俺は心当たりがある。俺は背後から、声をかける。

「よう、冥めい」

「あ、琢たく郎ろう」

　振り返るのは紅こう顔がんの美少年──もとい、白はく顔がんの美少年だ。透すき通るような肌をしていて、ともすれば美少女と見間違ってしまうようなはかなさ。それが、俺が恥ずかしながら親友と呼ばせてもらっている望もち月づき冥である。

　こんなところで突っ立っている理由を察して、俺は尋たずねる。

「傘、忘れたのか？」

「う、うん。そうなんだ」

　しょんぼりと肩を落とし、冥めいが答える。しっかり者の冥にしては珍しいが、前述のとおり雨など一粒も降っていない。だけど、言わんとすることはわかる。

　──そうなると、手段は一つだ。

「入ってけよ」

「……いいの？」

　遠えん慮りよがちに見上げる冥は女子っぽい顔立ちなこともあって、チョロイ系童貞である俺としては「いいよいいよ、ぶひひっ」とか応じてしまいそうになるがそこは精神力でねじ伏せた。

「ああ。駅まで？」

「や、今日は部活、出ようかなって」

「なんだ。じゃあ、ついでだ」

　目的地が一緒なら、遠慮することはない。だというのに冥は、律りち儀ぎに礼を告げる。

「ありがと」

　と、冥が見せる笑顔は円えん城じようと人気を二分するほどの天使スマイルだった。だが悲しきかな、円城は性格を、冥は性別を間違えている。世の中、ままならないものだ。

　なんて考えているうちに、冥が俺の影に足を踏ふみ入れた瞬間──

　その姿が、水に沈むように消えた。

　日の光を嫌い、闇に潜む。他にも鏡に映らない、霧になれる、人の血を欲するなど冥の個性について挙げればきりはないがそれらはつまり、一言で表せる。

　望もち月づき冥は、ヴァンパイアだ。

　日光に当たると消滅するとまではいかないまでも焦げ臭くなるという体質から、日傘を忘れると行動範囲が限られる。登校時にはどうせ、他のやつの影に入ってきたのだろう。

　てくてく歩いて、部室棟の日当たりの悪い廊下まで来ると、冥は姿を現す。

「ありがと、琢たく郎ろう」

「いいってことよー」

　さらっと流して俺は、部室のドアをノックする。

「「お疲れ様です」」

　冥と声を重ねて部屋に入ると、俺たち以外の部員がそろっていた。

　女子四人がそろってだらだらしているその光景に俺は百ゆ合り百ゆ合りしい可能性を感じたし、冥も同様のようだった。ピシガシグッグッ、と視線を合わせることもなく拳こぶしだけでコミュニケーションを交わし、それだけでお互いの感じていることすべてが伝わった。冥とは、そういうことができる仲だ。

「あら。これはこれは？」

　面白げに目を細めるのは風ふう花か先輩。そうか。部員がそろったということは──

「じゃあ、いつものアレかなー」

　机の下にいた郡こおりさんが期待を込めて体を起こすが、冥めいは申し訳なさそうに肩を落とした。

「すいません。僕、一時間くらいしかいられなくて」

　そうなのか。とはいえ、せっかく部員がそろったんだからなにかやりたい。この人数で、かつ一時間くらいでできることっていうと──

「じゃあ……『スコットランドヤード』でもやるか」

「いいデスね！」

　と円えん城じようが乗ってきた。他の部員も異論はなく、岸きしさんも経験者ということですんなりとゲームは進行した。

　これに限らず、頭を使う系のゲームをするとハイスペックな脳の持ち主である風ふう花か先輩とゲームにだけはめっぽう強い円城を中心に戦況が動きがちだが、岸さんというニューフェイスを加えてやる一回戦はいつもと違った動きを見せて新鮮だった。一回戦はＭｒ．Ｘである円城の確保に成功し、さて二回戦というところで。

「あ、ごめん」

　唐突に冥がスマホを取り出す。画面をしばらく見ていたかと思うと、いそいそと立ち上がった。

「時間なんで、今日はこれで」

　帰り支度を始める冥を、俺はからかう。

「デートかよ」

「うん。まあ、そんな感じ」

　幸せそうな顔しやがって。

　幸せになりやがれ。

「駅まで送る？」

「大丈夫。ここから駅までは、ずっと日陰で行けるルートがあるから」

「そうか」

　慈じ愛あいと祝福に満ちた俺の視線を受けて、冥は部室のドアノブに手をかけてこちらに振り返り、柔にゆう和わな顔で小さく頭を下げる。

「それじゃ、お疲れ様でした」

「「「「お疲れー」」」」

　声をそろえて返し、ドアが閉ざされる。

　一拍挟んで、岸さんがぽつりとつぶやいた。

「日陰……？」

　すかさず、俺は説明を挟む。

「ヴァンパイアなんだよ、あいつ」

「ああ」

　感かん慨がいもなく、納得する岸きしさん。……まあ、これだけ立て続けに異デ族ミに会えば、そういう反応にもなるか。

『スコットランドヤード』のプレイ人数は３～６人なので冥めいがいなくなったところで続行に支障はない。このまま二回戦かと思いきや、岸さんが何気ない口調で言った。

「それにしても望もち月づきくん、カノジョいるのね」

　俺も、岸さんの声音と同じくらい平板に返す。

「カノジョっていうか、許嫁いいなずけがいる」

「い、許嫁っ？」

　ぎょっとして目を丸くする岸さん。俺たちはもう慣なれたけど、初めて聞く人間はまぁ、そういう反応をするだろう。

「マンガに出てくるようなボンボンだから、あいつ。そういう、家同士の付き合い？　みたいなのがあるらしい」

「へえ……」

　圧倒されたように声を漏もらす岸さんに対し、円えん城じようはＭｒ．Ｘが被かぶる用の帽子を人差し指に引っかけ、くるくる回しながらおちょくる。

「おやおやぁ？　もしかして、めーちゃんのこと狙ってたデス？」

　実際、去年は冥狙いの女子が何人かやってきたが、その誰だれもが文芸部のノリについていけず部室を去っていった。岸さんもその口なのかと円城は思ったのだろうが、岸さんの反応は、瞬時で淡泊だ。

「や、ぜんぜん。ただ、許嫁ってすごいな、って」

　岸さんの態度に風ふう花か先輩が「アハハ」と笑う。

「まぁ、たしかにすごいわよねぇ。わたしたちはもうそのフレーズに慣れちゃったけど、普通だったら高校生が日常的に耳にする言葉じゃないもの」

「でも、家同士の付き合いってちょっとアレじゃないかしら？　当人同士の気持ちがない、っていうの？」

　至極まっとうで、潔けつ癖ぺきともいえる岸さんに、俺はフォローを入れる。

「そこは心配することない。さっき嬉うれしそうに出てったとおり、めっっっっちゃラブラブだから」

　なんて力説すると、横から円城が「ぷー、くすくすｗｗｗ」みたいな笑い声をあげた。草生やすな。

「ラブラブてｗｗｗ」

「そうとしか言いようがないんだよ。お前も直接見ればわかる」

　甘ったるさを思い出して胸焼けを起こしていると、郡こおりさんが興味深そうに視線を向けてくる。

「そーいや、ざーさんは会ってるんだったね。めーちゃんの許嫁いいなずけ」

「どんな子なの？　ねーねー、どんなん？　どんなん？」

　風ふう花か先輩からも続けざまに問われ、特に考え込むこともなく俺は、冥めいの許嫁の印象を語る。

「これが、冥に引けを取らないくらいのできた人間でして」

「あー、いわゆる、『リア充爆発しろ』ってやつ？」

　そのセリフ自体が負け組の象しよう徴ちようみたいなもので、気恥ずかしそうにする岸きしさん。俺もなんだかこそばゆくなってくるが、冥に関しては定番のフレーズが当てはまらない。

「いや。冥にしろ許嫁にしろ、人柄が普通以下だったら羨うらやま死ねって言えるんだけど、あまりにも聖人すぎて。祝福することしかできないってのがまた癪しやくなんだよなぁ」

　妬ねたみが行き場を失った結果、胸の内をぐるぐる回って次第にしぼんでいくのを待つしかない。そんな俺の悩みを円えん城じようが嘲ちよう笑しようしてくる。

「うっわー。小さー。器、小さー」

「うるせえ。小さい代表にだけは言われたくねえ」

「はい？　それってどういう意味デス？　アタシが親からもらったこの体を馬鹿にしてるんデス？」

「そんなことないお★　そのままのちっちゃい火ひ雛びなちゃんがかわいいよ★　ぶひひ★」

「よし、戦争デス」

　やる気満々の円城には悪いが、俺の心はどうしても空くう虚きよなままだった。

「はぁ……いいなぁ、許嫁」

　うらやまー、と黄昏たそがれる俺に、風花先輩がにこやかに提案してくる。

「ないものねだりしてもしょうがないわよ。逆に考えましょう？　どんな許嫁だったら羨ましくない？」

　羨ましくない許嫁──か。

　考えかけて、俺は一同を見まわした。

「せっかくだから、みんなで考えません？　『こんな許嫁はないわー』っていう、あるあるならぬ、『ないない』を考えてみようってことで」

「あ、それいいわね」

　名案、とばかりに風花先輩が手を打つ。こういう大おお喜ぎ利り的なノリは珍しくなく、部員になってから日が浅い岸さん以外はみんな乗り気だ。さっそく動く気配があった。

「はーい、閃ひらめいた」

　ゆったりと挙手をする郡こおりさんを、風花先輩は制止する。

「郡。そのやる気は評価するけどやはりここは、新人ちゃんのフレッシュなアイディアを聞きたいわ！」

「え？　わ、私？」

　いきなり振られた岸きしさんは、当然うろたえる。最初は様子を見ておこうとしていたのだろうが、風ふう花か先輩は無慈悲に回答を煽あおる。

「っていうわけで岸さんの考える、『ないない』な許嫁いいなずけ！　はい、３、２、１！」

　風花先輩の勢いに、『とにかく何か言わなければ』という感じで岸さんが答えた。

「え、えっと……りょ、料理がヘタ!?」

「フツー。はい、フツー」

　間かん髪はつ入れず円えん城じようが評する。確かに円城の言う通りで俺もコメントに窮きゆうするのだが、郡こおりさんが、円城をからかうように目を細めた。

「でも入部した当初の火ひ雛びなちゃんもこんな感じだったよ？」

「え。アタシ、こんなクソつまらない感じだったデス？」

　心外だ、と言わんばかりに顔をしかめる円城の頭をなでながら、風花先輩は『ほっこり』という感じに頬ほおを緩める。

「まあ、昔の火雛を思い出させる感じかしら」

「かわいかったですよねー、あのころの円城」

　と、俺も相あい槌づちを打つ。マジ天使みたいで「矢や沢ざわくん」って声をかけられるたびにドキドキしてたんだけど、今やごらんの有り様だよ。

　そんな会話を交わす一方、俺は何気なく岸さんの顔をうかがう。円城の『クソつまらない』という発言は、しっかり岸さんの機嫌を害していた。

　かなりイライラした感じで円城を睨にらみつけている。そういう反応ができるのなら、この部向きの気質だ。ディスられて殴り返すくらいの気き概がいがなければ朽くち果はてるのみですぜ。

　場の空気を読むことに徹していると、岸さんがさっそく噛かみついた。

「私のをクソつまらないって言うくらいなんだから、なんかあるんでしょうね？」

　挑発めいた岸さんの発言に動じることなく、円城は端的に即答する。

「頻ひん尿によう」

　いきなりのド下ネタにまず、風花先輩が高笑いを上げた。

「アハハハハハハハハハ！」

　そして、風花先輩ほどではないにしろ俺や郡さんも笑ってしまう。落ち着いてから、郡さんが尋たずねた。

「念のため確認しておくけど、貧乳じゃなくて頻尿なんだよね？」

「そうデス。絶対にＮＹＯ！」

「アハハハハハハハハハ！」

　風花先輩が笑い声のトーンを上げる一方で、円城はさらに熱を込めて語りだす。

「こう、デートとかしてても、すーぐ『やぁん、おトイレ行きたくなっちゃったぁ。じょばー』ってなっちゃうんデスよ」

「それ、トイレ行けてないじゃない！」

「大惨事か」

　岸きしさんと俺が立て続けにツッコミを入れると、円えん城じようはどこか得意げに返す。

「大じゃないデス。小の方デス。じょばーって」

「アハハハハハハハハハハ！　じょばーってそれ、言い方！」

　収まりかけていた風ふう花か先輩の笑い声がまた響いた。

「その理屈でいくと、大惨事ってさー」

　笑いをこらえたまま言葉を濁にごす郡こおりさんだが、調子に乗った円城は止まらない。郡さんが敢あえて言わなかったことを口に出す。

「もう、ぶりぶりーってなもんデスよ。ブリュンヒルデデスよ」

「アハハハハハハハハハ！」

「……」

　風花先輩が爆笑し、俺がドン引きする傍かたわらで、郡さんがさらに話を広げる。

「『ひる』って、『糞くそをひる』とかって使い方もするし、そういう意味でもブリュンヒルデだよねー」

「なんか、関西弁っぽいデスよね。ひるでっ！　って」

「アハハハハハハハハハ！」

「ひるでっ！」

　ウケたので図に乗って繰り返す円城。それに対して岸さんは──

「最っ低……」

　肩を小さく震わせていた。

　まだ下ネタで笑うことに抵抗感があるのだろうが、隠しきれていない。実は岸さんも、こういうネタが大好きなのだ、と。

　なりふりかまわず円城がぶっこんでくれたおかげでこの部の本質が岸さんに伝えられた。そのことに郡さんが、感かん慨がい深そうな声を出す。

「火ひ雛びなちゃん、強くなったね」

「確かにアタシは強くなったデス。しかし、それは間違った強さデス」

　とは言いつつも、ない胸を得意げに反らす円城。小学生が得意がっているようで、実に微笑ほほえましい。俺もつい、ほっこりしてしまった。

　徐々に風花先輩の笑い声が収まっていき、目の端をぬぐって岸さんに微笑んだ。

「こんな感じよ」

「じゃあ、リトライ」

「お、速いわね。どうぞどうぞ」

　小さく挙手する岸きしさんを、風ふう花か先輩が促うながす。岸さんは神妙な顔で空気をうかがい、ここぞというタイミングを計って口を開く。

「家だと常に全裸」

　部員たちは困惑しながらも、そのシュールな光景を想像して頬ほおを緩める。

「念のため訊ききたいんだけど、なんで？　乳首と風のコラボレーションを感じたいの？」

　話を広げようとする風花先輩に、岸さんは真顔で返した。

「理由はないのよ」

「なんの理由もなく全裸なのっ？」

　笑い声交じりに訊き返す風花先輩に、岸さんはあくまでも神妙な顔を貫つらぬいてうなずく。

「そう。宗教上の理由とか、露出癖がある、とかそういうのじゃなく本当に、なんの理由もなく全裸なの」

「料理とか、できなさそうデスね。揚げ物すると『熱っ！』ってなったり」

　円えん城じようが大げさに熱がるジェスチャーをしてみせると、風花先輩がにこやかに続く。

「料理が揚げ物以外になるから、食生活がヘルシーになるわね」

「裸エプロンですらないんだよねー？」

　郡こおりさんからの問いに岸さんが、深くうなずく。

「もちろん、マッパよ」

「アハハハハハハ！」

　風花先輩の高笑いが出た。岸さんも満足そうだ。

　いい感じにつないだところで風花先輩が、郡さんに振る。

「じゃ、次。郡、そろそろ、いっちゃう？」

「そだねー」

「よし。それじゃ郡の考える、『ないない』な許嫁いいなずけ！」

　風花先輩の号令から一呼吸おいて、郡さんは口を開く。

「剛毛なんだよ」

　その回答に、風花先輩が即座に食いついた。

「ねえ、どこ!?　どこが剛毛なの!?」

「それは想像に任せるけど、もう、かたいし、めっさモッサーってしてんの」

「めっさ！　もっさ！」

　アハハハハハハハハ！　と風花先輩の高笑いをバックにして円城は、しみじみとつぶやく。

「でも、好みによっては濃い方がいいって人もいるデスよね？」

「あー、いるねぇ」

　相あい槌づちを打った郡こおりさんは、そのまま俺に視線を向けた。

「ざーさん、どう？」

「なしてここで俺に振るですか」

　おかしいなぁ。話を振られないように極力、存在感を消していたはずなんだけどなぁ。

　大いなる疑問にぶつかる俺に郡さんは、大おお仰ぎように肩をすくめてみせる。

「ここで振らなくてどこで振るのさ。ご飯食べてるところで『そういや、ムダ毛が濃いのと薄いのどっちがいい？』とかって訊きいた方がいい？」

「そういう意味ではなく」

　追及を逃れることはもはや不可能だろう。事実を出し渋っていると、より倒とう錯さくした性せい癖へきを捏ねつ造ぞうされるのはこれまでの経験から明らかであり、さくっと吐いてしまうことにする。

「薄い方がいいかと」

　世にいる多くの男子が口にするであろう答えだ。だからこそ、脱毛なんてビジネスがあるわけで。

　一段落したところでまたぞろ、風ふう花か先輩が進行させようとする。

「さてー、そいじゃー次」

「あ、じゃあ、はい」

　このままじゃトリになりそうだから、積極的に動いた。風花先輩はこれまでそうしてきたとおり、司会として俺を促うながす。

「よーし、じゃあ琢たく郎ろうくんの考える、『ないない』な許嫁いいなずけ！」

　ちょっと緊張しながらも、俺は答えを発表する。

「婚約者じゃなくて、コンニャクだ」

「はい次ー」

　風花先輩に流されて俺は、抗弁する。

「なんでですか！」

　今までみたいにもっと話広げていこうよ、と思ったが円えん城じように半眼を向けられる。

「そんな、右手が恋人でコンニャクが許嫁？　みたいなネタこれ以上どう広げろってんデスか」

「コンニャクが、許嫁！　アハハハハハ！」

　耳元で爆はぜる笑い声に円城は、風花先輩を見上げる。

「あれ？　気に入っちゃったデス？」

「アハハハハハハハハハハハハ！」

　返答は、鳴りやまない高笑いだった。

　司会だった風花先輩が笑いっぱなしなので、流れるように郡さんが進行する。

「次は風花ー、いっちゃう？」

　ようやく落ち着いた風ふう花か先輩は、息を整えて俺たちを見まわす。

「そうね。他にアイディアがなければ、ハードルが高くなる前にいかせてもらおうかしら」

　こちらの期待を煽あおるようなことはせず、あっさりと風花先輩は言葉を紡つむぐ。

「語尾や口癖が痛々しい」

　どっかんどっかんウケるネタというよりは、共感を呼んで話を膨ふくらませるタイプのネタ。それぞれどんな風に痛々しいのか想像する中、俺が繋つなぐ。

「アレですね。一昔前の、ギャルゲーみたいな」

「そそそそそ。語尾に『りゅん☆』とかつけたり、ことあるごとに『うぐぅ』って言ったりとか」

「それは、たしかに残念だね」

　うんうん、と郡こおりさんがうなずくと、不意に風花先輩が笑い出す。

「ぷっ、くくっ……『わたし、ちょっとおトイレ行きたいりゅん☆　じょばー』みたいなアハハハハハハハハ！」

「自分で笑うな！」

　先輩とはいえちょっと見るに堪たえなかったのでツっこませてもらう。それでも風花先輩の高笑いは止まらず狂気じみた怪音波が響く中、その発生源にいちばん近いはずの円えん城じようは、平常そのものの顔つきで言う。

「もう、語尾が『じょばー』でいいんじゃないデスか？」

「それよ！　火ひ雛びな、天才！」

　風花先輩が手放しに誉ほめると、郡さんが立ち上がった。

「メモっておこうかー？」

　面倒くさがり屋らしからぬ提案。心底からこの時間を楽しんでいるということであり、風花先輩も遠えん慮りよなく頼む。

「いいわね！　今まで出たの、覚えてる!?」

「覚えてるよー。書き出してみるね」

　ホワイトボードにこれまでの部員の発言が連ねられていく。





　・料理がヘタ

　・頻ひん尿によう

　・家だと常に全裸

　・剛毛

　・コンニャク

　・語尾がイタい






　こうして並んだ意見を改めて客観的に眺め、俺の口からごく自然に嘆なげきが漏もれた。

「本当にろくでもねぇ……」

　戦せん慄りつすら覚えるほどであった。唯一、高笑いを止めない風ふう花か先輩以外、声を失うほどだ。

　そんな感じで議論は、下校時刻まで白熱して。

　結果的に俺は、許嫁いいなずけなどいらぬという結論に至った。






　　　　　６．異族百景









「『そんなはずはない』」

「はい、『そんなはずはない』に『そんなはずはない』」

　俺のカウンターで円えん城じようのベッド数を患者数が上回り、俺の勝利が決定した。

「にゃあらーっ！　また負けデース！」

　手札をテーブルにばら撒まいた円城は、恨みがましく俺を睨にらむ。

「もー。他のゲームは弱っちいくせに、『ダイナマイトナース』だけ異様に強いデスよね、ざーさん」

「この才能がときどき、自分でも怖くなる」

　俺が人生で使うべき運が、ここで消費されてるんじゃないかという気にさせられる。不安で胸がはちきれそうになっていると、冥めいが励はげましてくれた。

「多額の賞金が出る世界大会とかあればよかったのにね」

「なー。なんかの間違いで『ダイナマイトナース』を題材にしたマンガとかアニメが爆発的ヒットして、そういう流れになればいいのに」

　俺が脱力していると、風花先輩が尋たずねてくる。

「みんな、この後って予定は？」

「ないですけど」

　俺を皮切りに、一様にヒマであると答える部員たち。全員の答えを聞くと、風ふう花か先輩は顔をほころばせた。

「ね、お鍋にしない？　暑くなる前に一回やっておきたいかなーって」

　風花先輩としては真夏に鍋を囲むのも辞さないのだろうが、そこは俺たちに対する配慮というやつだろう。

　反対する理由などなく、部員たちは「あー、いいっすねー」と屈くつ託たくのない笑顔で同意する。風花先輩がどういうつもりでこんな提案をしたのか、伝わっているからだ。

「わたしと火ひ雛びなで買い出し行ってくるわ。いつもの寄せ鍋でいい？」

『いつもの鍋』を知っている部員たちは特に異論なさそうだったので、俺は岸きしさんに確認を取っておく。

「岸さん、なんかアレルギーとか嫌いなものあったりする？」

「えっ？　いや、ないけど」

　それを聞いた風花先輩が、立ち上がる。

「オッケー。火雛、行くわよ」

「了解デス！」

　なかよし。コンビが出動。こっちはこっちで準備をしなきゃな──と思っていると、岸さんが半信半疑の視線をよこしてきた。

「……え？　今から、鍋、するの？　本当に？」

「そうだよ？」

　親に『晩飯いらない』とＬＩＮＥを送ると俺は、鍋の用意にかかる。パイプ椅い子すを踏ふみ台にして本棚の上から、土鍋の入った箱を下ろした。

　包丁とまな板も一緒にひっさげ、部室を後にしつつ首だけで振り返る。

「冥めい。鍋、洗ってくるから机の方頼むわ」

「わかった」

　水道でざぶざぶ鍋やらを洗って部室に戻ると、普段は散らかっている机の上がすっかり片付いて、新聞紙も敷かれていた。

　中央に鎮座するカセットコンロの上に鍋を置き、とりあえずス●ブラでもしながら風花先輩たちの帰りを待つ。坂の下にあるスーパーまで行って戻ってくるまで、四十分ってところだ。

「ただいまデス！」

　ほどなくして、円えん城じようたちが帰ってくる。風花先輩は、円城とつないでいない方の手に持ったビニール袋を冥に差し出す。

「野菜、もう洗ってきたからめーちゃん、お願い」

「かしこまり」

　冥めいはそれを受け取ると、ざくざくと白菜に包丁を入れ始める。大胆にして正確な包丁さばきからは、イケメンオーラがただよっていた。オリーブオイルとか多用しそう。

　俺は俺で市販のスープをとぷとぷ鍋に注ぎ、コンロに火をつける。その傍そばで岸きしさんは肉のパックを手に取り、困惑したように俺や円えん城じようの顔をうかがった。

「豚ぶたとか鶏とりとか、食べるの？」

「「それがなにか？」」

　そのネタでいじられるのにはもう慣なれているので、円城も俺も即レスだ。

「鶏肉、おいしいデスよねー。今日はお鍋だからモモ肉デスけど、手羽にガブゥってかじりつくとか最高デス」

「豚肉を食うたびに、ご先祖様の情熱を思い知らされる。イノシシから品種改良を始めて、いかに安定して美う味まい肉を食卓に届けられるかって努力し続けてきた苦労は想像できない」

「はい、できたよ。琢たく郎ろう、お願い」

　熱弁を振るっているうちに、冥が野菜を切り終わる。いい感じの比率で野菜と肉を鍋に入れると俺は、鍋のフタを探す。──あった。

「円城、フタとって」

　一番フタに近い、円城に呼びかける。円城はこちらにフタを向けつつ、

「フタなり～」

　と言わなくてもいい一言を発して、それが風ふう花か先輩のツボに入った。

「アハハハハハハハハハ！」

　狂気の調べが奏でられるのをＢＧＭに、俺は円城に半眼を向ける。

「円城？　なんで急に武士めいた語尾になっちゃったの？」

「サムライソウルにとり憑つかれてしまいましたデスよニンニン」

「サムライなのかニンジャなのかどっちなんだよ」

「あ、『ブシドーブ●ード』やりたくないデスか？」

「唐突か！」

『ブシドーブ●ード』好きすぎだろ、こいつ。

　呆あきれていると、冥からプラスチックのコップを回された。

「琢郎、はい」

「あ、サンキュ」

　コップがいきわたり、それぞれ緑茶だのコーラだのを思い思いに自分のコップに満たすのを確認すると、風花先輩が促うながした。

「それじゃ、乾杯の音頭は琢たく郎ろうくん、お願い」

「ええっ？　俺ですか？」

「部長でしょ」

「まあ、そうですけど……それじゃ、僭せん越えつながら」

　ちょっと、緊張する。集まる視線を意識しないように視界を狭せばめつつ、俺は言葉を紡つむぎ始めた。

「あー……それじゃ、今年度の文芸部改め《豚ぶたの騎士団》の、新入生歓迎会を始めさせてもらいます」

　そう──風ふう花か先輩が鍋を提案したのはこういう趣しゆ旨しからだ。

　本来ならもうちょっと早い時期にやるものなのだが、なかなか全員がそろう機会がなかったので延び延びになってしまっていた。去年のことを昨日のことのように思い出し、俺は続ける。

「残念ながら新入部員は一人という結果になりましたが、今年も頑張って文芸部もとい《豚の騎士団》、盛り立てていきましょう。かんぱーい」

『かんぱーい』

　和やかに唱しよう和わすると、風花先輩がしげしげと岸きしさんを眺める。

「けど、珍しいわね。ノーマルの部員って」












　異デ族ミの対義語──すなわち、普通の人間を指してノーマルと呼ぶのだが、言われてみればそのとおり。去年いた三年生たちも異族ばかりだったため、俺にとっては初めてノーマルの部員と一緒ということになる。

　唯一の新入りで、しかもノーマル。岸きしさんにとっては居心地が悪かろうと思いきや、割と平然とした顔で言われた。

「まあ、みんな異族って感じはしないのだけれど」

　羽が生えてる円えん城じようとか尻尾しつぽが生えてる郡こおりさんはともかく、他は一見してノーマルとの区別がつかない。俺もオーク形態になれば別だけど、普段の生活でああなることなんて滅めつ多たにないし。

「異族っぽさねぇ……なにか、ある？」

　風ふう花か先輩からのトスを受け、円城が俺に振ってくる。

「一番、異族歴が長いのってざーさんデスかね？」

「だな」

　郡さんが高一、それ以外の部員は中学に上がってからと聞いている。

　とはいうものの──

「でも俺、変身しない限りはノーマルと同じだし。異族として暮らしてる時間ってなると、キャリアに大差ないんじゃね？　オークあるあるってのも、ぱっと思いつかないし……あ。好き嫌いが減ったっていうか、ほぼなくなったかな」

　昔は結構な偏食で親を困らせたものだが、オークになってからは不思議とそれがさっぱりなくなった。今では、出されたものはぜんぶ美お味いしくいただいている。

「豚ぶたは雑食だからかしら？」

　岸さんにさらっと豚扱いされたが、悪意はなさそうなので流す方向で。

「かもな。ガキのころ、ドングリとか食ってたし」

「ドングリ」

　岸さんがどん引きするのを包み隠さず、オウム返しにする。慌てて俺は付け足した。

「最近は食ってないよ？」

「そうであることを願うわ。イベリコ豚を目指す意識高い系の豚だというのなら、止めはしないけど」

　うまいんだけどね、ドングリ。ナッツ気分でボリボリいけちゃう。

　俺を見かねたのか、冥めいもフォローするように早口になった。

「こ、子どものころとか、その辺に咲いてる花の蜜とか吸ったりしたよね」

　それに円城が「はぁ？」という顔をする。

「しねぇデスけど。どこの田舎に住んでるのん？」

「茅ちヶが崎さきだけど？」

　地味に遠い所に住んでいたりする冥めいであった。こんな多摩の山奥まで毎日通うのは大変だろうに。

　そのやり取りが交わされている間にオークらしいエピソードを探してみたものの見つからず、円えん城じように頼る。

「円城は不死鳥フエニツクスエピソード、なにかある？」

　バイト先が燃えるというのはもはや言うまでもないことなのか、円城の答えは別なものだった。

「不死鳥っていうか翼種全般の悩みだと思うデスけど……羽が邪魔」

　クッソ邪魔、と忌々しげに繰り返した円城は、さらに続ける。

「かわいい服見つけても羽出す用の穴の加工料取られたりとか、そもそもそんなサービスに対応してなくって泣く泣くあきらめるとか日常茶飯事デスよ」

　哀あい愁しゆうを漂わせた目で自じ嘲ちようする円城に俺は、もっとイメージを身近にするべく尋たずねる。

「巨乳がかわいいブラを見つけてもサイズがなくって諦める、みたいなこと？」

「ケンカ売ってるデス？」

　めっちゃ威圧された。他意はなかったので反省するとともに、それ以上は口をつぐんだのだが、

「あるわよね」

「あるよねー」

「あるわね」

　と、円城以外の女性陣は巨乳あるあるとしてお互いに共感していた。

「と、とにかく、寝る時も邪魔デス！　仰あお向むけだと寝づらいし！」

　勢いで押し切ろうという円城に、岸きしさんがうなずく。

「私、仰向けで寝るタイプだし、明日いきなり肩けん甲こう骨こつが超発達するって考えるとなかなか厄介ね」

「そこは肩甲骨じゃなくて普通に『羽が生える』でいいのでは？」

　肩甲骨が超発達するってなんだよ。怖いわ。

　岸さんの独特なセンスは置いておいて、郡こおりさんが机に突っ伏したまま気だるげに告げた。

「あたし、羽生えなくてよかったなー。悪魔の中にはツノとか羽とか生えるパティーンもあるらしいし」

　郡さんは尻尾しつぽだけ生えているシンプル設計だが、たしかにツノやら羽やらが生えてしまっては日常生活がかなり不便になるだろう。ぱっと思いつくところだと、満員電車とか超気まずい。

　円城が言げん及きゆうしていたのは羽についてだったが、風ふう花か先輩は自分にツノが生えた時のことをイメトレするように、両手の人差し指を頭の上で立てる。

「ツノも邪魔な上に危なそうよね」

　郡こおりさんは半分開いているんだかいないんだかわからない目で、うんうん頷うなずく。

「寝返りうつたびにいろいろ傷つきそうじゃん？　ハリケーンミキサーみたいな」

「寝返り激しすぎでしょうに」

　寝てる間にどれだけ荒あらぶってんですか。

　俺がツっこむと郡さんは、「あー」と声を漏もらす。

「それで思い出した。従姉いとこに鬼オーガがいてさー、当然ツノ生えてるんだよねー。んで、お正月に親しん戚せきで集まったときその子がレッグウォーマーしててさー」

　話のオチは見えたけど、まだ笑うなと自分に言い聞かせる。郡さんは、マイペースに話を続ける。

「みんな指摘しないようにしてたんだけど、最後にやってきた親戚のオッチャンが『うわ、バッファローマンかと思ったわ』とか言っちゃってさー。もう耐えきれなくて親戚一同、爆笑だったよー」

　無慈悲にもほどがあるが俺たちも人のことは言えず、どっと笑い声が沸いた。

「アハハハ！　その子には悪いけど、たぶんわたしも目の前にしたら同じこと思うわね！」

「めっちゃツッコミ入れたかったからねー。『今日はモンゴルマン一緒じゃないのー？』とか」

「残虐か！」

　俺が笑いながらツっこむと、円えん城じようも愉快そうに続ける。

「なんか、話の途中でもうその従姉さんの髪型、アフロになってたデス」

「アハハハハハ！」

　郡さんの従姉には悪いけど、盛り上がらせてもらった。ありがとう、顔も知らない従姉さん。

　話を戻して、羽といえばもう一人。俺は周りと一緒になって笑いながらも、鍋が噴きこぼれないか注意を怠らないそいつに話を振る。

「冥めいは羽って隠してるんだっけ？　そもそも生えてないんだっけ？」

「そもそも生えてないタイプ」

　岸きしさんも興味があるのか、積極的に質問をしてきた。

「ヴァンパイアって弱点多いし、日常生活でも不便なことあるんじゃない？」

「なったばかりのころは大変だったなぁ。日光浴びるだけで肌、ヒリヒリするし」

「ヒリヒリするくらいで済むの？」

「うーん、正確には、表皮が灰になるのと再生するのを繰り返してる感じ」

「そんな過か酷こくな日々を送っているの!?」

　驚く岸さんに、俺は口を挟む。

「外で体育やるときとか、冥めいの周りだけなんか焦げ臭いもんな」

「いやぁ、面目ない」

　苦笑する冥に、岸きしさんは呆あきれと感かん嘆たんが半々くらいの声で問う。

「人生ハードモードね。日焼け止めとか、効果ないの？」

「紫外線対策とかの問題じゃ、ないっぽくて。『日光』っていう概がい念ねん自体がアウトみたいなんだ」

「それじゃ、さぞ大変なんじゃないの？　焦げ臭くなりながら登下校するとか」

「あ、移動するときは人の影に入ったりしてるよ」

「思ったよりヴァンパイアらしい！」

　岸さんのツッコミどおり。ノーマルが抱く異デ族ミ像にいちばん近いのが、冥だろう。小気味いいリアクションに乗せられたのか、冥が声を弾ませる。

「あとクリスマスの時期になると、ヴァンパイアのコミュニティがナーバスになる……とか？」

　この部にいると忘れそうになるが異族は基本、マイノリティだ。同族で集まる場というものが自然と生まれ、情報交換をしていた──というのは昔の話。いつの間にやらドライな個人主義が根ざし、郡こおりさんのような面倒くさがりに限らずそういう組織に顔を出すということはなくなりつつある。冥みたいなコミュ力強者は、別として。

　その原因はお見通しだと言わんばかりに、岸さんが尋たずねる。

「街中のあっちこっちに十字架、飾られるから？」

「うん。おまけになんか、その鬱うつ憤ぷんがぜんぶ僕にくるんだよね」

　ネオンに彩られた街を仲睦むつまじく歩く冥と許嫁いいなずけさんを想像した俺は、自然と口を開いていた。

「それはお前が許嫁持ちのリア充だからじゃないの？」

　冥はきょとんと目を丸くしてから、屈くつ託たくなく笑う。

「まさか。許嫁がいるってだけの人間を羨うらやましがるなんて、あり得ないよ」

　冥は善人であるがゆえに、他人への防壁が薄く、低い。友人としてそれが心配であった。

「刺されたりしないようにな」

「？」

　まあ、刺されたところで即復活するんだけど。死にやすいけどそれが当然として認識されているあたり、スペランカーさんに扱いが近い。

　俺の同情的な視線を気にしながらも冥は、さらに『ヴァンパイアあるある』について話を広げていく。

「クリスマスつながりだと、ブッシュ・ド・ノエルが食べられなくなったなあ」

　岸さんは不思議そうに、小さく首をかしげる。

「甘いものが苦手、とかじゃなくて？」

「うん。ブッシュ・ド・ノエルだけ」

　初耳だったが、その原因など明白だった。

「丸太はヴァンパイアに対して特効持ってるからな」

「いつから丸太が聖水みたいな効果を持つようになったのよ？」

　俺に対し、岸きしさんが疑わしげな目を向ける。記憶が不確かなので、青年マンガ好きである郡こおりさんに確認を取ろう。

「第一話から使ってましたよね」

「うん。兄貴が丸太で吸血鬼倒してた」

　なんの話よ、という顔を岸さんはしていたが、それを口に出す前に郡さんが「あ、そうだ」と続けた。

「この前、リアルで『彼岸ひがん島じま』のモブ吸血鬼みたいなオッサン見つけてさー。もー、『朝っぱらからふざけやがって！』って感じだったよー」

　その発言に、風ふう花か先輩が目を輝かせて食いついた。

「ウソ!?　写メある!?」

「あるよー」

　あるのか。罪のないオッサンを撮影するとか、ＪＫの倫理はどうなってんだよ。

　郡さんのスマホを覗のぞきこんだ風花先輩は、例のごとく高笑いを上げる。

「アハハハハハ！　ホントだ！　ホントに『彼岸島』のザコよね、これ！」

「でしょー？」

　俺も見せてもらったが、思わず吹き出してしまうほどに完璧だった。コミケのコスプレ広場にいそう。

　部員たちで郡さんのスマホを回してひとしきり笑った後、俺は風花先輩に尋たずねる。

「風花先輩はなんかあります？　雪女あるある」

　俺の問いに先輩は、眉まゆを八の字にして考え込む。

「うーん……それが、意外とないのよね。みんなみたいな、鉄板エピソード」

　悩む風花先輩に対し、郡さんが促うながす。

「鉄板ってほどでもないよ。ただの雑談っていうかさー」

「そう言われるとさらにハードルが上がるじゃない」

　悩み、眉まゆ尻じりを下げる風花先輩。郡さんはその様子を、ニヤニヤと意地の悪そうな顔で眺めていた。風花先輩を弄いじろうとするときの郡さんは、いつものふにゃっとした笑顔ではなく、こんな表情になる。

「ほらほらー。なんかあるでしょ？」

　元同期からのプレッシャーを受けて考えこんでいた風花先輩は、「あぁ」とつぶやいて、ぽんと手を打つ。

「そういえば雪女になって、変わったことが一つあるわ」

　言うや否や、風ふう花か先輩は膝ひざの上の円えん城じようを後ろから思い切り抱きしめて頬ほおずりをする。

「雪女になったおかげで、こうして火ひ雛びなとイチャイチャする口実ができたってところかしらー！」

「ふーちゃんったら、やだもーっ！」

　幸せそうな二人を見ていると、砂糖を大量に入れたイタリアンコーヒーを飲んだかのごとく今日の疲れが全部吹っ飛んでいく。これを見られただけで、部活に顔を出した甲か斐いがあった。

　見とれているうちに、鍋から湯気が吹き出しはじめる。一通り話し終わったところでナイスタイミング。

　フタを取りながら俺は、何気なく告げる。

「フタなり～」

　笑わせるつもりはなかったのだが、不意打ちになったのか風花先輩がけたたましい笑い声をあげた。

「アハハハハハ！」

　笑い声に負けじと、円城がこちらに身を乗り出して怒鳴る。

「ざーさん！　パクり、いくないデス！」

「ただの天丼のつもりだったんだけど」

　ここまでウケてもらえるとは思わず、言ったこっちが困惑するが──

　なにはともあれ、今日も文芸部もとい《豚ぶたの騎士団》は、平和だ。






　　　　　７．鉄ケツのオルフェンズ









「あー、ざーさんだー」

　放課後、部室に行くと郡こおりさんが例のごとく床でごろごろしていた。午後から教室にいないと思ったら、またこの人は。

　お疲れ様です、という定型のあいさつも皮肉っぽくなってしまう。疲れるようなことしてないだろうし、この人。

　他の部員が来るまで予習でもしてよう、と勉強道具を机の上に並べる。──と、珍しいことに郡さんが横たわったまま声をかけてきた。

「あのさー、ここに来るまでに、カニみたいな生き物見なかった？」

「カニ？　見てないですけど」

　ＴＨＥ・山という場所にある白はく桜おう学がく園えんだ。黒いＧを学内で見かけることはあれども、さすがにカニはない。

「クモみたいでもあるしサソリみたいでもあるっていうかさー、まー、フェイスハガーなんだよねー」

「なぜに宇宙生物が徘はい徊かいしている心配を？」

「前に、岸きしちゃんのア●ル開発計画が立ちあがったでしょ？」

「立ち上がってないです」

　ばっさり切り捨てると、郡さんが落胆と不満をあらわにした。

「えー、せっかく創つくったのにー」

「はいはい、残念でしたね」

　聞き流して予習に取り掛かろうとし、手を止める。

　待て。今、なんて言った？

「──郡さん。創ったって、なにをですか？」

「ア●ル開発用生体兵器」

「正気じゃねェよあんた！」

「いやー、おかげで午後の授業休まざるを得なかったよー」

「明らかに出席日数と引き換えにしてまでやることじゃないですよねぇ!?」

　俺の怒鳴り声を完全にスルーして郡さんは「ほんでね」と続ける。

「こう、まんまフェイスハガーっていうかさー、顔じゃなくて股間にとりついてー、尻尾しつぽを使って取りついた相手の尻穴を開発するんだよねー」

「ニッチ層の支持を得られそうなアイディアですね」

　テキトーに相あい槌づちを打ったが、違和感を覚えた。

　生体兵器を開発したのはいい。それを踏ふまえたうえで、郡こおりさんが俺になんて尋たずねてきたのか思い出そう。




『あのさー、ここに来るまでに、カニみたいな生き物見なかった？』




「……郡さん。その兵器は今、どこに？」

「逃げちゃったんだよねー」

「探しに行ってくださいよ！」

「えーでもー」

　続きを聞くまでもない。先回りした結果、俺と郡さんはハモる。

「「めんどい」」

　わかっていたこととはいえ、ため息が出た。仮にもこの部、もとい団の長。団員の不始末を見過ごすわけにはいかないだろう。

「わかりました。俺が捕ほ獲かくしてきます」

「捕獲じゃなくて駆除しちゃっていいよ。尻穴を開発するためだけに生きているなんて、死ぬより辛いだろうからねー」

「生みの親が、血も涙もないじゃないですか」

「悪魔だからさー」

「便利か」

　なんでもそれ言えばいいと思ってない？

　まあ、いいや。学内を走りまわることを考慮して、俺は上着を脱ぐ。ワイシャツの袖もまくりつつ訊きいた。

「物理で殴れば駆除できるんですか？」

「レベル上げるまでもなくねー。でも、素手っていうのは無謀だ。そこの、どうのつるぎを持って行きたまえ」

　郡さんはそう言って、部室の片かた隅すみに立てかけられているシャベルを指さす。なぜ部室にシャベルが──と思うが、郡さんはがっこうぐらしをしているわけで、シャベルは必需品。当たり前だよなぁ？

　ロッカーと壁の間からそれを引き抜く。シャベルを装備すると不思議とツインテールにしたくなってきた。俺、ツインテールになります！

「どうのつるぎとセットで50Ｇはないんですか？」

　金が目的というよりは旅立ちにわくわくして訊いてみると、郡さんはもぞもぞと財布を取り出す。

「50Ｇなんてケチなことは言わず、５００円をあげよう。十倍だよ、十倍」

　臨時収入だ。わーい、金じゃ金じゃー。

　お小遣いを握りしめて駄菓子屋に走るテンションで俺は、スコップと硬貨を手にして殺さつ戮りくに臨のぞむ。

「じゃあ、イテキマース」

　無意味に片言になりつつ部室を去ると、まずはこの事態の周知が肝心だと思ってＬＩＮＥで団員たちに呼びかける。

『ア●ル開発生体兵器がうろついてるから気をつけて！』

　大慌てでメッセージを送った結果、部員たちの反応は↓であった。




『気でも狂ったの？　（岸きしさん）』

『お前はなにを言っているんだ（冥めい）』

『かわいそうに。頭がおかしいのね（風ふう花か先輩）』




　円えん城じように至っては既読スルーきめやがった。既読スルーをするとムラハチになるという掟おきてを知らないらしい。コワイ！

　だが、俺はくじけない。なんとしてでもこの危機的状況を伝えるべく文字を入力するが、走りながらではそれもままならず何度も誤字ってはそれを修正するというもどかしさにとらわれた。ああっ、もう！　ア●ル開発生体兵器っていちいち入力するの面倒だしなによりアホっぽいな！　略すか！

『ＡＤＢＷはフェイスハガーっぽい。しりをかいはつする』

　ようやくのことでメッセージを送ると、冥から返信があった。

『ＡＤＢＷってなに？』

　賢いかわいい冥なら察してくれると思ったけど、説明が必要だろうか？　……しなくていいな。非常事態だし。

　開発が【development】で合っているかどうかだけが不安だ。シャベル片手に学内を走り回っていると、『氷の塔』の近くで岸さんとばったり出会った。

　会うなり岸さんは、俺に半眼を向けてくる。

「矢や沢ざわくん。さっきのＬＩＮＥ、なんなの？」

「実は──」

　事情を説明しようとしたところで、視界の端を影がよぎった。

「──ッ！」




　──ギィン！




　硬質な音が響き渡る。間一髪、岸きしさんの股間に取りつこうとするＡＤＢＷを俺のシャベルの一いつ閃せんが防いでいた。

　ＡＤＢＷが宙を舞う。だが、確信──仕留めきれていない。そう判断した俺は、ＡＤＢＷの落下地点を読んでシャベルを振りかぶる。

　ここだ。薩さつ摩ま隼はや人とよろしくシャベルを全力で振り下ろすと、今度こそ手ごたえがあった。

　シャベルに潰されたＡＤＢＷは身動き一つ取れなくなるが、なにせ郡こおりさんの発明だ。『かれら』のごときしぶとさを持っていないとも限らない。原形もなくなるくらい、念入りにとどめをさしておこう。

　ざくざくとシャベルの先端でそれを刻んでから俺は、ようやく一息つく。

「危機一髪、だな」

　おびえるように顔を青ざめさせ、岸さんは俺に尋たずねてくる。

「矢や沢ざわくん。なにこの、気味が悪い生き物……？」

「ＳＢＪＫ」

「えすびー？」

　きょとんと、かわいらしく首をかしげて見せる岸さんに、すかさず俺は訂正する。

「間違った。ＡＤＢＷだ」

　嫉妬深い女子高生ＳＢＪＫは円えん城じようのことだ。ＳＢＪＫは気味が悪いどころか尊い存在だというのに、俺としたことがうっかりしていた。

「？」

　どっちみち岸さんは不思議そうな顔をしていたが、俺はとにかく岸さんに危害が及ばなかったことで、胸がいっぱいだった。額の汗をぬぐって、事情を説明する。

「実は──」

　割愛。

　岸さんは聡そう明めいで、今の説明だけで納得したのか小さくうなずいた。思案するように軽く握った拳こぶしを顎あごに添そえた岸さんが、俺に問う。

「ねえ、矢沢くん」

「ん？」

　違和感を覚えた。岸さんは、俺を見ていない。人と話す時に目を見ないとかそういうことではなく、俺の肩越しに何かを見ているようだった。

「その生体兵器って、繁はん殖しよくっていうか増えたりするのかしら？」

　岸さんの視線の先を追う。

　一瞬だけだが、確かに見えた。カブトガニとサソリを合体させたようなものが、校舎の陰に隠れるのを。

　眉み間けんを指で押さえて、俺は呻うめくように声を漏もらす。

「Ｄｕｅデユー」





　　　○






『創つくったのは三匹なんだよねー』

　どうなってんですか、と電話越しに怒鳴ったところで郡こおりさんはマイペースそのもの。悪気はあるのだろうけどそれが伝わらない口調で説明を続ける。

『増えはしないし、役目を終えたら自動的に死ぬようにしてあるから大丈夫だよー』

「大丈夫な要素が今の会話のどこに？」

　自動的に死ぬのは原作リスペクトというやつだろう。そういうところは細かい人だ。体液が強酸性なところまで再現されていなくてよかった。

『あとねー、がっこうの外には出ないように思考を操作してあるから、外まで探しに行かなくていいよー』

「了解っス」

　通話を切り、歩き出したところで横に並ぶ岸きしさんが尋たずねてきた。

「鈴すず笛ふえさん、何者なの？」

「え？　ただの怠たい惰だ系発明おねーさんだよ？　前に流は行やった理系女子リケジヨ」

「そんなジャンル初耳なんだけど」

　そうなのか。激寒駄だ洒落じやれおばさんと同じくらいには認知度が高いと思っていたけど、トップアイドルには負けるか。

　ちなみにリケジョである郡さんが俺と同じ文系クラスにいるのは理系コースをとると数ⅢＣの授業を受けなければならないからだ。郡さんが最終的にどんな進路を選ぶのかは知らないが、あの面倒くさがり屋がわざわざ履り修しゆう科目を増やすわけがないという。

　ＡＤＢＷを探して校内をうろうろしていると。

「あ、あの……っ！」

　俺の一歩後ろを歩きながら、岸さんはギリギリ聞き取れるくらいの声で告げてくる。

「あ、……あり、がとう。その、さっき、助けてくれて」

　なんだかこそばゆくなってくる。久しく感じていなかったものが、俺を早口にさせる。

「や、うん、どういたしまして？」

　何とも気恥ずかしい空気が流れる中、助け舟のようにスマホが震えた。画面に表示されている発信主は、円えん城じようだ。

「もしもし？」

　騒音に紛まぎれて聞こえづらかったが、かろうじて俺の耳は円城の声を捉える。

『やべーデス』

「なにがやべぇ？」

『めーちゃんの股間になにかヘンなのが取りついてるデス』

　その光景を想像し、血の気が引いた。

「円えん城じよう！　状況を詳しく！」

『なんか尻尾しつぽ？　っぽいのがケツに入ろうとしてて、それを今、めーちゃんが必死で食い止めてる感じデス』

　もう、ア●ル開発秒読み段階じゃないか。残念だが冥めいにはＡＤＢＷとの死闘を繰り広げてもらわねばなるまい。

「お前は無事なのか!?」

『無事デスよ。めーちゃんの頑張りを、ふーちゃんといっしょに眺めてるデス』

「どうりでさっきから笑い声がうるせえと思ったよ！」

　隣にいるのか、めっちゃ声入ってる。目の前で後輩の貞操がピンチなのに高笑いとか、あの人こそ悪魔なんじゃなかろうか。

「今どこだ!?」

『武道場の裏デス』

「すぐ行く！　円城、お前が冥を助けてくれるなんて期待はしてないけど、せめて冥がくじけないように声援くらいは送ってやってくれ！」

『了解デス！　めーちゃーん。ざーさんが『すぐイく』だそうデース』

『アハハハハハハ！』

　通話を切る寸前、ろくでもない会話が聞こえた気がしたが、それについて深く考えている場合ではない。

「岸きしさん！」

「ええ！」

　走りだしかけて、俺は思いとどまる。広大な学園の敷地。武道場までは、全力で走って三分といったところ。だが、たどり着いた先で体力を消しよう耗もうしていてはＡＤＢＷとの戦闘で後れを取ることになるだろう。

　自分の体力と武道場までの距離をピタゴラスの定理に当てはめて最も速く、かつ体力を維持したまま到達できる方法を瞬時に算出する。そう、競きよう歩ほだ！

　健康志向の人のごとく、両手を大きく振って進む。前方で、文字通りかなり先走っていた岸さんが振り返って呼びかけてくる。

「矢や沢ざわくん!?　なにを悠長にしているの!?」

「悠長に見えるかもしれないが、これが最善なんだ！」

　俺だって、今すぐ走り出したい。そのもどかしさを噛かみしめているのが伝わったのか、岸さんも女騎士っぽい、凛り々りしい顔つきでうなずいた。

「わかったわ！」

　二人で並び、決して走らず、急いで歩いて冥めいを助けに向かう。間に合ってくれよ……っ！

　競きよう歩ほで進み、全身がうっすらと汗ばんできたところで武道場が見えてきた。ここからは、走っても大丈夫だろう。

　幸い、風ふう花か先輩の笑い声が響いていたので位置はすぐに特定できた。地を蹴る足に力をこめ、笑い声のする地点にたどり着くと同時に声を上げる。

「無事か、冥!?」

　俺は、構えたシャベルを取り落とす。ウソ……だろ？

　orzと地べたに伏せた冥の体。

　その横には、ＡＤＢＷが役目を終えてこと切れていた。

　呆ぼう然ぜんとする俺の鼓こ膜まくを、二人分の女子の笑い声が揺らす。

「なんてこった！　めーちゃんがオカマ掘られちまったデス！」

「この人でなし！　アハハハハハハハ！」

　無力感にさいなまれたまま立ちつくし、俺は力なく声を漏もらす。

「遅かったか」

　俺は自分がオークであることを今日ほど憎んだことはない。ケンタウロスとかだったら、岸きしさんを背に乗せてさっそうと駆けつけられたかもしれないというのに！　俺がオークだったがために、ちくしょう！

　俺は冥の傍かたわらに跪ひざまずき、冥福を祈って胸の前で十字を切る。それが追い打ちになったのか冥は「エンッ！」と奇声を上げると体をエビめいて跳ねさせて、それっきり動かなくなった。

「あ、やべ」

　そういえばお前、ヴァンパイアだったね。やー、うっかり、うっかり。

　図はからずもドジっ子っぷりを発揮してしまって気恥ずかしくなる俺の横で、岸さんは唇くちびるをかみしめる。

「くっ……！　私にもっと力があれば！」

　拳こぶしを握り、武道場の壁に叩たたきつけようとする岸さん。

　その手首をつかんで、俺は告げる。

「悔やんでも仕方ないよ。これからの被害を食い止めよう」

「そ、そうね」

　これ以上の悲劇を生んではいけない。犠牲になった、冥のためにも。

　自分の無力さを痛感した俺だが、目の前にあるのは絶望だけじゃない。冥という、可視なる絶望の横には希望が見える。

「円えん城じよう、風花先輩。手を貸してください」

「えー。それは、ざーさんの態度次第じゃないデスかねー？」

　ナメくさった態度の円えん城じようだが、こちらには切り札がある。郡こおりさんから、50Ｇ（５００円）を下か賜しされているのだ。

「わかったよ。後でコンビニスイーツ奢おごるから」

「やるデス！　ふーちゃん、なに奢ってもらうデス!?」

「わたし、あんまんー」

「じゃ、アタシもあんまんにするデス」

「おそろいね」

「デェス」

　と、笑顔を交わす二人。今日も、尊いものを見られた。

　心が清らかになったところで、円城が訊きいてくる。

「じゃあ、二人一組ツーマンセルの二チームでいいデスかね？」

「いや、四人でまとまって動く」

　俺の提案に対して、円城は不服そうに唇くちびるを尖とがらせた。

「えー、非効率的じゃないデスか？」

「お前、サボるだろ」

　ストレートに告げると、円城は小さく屈かがんでこちらを見上げてくる。

「そんなことするわけないデスよぉ。ホラホラホラホラ。見るデスよこの、めーちゃんのカタキを討とうと義ぎ憤ふんに燃える顔っ！」

「……」

　無言でしばらく待つ。やがて、芸人根性を抑えきれないのか円城はことさらにアヒル口を作ってうるうるとした目で俺を見上げた。

「（・8・）」

「よし、四人パーティだ」

「なぜにーっ！　デェス！」

「まあ、わたしたち二人があのア●ル開発生体兵器？　を見つけたところで無力でしょう？　なら、索さく敵てきに専念して駆除は琢たく郎ろうくんに任せるのがいいんじゃない？」

　と、円城をなだめる風ふう花か先輩。狂気的な笑い声で知られる彼女だけど、基本的には良識の持ち主なので頼りになる。

　円城も納得し、晴れて四人パーティとなった俺たちはＡＤＢＷの捜索を再開する。俺を先頭にして一歩下がった両翼に風花先輩と円城、さらに下がって殿しんがりを岸きしさんが務つとめる陣形だ。真ん中に馬車を置くと、ド●クエっぽくなる。

　とりあえず目指すのは、さっきＡＤＢＷを目撃した『氷の塔』だ。二体目のＡＤＢＷを見失った地点から、ぐるりと『氷の塔』を一周して、捜索範囲を他の校舎へも広げる。各学科棟の内部を見回りながら、円えん城じようと風ふう花か先輩が『がっこうぐらし』のＯＰオープニングをハミングする。

「「ふふふふーふふふふふふふーん♪」」

　鼻はな歌うた、便利だよね。権利的な意味で。

　俺もところどころ合いの手を入れていたが、しばらくして徒労を嘆なげくように風花先輩が肩を落とした。

「いないわねー」

「疲れたデスー。帰りたいデスー」

　円城も不平を漏もらし始めるが、俺の心はとある不自然さに占しめられていた。だが確信は持てず、発言にまでは至らないところ、岸きしさんが口を開く。

「おかしいわね」

「どういうことデス？」

　怪け訝げんそうにする円城に、岸さんは端的に語る。

「こんなにモタモタしてるのだから、すでに被害者が出ていて騒ぎになっていてもいいようなものじゃない？」

　岸さんの言うとおり。そうでなくても、あんな奇妙な生物が目撃されたらそれだけでウワサになるのが自然な流れ。だが、現実は逆だ。

　岸さんの意見に、風花先輩が可能性を指摘する。

「人目につかないところで、惨さん劇げきが起きているってこともあるんじゃ……って、なるほど。だから琢たく郎ろうくん、さっきからずっと人が寄りつかないような場所を回ってるのね」

「まぁ、そういうわけでして」

　廊下など、人目があるところはさっと流す程度で、トイレの個室や空き教室などを重点的に調べていた。被害を未然に防ぐ、という目的には反するが、ここまで目撃者がいないとなるとそういう可能性を考慮せざるを得ない。すでに手遅れだとするのなら、せめて発見して供く養ようくらいはしなければという方針だ。

　岸さんは足を止め、注目を集めるように人差し指を立てる。

「一度、情報を整理しましょう。長いこと放置されているのに、被害者は出ていない。今まで襲われたのは、私と望もち月づきくんってことになるわね」

　そう。郡こおりさんがＡＤＢＷを創つくってからかれこれ数時間は経たっているはずだが、被害報告はそのたった二件。両者に通じるところを俺も考える。

「二人の共通点……同じ部活、ってこと？」

　偶然と済ませてしまえばそれまでだが、ふと思い当たった。さっき、電話越しにした郡さんとの会話だ。




『あとねー、がっこうの外には出ないように思考を操作してあるから、外まで探しに行かなくていいよー』




　思考を操作している。ならばそれが、『学校の敷地から出ない』以外のことに使われている可能性は十分にある。

「もしや、ＡＤＢＷは《豚ぶたの騎士団》のメンバーしか襲わないようにプログラミングされている……？」

　なんの確証もなく、口から出まかせにもほどがあった。だが意外にも風ふう花か先輩から支持される。

「あり得るわね。郡こおりは内輪のノリを外に持ち出すことを嫌うし、無関係の人間を巻きこむようなことはしないと思うわ」

「じゃあ、あのお尻弄いじり虫がアタシたちを襲ってこないのはどういうことデス？」

　お尻弄り虫じゃねぇ、ＡＤＢＷだ──というのは飲みこんで、ありえそうなことを口にしてみる。

「集団だと狙われない、とか？　あ、冥めいはお前らと一緒にいる時に襲われたんだっけ？」

　俺の疑問に、円えん城じように代わって風花先輩が首を横に振る。

「ううん。わたしたちが見つけた時には、もうめーちゃんの股間にアレがとりついてたのよ」

　ならば、俺の仮説もまだ否定されたわけじゃないってことか──待てよ。

「と、いうことは」

　ここにいない《豚の騎士団》のメンバー。

　単独で行動している人が、いる。

　肌が粟あわ立だった、頭で考えるより早く、体をひるがえす。

「郡さんが危ない！」

　走り出す。向かう先は、部室。マッドサイエンティストが自分の創つくったもので悲劇的な結末を迎えるとか、そんなありきたりなことさせるものか！

　今度は歩かない。今度こそ、間に合ってみせる！

　横っ腹が痛くなろうが、部室にたどり着く。ノックをすることもなく、乱暴にドアを開け放つと──

「おかえりー」

　いつもどおり床に寝ている郡さんと、それを襲うわけでもなくカサカサと床を這はいまわっているＡＤＢＷがいた。

「……郡さん。なんで襲われてないんです？」

　共存に面食らい、俺が問うと郡さんは当然のように答えを返す。

「別にそんな願望ないからねー」

　あー、うん、そうですよねー。ターゲットを指定できるんなら、自分を対象から外すのは当然ですよねー。

　ＡＤＢＷが逃げようとするが、それをシャベルで叩たたきつぶしておく。終わりはいつもあっけなく、郡こおりさんは能天気そのものの声で告げる。

「あ、無慈悲ー」

　俺はシャベルの先端でＡＤＢＷを刻みながら、半眼を向けた。

「あんたに言われたくないわい」





　　　○






　後日談と言うか、今回のオチ。

　翌朝の教室。なにごともなかったかのように登校している冥めいに安心しつつ、俺は声をかける。

「おはよーっす」

　冥は小動物みたいにちっちゃく体を縮め、こちらを上目づかいに見るとはにかんだ笑みを浮かべた。

「う、うん……。おはよ」

　その女子より女子らしい恥じらいに、俺はつい声を上げる。

「頬ほおを染めるな！」

　それからしばらく、冥との距離感を測りかねたが、結果的には許嫁いいなずけさんが矯きよう正せいを施ほどこしてくれたようで以前の冥に戻った。

　みんな、こうもんであそんではいけません！






　　　　　８．冴えない女騎士の育て方









「新入部員、来ないっすね」

　放課後の部室。いつもどおりダラダラしていたところで俺は、なにげなく切り出した。

　始業式から一ヶ月近く経たち、歓迎会も終わったけど、もうワンチャンくらいあると思っていた。だが岸きしさんを最後に見学希望者さえ来やしない。蛍光ペンを片手にタウンワークを眺めていた円えん城じようが、ページから顔を上げないまま返した。

「無理ないんじゃないデスかね。この高校って部活、クソほどあるデスし、その中からわざわざこんな奇怪な部を選んでもらえる訴そ求きゆう力りよくがないっていうかあのクソコラみたいなっていうかクソコラそのもののチラシだけじゃ騎士団ならではのオリジナリティが感じられないっていうか、フックが足りない感じじゃないデスか？」

「ラノベの編集みたいなこと言うなや」

　今までで一番殴りたくなった。

「認知度が低い感はあるわね。他の似たような部活の方が、精力的に宣伝してる印象」

　岸さんが本を閉じて議論に参加してくる。『他の似たような部活』というのの詳細を訊ききたくもあったが、俺はとりあえずの方針を口に出す。

「もっと知名度を上げていこう、ってことか」

　とはいえ、あんまり目立つようなことはしたくない。俺たちが卒業した後でも部が存続するだけの人員が集まればいいだけだ。あんまり増えると部室、狭くなるし。

　その辺の加減というか調整に頭を悩ませていると、風ふう花か先輩が名案とばかりに顔をほころばせた。

「ツイッターとかどうかしら？　部員でアカウント共有して、好き勝手つぶやくみたいな」

　まばゆい笑顔を前にするとどうにも申し訳なくなるのだが、俺の返事はどうしても重々しくなる。

「……炎上する末路しか見えないんですが」

　部員一同の視線が円城に集まっていた。円城は飄ひよう々ひようと、肩をすくめてみせる。

「またまたぁ。いくらアタシに火属性付与エンチヤントフアイアの疑惑がかけられていようと、物理的に存在しないものは燃やせないデスよ」

「ジンクスとかじゃなくてリアルにお前の発言が問題なんだよ」

　苦々しく返す俺に、円城は不服そうに唇くちびるを尖とがらせる。

「えー、そうデス？」

「そうデスー。無差別にケンカ売りすぎデスー」

「まさか、そんな、ケンカを売るなんてー、このかわいいアタシがするわけないじゃないデスかー」

「顔なんとかしろ。そのぶりっ子っていうか、（・8・）みたいな顔」

「えー、かわいくないデスか？」

「かわいいと思ってやってるところが腹立つわ」

「（・8・）」

「ぶっとばしてぇ……」

　人を煽あおることにかけては騎士団随一の才能を持ってると再認識させられる。

「ぶりっ子って、ウンコ漏もらしてる子っぽいデスよね」

「唐突か」

「（・8・）」

「繰り返すな！」

「天丼は基本デス」

「芸人か」

　なにその無駄なプロ意識。

　呆あきれていると俺の隣で、小さなため息が洩もらされた。

「……あの、一ついい？」

　岸きしさんは俺たちに半分責めるような、半分憐あわれむような視線を向ける。

「この部って、もともとなんの部だったかしら？」

　岸さんからの指摘に円えん城じようが「はっ」と息を呑のんだ。

「そこに気づくとは……こいつ、かなりの切れ者デス」

「いえ。一ヶ月もこの惨状を放置してしまったのだから痴しれ者ものと言った方が正しいわね」

　自じ嘲ちようめいて頬ほおの片方だけを上げる岸さんに、風ふう花か先輩が弱々しい声を漏らした。

「また部室の気温を低くさせる人員が増えた……。火ひ雛びなぁ……」

「だいじょぶデスよ。いっぱい、ぎゅーってしていいデスからね」

「うん。ありがと」

　小さく震える風花先輩の手を、円城は優しく撫なでる。かと思いきや、一転して険しい声音で岸さんに向かって吐き捨てた。

「アタシがいたからよかったようなものの……あまり寒いこと言うの、やめてほしいデス」

「さ、寒い!?　ダ、ダジャレのつもりではないのだけど！　こ、言葉遊び、みたいな!?」

「どっちも一緒デス！」

　わたわたと慌てる岸さんに、目を三角にする円城。でも、岸さんの指摘ももっともなんだよなぁ。

「今年の部誌の内容、早く決めなきゃ。また円城のクソゲーレビューでページ埋うめることになっちまう」

　生徒会の登録は文芸部のままであり、文芸部らしい活動実績を報告しなければ部室を取り上げられてしまう。その一つとして代々やってきているのが部誌の発行であり、文庫の形で毎年一冊、作ることになっている。

「部誌？」

　怪け訝げんそうな岸きしさんに俺は、部室の片かた隅すみに移動し、

「えーと、これこれ」

　去年の分を段ボール箱から取り出して岸さんに渡す。なんというか、在庫パねぇな。欲しがる人がいないから当然なんだけど。

　そんなんでも、「作った」という実績が大事であり、これを創つくり続けている限り文芸部の部室は安あん泰たいである。伝統の力というやつですな。

　内容はオリジナル小説から二次創作、先輩方の作品の再録（手抜き）、書評など多た岐きにわたるが、去年は締切に間に合った部員が皆無という事態に陥おちいった。なにが恐ろしいってこれが未み曾ぞ有うの事態ではなく、風ふう花か先輩曰いわく通常運転らしいことだ。

　部員たちに期日までに原稿を書かせ、それを回収する（回収できるとは言っていない）という経験をした俺は、心の底から思った。編集者にだけはなるまい。

　今年はその反省を活いかし、心穏やかにスケジュール表を眺めたいものだ。なんでみんな、進しん捗ちよくヤバいのに「まだですー」とか言っちゃうの？　ミルキィホームズなの？

　というわけで、そのうち全員に招しよう集しゆうをかけて部誌の内容について話し合う日を設けようと決意する。同時に、それまで部誌を流し読みしていた岸さんがページを閉じ──

「なるほど。こっちの活動が大事なのは理解したわ」

　かっ、と目を見開いて俺たちに問いかけた。

「でも、今ここはなに!?　《豚ぶたの騎士団》でしょう!?」

「そういや当初の目的、すっかり忘れてたな」

　目の前の楽しそうなことに振り回されてしまうのはよくない癖だ。内省していると円えん城じようが、悪びれもせず返す。

「騎士団っぽいことしたじゃないデスか。モンスター退治」

「えぇ？　あれ、騎士っぽいかしら？」

　あからさまに不満げな岸さんに、円城は萌もえ袖を握って拳こぶしを作り、岸さんを上目づかいに見上げる。

「たしかに、ドラゴン退治とかに比べたらショボいしアホっぽいかもしれないデス。けど、地味だろうとアタシたちはさらなる悲劇を食い止めることができたんデス。だとしたら、それは騎士としての務つとめを立派に果たしたってことじゃないデスか？」

　なんかいいこと言ってるっぽいけどこの口から出まかせマシーンの言うことをいちいち真に受けちゃいけないんだよなー、なんて口を挟む間もなく、岸さんは洗脳されていた。

「それもそうね」

「納得しちゃうかー」

　チョロいなぁ。悪い人にだまされて薄い本みたいなことにならないか心配。……や、リアルの知人でそういう妄想をすると気まずくなるので、しませんよ？

　それはともかく、岸きしさんの言うことも確かだ。文芸部員として一年間過ごしてきた結果、『なにもしないのがいつものこと』というぬるま湯じみた空気が体になじんでしまっている。《豚ぶたの騎士団》とあり方を改めた以上、これはよろしくない。

「じゃあ、ブレストから始めてみる？　それぞれが抱く女騎士へのビジョンを改めてシェアしていきましょう」

　空中で粘土をこねるような動作をしながら風ふう花か先輩がブレインストーミングを提案する。風花先輩曰いわく、「意識高い系の人のマネ」らしいけど『氷の塔』はあんな不思議な動きをする人間に満ち満ちているのだろうか？　怖すぎるだろ、『氷の塔』。

　ともあれ、ダラダラしているよりは建設的だろうと思い俺も議論に乗る。

「前に出たのは、『騎士の十じつ戒かい』だっけ？」

「戦闘能力、勇気、正直さ、忠誠心、寛大さ、信念、礼儀正しさ、統率力のことね」

　即座に答える岸さんに、風花先輩が立ち上がった。

「えーっと、待ってね？」

　円えん城じようと連れ添そってホワイトボードまで歩み寄り、岸さんの発言を箇条書きにする。それを見て、円城が一言。

「八つしかないデス」

　四天王なのに五人いる、の逆パティーンだろうか。不思議に思ってホワイトボードの文字を眺めていると、岸さんが補足した。

「これらを代表として、清貧とか気前のよさとかが加わるのよ」

　なるほど──と納得し、

「ということは……岸さんにこれらを身につけさせるのが騎士団の目標、ってこと？」

　俺が当面の方針を示すと、円城が意い気き揚よう々ようと告げた。

「じゃあ、話は早いデス。気前よく、ジュースとお菓子買ってくるデスよ」

「『戦闘能力』を示していいかしら？」

　左の拳こぶしを握る岸さんを、俺はやんわりと止める。

「岸さん、顔はやめてあげてね？　円城からかわいいを取ったらなにもなくなるから」

「だから、ざーさんに比べればいろんなものが残るって言ってんじゃないデスか！」

「なにが残るんだよ？」

「物欲……とか」

「ダメじゃん」

　アホな会話を繰り広げる俺たちを横目に、風ふう花か先輩が岸きしさんをなだめる。

「岸さん、そこはほら、『寛大さ』ってことで、ね？」

「わかってます。たかが冗談でしょう？」

　と、岸さんが大人の対応をしてくれたおかげで話が進んだ。

「真面目まじめに考えると、岸さんはもう『正直さ』とか『礼儀正しさ』については習得済みって感じね。『寛大さ』も、今のでクリアかしら」

　風花先輩からの称賛に、岸さんは面おも映はゆそうにする。

「あ、ありがとうございます」

　盛り上がってきたところで俺は、続いて尋たずねる。

「『戦闘能力』については？」

「運動は苦手じゃないのだけれど……ケンカってなると、自信がないかも」

　こればっかりは、実際に戦ってみないとわからないものだろう。深く考えてもしょうがないので次に移る。

「じゃあ、『勇気』は？」

　俺の指摘に岸さんは、ぎくっ、と顔を引きつらせる。

「な、ないことはない、みたいな？」

　岸さんの反応に、風花先輩が「アハハ」と笑った。

「ここで自信満々に『ある』とか即答できたら、それこそ勇者よね」

「ふーちゃん、ふーちゃん。勇気と無謀は違うデス」

「あら、それもそうね。さすが火ひ雛びな」

「デェス」

　円えん城じようの頭をなでる風花先輩と、満面の笑みを浮かべる円城。よし、今日も良いものを見られた。

　心の癒いやしを得たところで、俺は次へと進める。

「忠誠心っていうのも、難題だな。誰だれを主あるじとすればいいんだろ？」

「無難なところで考えれば部長っていうか団長の琢たく郎ろうくん？」

　風花先輩からそう言われたところで肝心なことに気づいた。残る要素の一つでもある『統率力』に関わることだ。

「あ、そうだ。岸さん、部長やってくれない？」

　唐突な提案に、岸さんは当然たじろぐ。

「えっ？　で、でもっ、私、新入部員よ？」

「大丈夫、大丈夫。去年も俺、一年なのに部長だったから。伝統的に新入りが部長をやることになってるんだよ」

　岸さんを言いくるめるためのデマではなく、マジで何年も続いている因習である。岸さんは不安そうに、目を伏せた。

「でも……」

「統率力を鍛えるという点でも、いいんじゃないかしら？　琢たく郎ろうくんも丸投げするんじゃなく、手伝うわよね？」

「それは、まあ」

　風ふう花か先輩から口くち添ぞえを得て、岸きしさんもうなずく。

「じゃ……じゃあ、そういうことなら」

　当初の目的が、めでたく達成できた。「ばんじゃーい」と心の中で舞い上がる。

　大きな課題にケリがついたところで、風花先輩が提案した。

「それなら、今日はわかりやすい『勇気』あたりから鍛えていきましょ。なにがいいかしら？」

「はい、デス！」

　さっそく、元気いっぱいに手を挙げる円えん城じよう。風花先輩は「お利口さん」と誉ほめるように頭をなでながら問う。

「あら、火ひ雛びな。なぁに？」

　円城は無邪気な、童どう女じよ同然の笑顔で提案する。

「ホラーゲームとか、いいと思うデス！」

　なるほどな。円城、ホラー系に限らずゲーム全般好きだし、そういう企画になるか。

「良い案だと思うんだけど岸さん、どう？」

　俺が視線を向けたところ、岸さんがあからさまに挙動不審だった。目、泳ぎまくってるし。マンガとかだったら冷や汗がダラダラしてそうだ。

「……岸さん？」

「ひっ!?」

　念のため、声の調子を抑えて問いかけてみたのだが、その努力も無駄だったようだ。岸さんはしどろもどろで、でも早口で、とにかくなにか言い繕つくろおうとする。

「え、えっと……ゲームってあまりやらないし、グダグダプレイで白けてもなんだから、予習してきてもいい？」

　請こうような岸さんに、円城はますます目を輝かせる。

「ダメデェス！」

「ふぇええ……」

　無慈悲に一いつ蹴しゆうされ、おろおろする岸さん。その心の隙すきをつくかのように、円城は岸さんの肩を優しくたたく。

「だいじょぶデスよ、難易度的にも怖さ的にもほどほどのをチョイスするデス！」

　喜々として部室の隅すみのアーカイブ（段ボール箱）を漁あさり、古いゲームを発掘し始める円城は、般はん若にや面が描かれたソフトを引っ張り出してきた。いまだ現役のＰＳ２にディスクを突うずるっ込んで、いざプレイとなったのだが──

「きゃあああ！　この美み霜しも先輩みたいな笑い声の幼女、超怖い！　いやぁーっ！」

　涙目になりながらも必死でプレイする岸きしさんの横で、俺たちは淡々と語る。

「風ふう花か先輩っぽいよな、やっぱり」

「デスよね」

「めっちゃ心外」

　そんなわけで俺たちは、騎士団として一歩前進したのだった。
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　ある日の放課後。

　めいめい好きに過ごしている、盛り上がりはないが穏やかで居心地のいい時間。バカ話をしているのもいいけど、無言が苦痛や退屈にならないというのも悪くない。

　騎士らしさとは何ぞやということを考えながら、ネットの海をＲ18に抵てい触しよくしない範囲でさまよっているうちに喉のどが渇かわいてきた。知的飲料でも飲むか。

　冷蔵庫からペットボトルを取り出し、ちょっと迷ってから現金払いを選択する。カバンからサイフを取り出してこの冷蔵庫商店の経営者である円えん城じようを振り返った。外に出向かなくてもジュースが買える画期的なシステムを生み出したのははるか上の代の先輩だが、今では円城がそれを受け継いでいる。

「円城。ドクペもらうわ──って」

　机に突っ伏したまま円城は、肩を小さく上下させていた。テーブルを挟んだ対面トイメンでは、同じように机の上に垂たれた郡こおりさんが慈しむように目を細めている。

「はぁあ……黙ってる火ひ雛びなちゃんは、かわいいなぁ」

　その言葉には、まったくもって同意しかできない。なんだこれ。煽あおりとディスり、及び下ネタを封印した円えん城じようとか、ただの美少女じゃないか。

「まさしく天使って感じですね」

　現金払いができないようなので、俺は冷蔵庫のドアに貼ってある紙──ツケ帳に書かれてある俺の名前の横に『正』の字の棒を一本足した。

　ドクペを取って自分の席に戻ったところで、円城が小さく身じろぎをする。

「うぅん……」

　みずみずしい唇くちびるから悩ましげな吐息が吐かれると、こちらもいろいろ捗はかどってくる。らめぇ！　豚ぶたになっちゃうぅうう！

　とはいえ円城の寝顔を観察できる機会などめったにない。スマホで撮影してしまおうかと思ったけどそれをしてしまっては人間の尊厳を失うような気がしたので自重しておいた。

　そんなことを考えながら見つめていると、不意に円城の唇が動く。

「マグロ」

　俺と郡こおりさんが、一瞬で真顔になった。顔を見合わせてから、再び円城に注目する。

「マグロ……もう、握りたくない。マグロが押し寄せてくる。泣いてる場合じゃない」

　……もしかして、寝言なの？　たしかに円城が以前働いていたバイト先では、焼き肉と一緒に寿す司しも提供していたけど。

「うなされてるみたいだし、起こしてやった方がいいですかね？」

「うーん……寝てるのを邪魔するのはよくないんじゃないかなー」

　睡眠に一家言ある郡さんらしい意見だが、円城の様子はますますおかしくなる。

「うぅ……知能をつけたマグロが、人間を襲撃する。それなのに『マグロは賢いから殺しちゃいけない』とかいちゃもんつけてくる連中がいる……こいつら全員、確実に葉っぱキメてるデス……やばいデス……マグロより頭悪いデス……」

　円城がうなされていることより、発言の内容が気がかりになってきた。

「まだ放置します？」

「おしとおーす！」

　押し通すらしい。

　まあ、先輩（同輩だけど）がそう言うのでは逆らえまい。黙って様子をうかがっていると、ドアが慌ただしくノックされた。

「たたたたたっくん！」

　と、飛び込んできたのは冥めいだ。普段は呼ばない呼び方をしてきた冥に、俺は自分の口に人差し指を添そえ、「しーっ」とやる。

「円城、今寝てるから」

「あ、ごめん」

　冥はそっと移動すると、俺の隣に座る。そのままちらりと円城を見やって「ほほえまー」と微笑した。

「で、どうした？　オルフェノクでも現れたの？」

　向き直って問う俺に、冥めいは身を乗り出す。

「違う。ついに、完成したんだ」

　と、机の上に何かを置く。いつも穏やかな親友が珍しく興奮冷めやらぬ様子で持ってきたのは──

「一ヶ月前から制作していた、１／24アーマードハイエースが！」

　どこの紛争地帯に行くつもりなのかという、物々しい武装が施ほどこされたワゴン車の模型だった。

　一瞬で俺は引き込まれる。やはり冥のモデラーとしての実力はプロ級だ。

「ワォ。マジかよ、すげぇイケてるじゃん」

「でしょうに！」

「ああ。ゴテゴテしてしまいがちなアーマードハイエースという題材を、引くべきものがないものに仕上げている。まさに、完璧という言葉をささげるにふさわしい出来栄えだ」

「でしょうにぃい！」

　と、冥は喜んでくれてるけどぶっちゃけプラモの良よし悪あしなんてわからないので全部口から出まかせだ。でも、こんな冥の笑顔を曇くもらせるようなことなどできるわけがないよね。

　冥は、陶然と自分の力作を眺めて言う。

「これで僕のライフワークの半分は終わったようなものだよ」

「もう半分は？」

「処女か否かを判別できる、シビュラシステム的ななにかの開発」

「非処女だとモード・デストロイになるの？」

　開発したとしてそれが執しつ行こうされる社会とか怖いんですけど。サイコパスかよお前。

　処女厨の恐るべき計画に戦せん慄りつしていたところで、郡こおりさんが声を上げた。

「チェッカーか。いーんじゃない、それ」

「どういうことです？」

　訊きき返す俺を、郡さんが頬ほお杖づえをついて見上げてくる。

「ざーさんのお眼鏡にかなえば『女騎士』ってわけじゃん。なら、女騎士っぽいキャラを見ていってアリかナシかを分別していけば、女騎士っていう概がい念ねんを定義できるんじゃない？」

　郡さんの提案は一考の価値があり、俺はうなずく。

「なるほど。帰き納のう法ほう的な答えの見つけ方、ってわけですね」

　いまだかつてないほどに、ＩＱが高まっている気がする。気がするだけかもしれないっていうか、その可能性は大いに高いが。

　ネットがあるので、材料には事欠かない。いわば、これから俺は目に映るものを女騎士か否か判別する存在になるというわけだ。うおォン、俺は人間リトマス試験紙だ。

　珍しいことに郡こおりさんが動いた。「よいしょ」と俺の隣まで移動すると、キーボードにのろのろと指を走らせる。

「じゃあ、ざーさん。これはどう？」

　手始めに郡さんが見せたのは、いかにも女騎士という金髪に軽装の鎧よろいをまとったキャラだ。悩む時間は必要なく、俺は即答する。

「女騎士です」

「女騎士……と」

　冥めいはいつの間にか、縦に折り目を付けたルーズリーフに記録をつけている。手元を見るとルーズリーフの左側には『女騎士』、右側には『女騎士じゃない』と書かれていた。

　郡さんはパソコンの画面を見つめながら、感心したように声を漏もらす。

「アグリアスの名字って『オークス』だったんだー」

「なんと!?」

　十年近くにわたって女騎士を追い求めてきたけど、あの人そんなオークに嫁ぎそうな名前だったの!?

　郡さんは少し意外そうに俺を見つめてきた。

「知らなかったのんー？」

「……いや。初耳ではないかもしれないけど、あまり意識していなかったというか」

　普段、女騎士がどうとかあれだけ言っていたのにその程度の知識もなかったことが、恥ずかしくなってくる。ばつが悪そうにしていると、冥がフォローをしてくれた。

「琢たく郎ろうは、常にその瞬間を生きてるからね」

「哲学的だねー」

　のほほんと、郡さんが相あい槌づちを打つ。哲学的かどうかはともかく、日々が楽しすぎるせいで記憶が押し流されている感じはある。

　で、あるのなら俺は一つの決意を示す。

「日記でもつけようかな」

「三日坊主で終わるでしょ」

　苦笑気味にからかう冥に「せやな」と返している間に郡さんが次の画像を探していた。

「これは？」

「女騎士」

「これ」

「ノット女騎士」

「じゃ、これ」

「女騎士」

「んじゃ、これ」

「ニェット女騎士」

　マンネリを防ぐために返事にバリエーションを増やしてみた。

　そんなことを続けているうちに、ドアがノックされる。

「お疲れ様です」

　小さく頭を下げて、岸きしさんが入ってくる。郡こおりさんは「お疲れ様」と返す代わりに岸さんを指さして俺に尋たずねた。

「あれは？」

「女騎士未満」

　未来への希望をこめて、そう答えさせてもらった。

　岸さんは小さくため息をつくと、俺に視線を向けてくる。

「……どういうこと？」

「や、帰き納のう法ほう的な手段で女騎士の本質に迫ろうとしていたところで」

「帰納法？　……ああ、なるほど」

　さすが『氷の塔』の住人というか、これだけの説明と冥めいの手元にあるルーズリーフだけで察してくれた。

　岸さんも交えて、調査を続行する。客観的に自分の嗜し好こうを分析するというのはなかなか興味深く、普段は曖あい昧まいにしている境界線がはっきりしていく感じは悪くない。……そうか、俺の中ではリースは女騎士ではないのか。あれは女騎士とかアマゾネスとかいうくくりを超越してて、もはや『リース』っていうジャンルなのだ。

　ばっさばっさと辻つじ斬ぎりのように仕分け作業を進め、ある程度のサンプルが集まった。その結果に冥が、眉まゆを寄せる。

「こうして一覧にしてみると、とっ散らかってるというか……ますます混乱してくるね」

「オゥ……」

　冥の言う通りで、なんというか、返す言葉もなかった。呆あきれたように冥はため息をつく。

「セイバーが女騎士でアンジェリカが女騎士じゃないってのは、腑ふに落ちかねるよ」

「アンジェリカは姫騎士じゃん。女騎士じゃないじゃん」

「その理屈だったらセイバーも除外されると思うんだけどなぁ」

　冥は腕組みをして、ルーズリーフとにらめっこしている。マジメか。

「まあ、いわば矢や沢ざわくんの主観の問題でしょう？」

　岸さんが結論を出してしまったが、冥は律りち儀ぎに考え続ける。

「でも、外見よりは中身の問題、なのかな？」

　俺も改めて冥の手元のルーズリーフを覗のぞいて、「ふむん」とうなった。

「そうさなぁ。外見がまったく判断の基準にならないってわけではないけど、やっぱり精神性の方が大事みたいだ」

　金髪はポイントが高いが、かといって金髪でなければ女騎士にあらずというほどでもない。甲かつ冑ちゆうはこうして見ると、なかなか重要そうだが必須というわけでもない。かといって「堅かた物ぶつ」とか「潔けつ癖ぺき」といった内面ばかりを重視し、外見的特徴を全部オミットすると「これ、ただの風紀委員長じゃね？」となってしまってバランスが難しいところだ。

　冥めいはかわいらしく軽く握った拳こぶしを自分の顎あごに添そえて、考える。

「あとは社会的地位、かな？　仕えるべき相手がいないと女騎士じゃない、みたいなところあるよね」

「言われてみれば、たしかに。その発想はなかった」

　冥の慧けい眼がんに脱帽していると、郡こおりさんが口を挟んできた。

「言いだしっぺが手のひら返すようで悪いんだけどさー」

「はい？」

「そもそも、ざーさん、テキトーだったよね。めーちゃんの処女チェッカーより判定ガバガバっていうか、明日同じテストやっても別の結果になるんじゃないかなー？」

　俺が口を開くより早く、冥が爽さわやかな笑顔でその可能性を否定する。

「まさか。琢たく郎ろうもオークだし、女騎士についてだけは譲れないラインみたいなの、あるよね？」

「……」

　俺は目を逸そらし、円えん城じようの寝顔を見つめる。

「やあ、なんてかわいらしいんだろうか（棒読み）」

　あからさまな態度にお人ひと好よしの冥もさすがに気付いたのか、血相を変えた。

「琢郎!?　まさか明確な基準もなしに今まで仕分けをしたわけじゃないよね!?」

「いや、その……ね？」

「もしかして、まさかなの!?　オークとしてのアイデンティティじゃないの!?」

　岸きしさんも取り乱し、机に両手をついて身を乗り出した。オークたる俺が女騎士について確かつ固こたる根拠を持っていなかったのが予想外だったのだろう。問い詰めてくる二人に、俺は言葉を濁にごす。

「……や、正直そこは、フレキシブルに対応していただきたいというか、女騎士という概がい念ねんを定義することで発想の自由を奪うことに疑問を呈したくなってきたというか。ガンプラと同じくらい、女騎士も自由であるべきなんだよ」

　この理論ならモデラーの冥も納得してくれるかと思いきや、不服そうに眉まゆをひそめたままだった。

「ノリで生きているにもほどがあるでしょ……」

「手段としては悪くなかったはずなのだけど、どうしてこうなったのかしら」

　と、頭を抱える冥めい＆岸きしさん。さんざん俺の性せい癖へきに振り回されて出た結果がこれでは、頭を抱えたくなるのもやむなしというものだ。

　場を和ませるべきだろうか？　そう考えた俺は、ふと秘策を思いついた。

「冥、岸さん」

「なにさ？」

「なに？」

　と、顔を上げる二人に俺はとっておきの表情をプレゼントした。

「（・8・）」

「ケンカを売られているのかしら？」

「それで許されるのは円えん城じようさんだけだよ!?」

　マジか。円城なら許してもらえるらしいので躊ちゆう躇ちよなく、寝ている円城の肩をゆする。

「円城、助けて！　いつものあの顔で、二人を和ませて！」

　目を覚ました円城は、胡乱うろんな目で口を開く。

「悪い夢……いや……いい夢だった……デス」

「カオスだな!?」

　どんな夢を見ていたんだろう。マグロと環境保護団体に苦しめられていたはずなのに。

　そんなことはどうでもいい。円城には、いち早く冥と岸さんの怒りを鎮しずめてもらわねば。

「円城、円城。冥と岸さんが王蟲オームみたいに怒りに我を忘れているの。なんとかして」

「はァ？　アタシはナウシカじゃねーんデスけど」

　開ききっていない目で二人を見み据すえると円城は、人差し指を突きつける。

「もー、ふたりともっ。めっ！　デスよ？」

　と、言ったきり円城はガクン、と机に崩くずれ落ちる。ぷんすかしていた二人は、毒気を抜かれたのかあっさりと矛ほこを収めた。

「……しょうがないなぁ」

「きょ、今日のところは、見逃してあげるわ」

「ゆ……許された」

　二人が引き下がるのも納得だ。俺でさえ、バブみが高まってきた。

　これが、幼女の力なのか。女騎士が持たない力を俺は実感し、先人たちが残した言葉を思い出す。

　うわ、ようじょつよい。
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　部室がある三階の廊下までやってくると、ドアの前で岸さんが立ち尽くしていた。

　そういえば、岸さんの分の合あい鍵かぎをまだ作っていなかった。本来はコピー禁止な部室の鍵だけど、そんなルールを律りち儀ぎに守っている部など俺は知らない。合鍵の所持＝その部の正式な部員みたいな風潮があるくらいだ。

　もっとも、ここしばらくは俺も合鍵の世話になったことはない。大たい抵てい、郡こおりさんが先に来て鍵を開けているからだ。今日は珍しく授業に出てくれていたから鍵がかかっているのだろう。

　俺は小走りで近寄り、ポケットから鍵を取り出す。

「ごめん。今、開ける」

「それはいいのだけれど──」

　と、ドアを指した岸さんは、不安と一緒に「どうせまたろくでもないことが起こってるんでしょう？」とでも言いたげな諦てい念ねんが混じった渋じゆう面めんで尋たずねる。

「なにか、聞こえない？」

　言われてみればドア越しに、「があああああああ！」と死に瀕ひんした雅みやび様みたいな声が轟とどろいている。それでようやく俺は思い出した。

「あちゃー。朝から放っといたけど、まだやってんのか」

　カギを開け、ドアノブを回す。部室の中では案の定、床に転がった冥めいが「があああああああ！」と叫んでいた。声の荒々しさに反して微動だにしないのが、ちょっとシュールだ。

　岸きしさんが部室に入るのをためらっているっぽいので、先に踏ふみ入って安心・安全をアピールする。

「暴れ出したりしないから、入っても大丈夫だよ」

「それはいいけど……どうしたの、望もち月づきくん？　なにか、ヴァンパイアならではの発作？　血が足りない、みたいな」

「ヴァンパイアならでは──たしかに、そうであると言えるのかもな」

　とうとう、このことを語る時が来たか。冥の名誉のためにも、伏せておきたかったのだが──

「冥は処女厨の声オタであるがゆえに、推しの女性声優が結婚の発表をすると毎回こういうリアクションを取るんだ」

「そんなことだろうと思ったわ！」

　岸さんも、《豚ぶたの騎士団》のノリにだいぶ慣なれてきたと見える。いや、めでたいですな。

「で、朝からこんな調子だったから担任に『なんとかしろ』って言われてここに放り込んでおいたんだよ」

　うるさい冥を除去できる上、郡こおりさんが「部室がうるさくて寝られない」と授業に出てくれた。一石二鳥の解決法に、手前味み噌そながら感服。

「があああああああ！」

　間かん欠けつ泉せんを擬人化したかのごとく、断続的に叫びをあげる冥。おびえていた岸さんもさすがに慣れてきたのか、冷めた瞳ひとみを冥に投げかけた。

「さっきから望月くんが上げている『があああああ！』っていうのは激げき昂こうなの？　悲鳴なの？」

「冥とて、祝福したい気持ちがないわけじゃないんだ。冥はいいやつだからね。けど、それと『非処女殺すべし。慈悲はない』という処女厨としての衝動があいつをあんな風に苦しめているんだ。くっ……俺に精神をアレコレするこう、レベル５的な異能力があれば、彼かの女に関する記憶を冥から消してやれるのに」

　苦しむ冥をこのまま放置しておくのもの親友としてしのびない。ちょっと乱暴な手段になるので、岸さんに確認をとっておこう。

「顕けん微び鏡きようで頭を砕くと静かになるんだけど、どうする？」

「望月君に限らず黙るやつよね、それ」

　岸さんはあまり乗り気ではなさそうだ。部室に脳のう漿しようを飛び散らして掃除を手伝ってもらうのも気が引けるし──

「岸きしさんが気にならないって言うんなら、今日のところはやめにしておこうか」

「まあ、親友の頭を砕くのは、ためらわれるわよね」

「うん。それに理科室、遠いし。顕けん微び鏡きよう取りに行くのがめんどい」

「薄々感じてたんだけどみんな、望もち月づきくんへの扱いが雑じゃない!?」

「……ソンナコトナイヨー」

　誤ご魔ま化かしておいた。いやいや、俺とて冥めいのことを友人として大事に思っていますよ？　尊敬していると言ってもいい。ただ──

「があああああああ！」

　こういうところだけ改善してもらえれば、友人としてありがたい。残念なイケメンという言葉はこいつのためにあるようなものだ。

　叫びがぴたりとやむ。またしばらくしたら叫びだすんだろうと思っていたら、意外にも冥から問いかけられる。

「琢たく郎ろう。なんで人は、ウソをつくんだろうね？」

「ウソはついてないだろ。真実を語っていなかっただけで」

　今さらごまかしの言葉はいらないだろうと思ってマジレスすると、冥はまた苦しみだした。

「があああああああ！　があああああああ！」

「落ち着け、冥！　ヴァンパイアっていうか、吸血鬼の先せん達だつが言ってただろ。『大人はウソつきじゃないのです。間違いをするだけなのです』みたいなこと」

「その人は吸血鬼じゃないと思うのだけど」

　と、岸さんは言うけどあれ絶対、人間やめてるって。石仮面使っちゃってるって。

　冥をなだめるように、俺は極力穏やかに語りかける。

「だいたい、許嫁いいなずけいるのに女性声優の処女膜の有う無むを気にするっていうその神経が俺にはわからねぇよ」

「許嫁は許嫁！　声優は声優！　ちゃんと分けて考えてんの！」

　なんとも、面倒くさい。割り切って考えた結果がこれとか、完全に手の施ほどこしようがない。

　俺が渋じゆう面めんのまま黙っていると、冥は主張を続ける。

「僕はね、琢郎。処女だと思ってたからこそ応援してたんだよ。それが処女じゃありませんでしたとか、完全な詐さ欺ぎじゃないか！　あの声優が非処女だから、ちくしょう！」

「オイオイオイ。そんなにこだわるところか？　おにぎりの中身が鮭さけかイクラかってくらいどうでもいいだろ。とりあえず、落ち着いたらどうだ？」

　冥の言い分に頭痛がしてきて、眉み間けんを押さえた。冥も譲る気はないらしく、言い返してくる。

「琢たく郎ろうは心が広いからいいさ！　でも僕は……僕は、どうしても許せないんだよぉおお！　僕が一番嫌いな言葉は『チケットをご用意することができませんでした』で二番目が『入籍しましたことをご報告させていただきます』なんだよぉおおおおお！」

　俺も男子である以上、冥めいの言い分は理解できる。どんな言葉をかけようと欺ぎ瞞まんになってしまう──少なくとも、冥にはそう聞こえてしまうだろう。

　友人の失意になにもできない無力さに打ちひしがれていると、無言に耐えかねたのか岸きしさんが口を開いた。

「あの──男子がそういうの気にするのは分かるつもりだけど……さっきの『間違いをするだけなのです』っていうのには同意しかねるわね。話の流れから言うと間違いをするっていうのは、その……する、ことでしょう？　人と人とが愛し合うのを『間違い』っていうのは、なんか、違うと思う」

　部室が静まり返る。遠くから運動部の声が届くだけの時間がしばらく続いたかと思ったところ──

「Ｄｕｅデユー！　こりゃ、とんでもない処女がいたもんだ！」

　冥が唐突に声を上げる。それに、俺も乗じた。

「ああ！　まさしく、処女の中の処女だ！」

「こんな処女が存在するなら、世界もまだ捨てたもんじゃないよ！」

「機嫌直った？」

「うん！」

　冥は先ほどまでの絶望で世界を染めかねないオーラを払ふつ拭しよくして、晴れやかな笑みを浮かべる。俺がプロデューサーだとしたらアイドルにスカウトしたくなるような、いい笑顔だった。

「だが忘れるな、冥。お前がその傷を乗り越えようと、第二、第三の非処女がお前の行く手に立ちはだかるだろう……」

　俺の忠告にも、冥はもう揺らぐことはなかった。自分が応援する者たちへの信頼を瞳ひとみにたたえて返す。

「たとえそうだとしても、僕は信じ続けるよ。僕の推している女性声優が、みんな処女であることを！」

「さすがだよ」

　感かん嘆たんした俺は、「降参」とばかりに両手を上げる。

　そうだ。信じている限り、勝利は訪おとずれる。俺と冥はハイタッチを交わして声こわ高だかに宣言する。

「「処女厨、大勝利！」」
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　夢を見ていた。昔の夢だ。

「悪い夢……いや、いい夢だった、か」

　夢の中で、かつての同級生が言っていたことを反はん芻すうする。幸せな過去を夢で回想するというのには、なんとも言えない虚きよ無む感があった。

　かつて俺──矢や沢ざわ琢たく郎ろうは、感情が昂たかぶるとオークになってしまうという体質でありながらかけがえのない時間を過ごした。高校を卒業し、仲間たちがそれぞれ自分で選んだ道に進むのと同様に俺は俺の道を進んだが、それは泥でい中ちゆうを歩むようなものだった。

　女騎士という概がい念ねんをより多くの人間が共有できるように作家を志こころざしたものの、結果は一向に表れない。新人賞への投稿やＷＥＢ上への発表を繰り返し、どれほどの月日が過ぎただろうか。

　わからない。今や俺は、それを覚えていられないほど記憶が曖あい昧まいになってきている。

　人としての知性を失い、オークとして過ごす時間が日常の多くを占しめるようになってきていた。





　　　○






　ある日、女騎士に飢えていた俺は街をうろついていた。とはいえ、平日の真っ昼間から徘はい徊かいしているオークに対する視線は冷たく、それを避さけるように移動せざるを得ない。

　市民がオークに冷たい態度をとるのは耐えられる。だが、女騎士がいないという事実が俺の心を苛さいなんだ。

「女騎士ぃ……おんな、きしぃ……」

　胡乱うろんな頭でさまよい、どれほど歩いただろう。いつの間にか日は暮れ、俺は山の中にいた。下生えを踏ふみしめ、小枝を払いながら進んでいくうちにようやく舗装された道が見えてくる。

　どこかへと続く坂道。そこを上る──

　女騎士が、いた。

　理性のタガが外れる。身にのしかかっていたはずの疲労を忘れて俺は走った。

「おんなきしだぁああああ！」

　涎よだれを飛ばして咆ほう哮こうし、その女性に躍りかかる寸前──

　懐かしい日々が頭をよぎった。

「──ッ！」

　体をひるがえし、叢くさむらに飛びこむ。体の内側からこみ上げる衝動に抗あらがい、俺はようやくそれを鎮しずめると安あん堵どの息をついた。

「あぶないところだった」

　自分のやろうとしたことに寒気がし、「あぶないところだった」と繰り返す。そう言い聞かせていないとまた同じことをやりかねないという恐怖が俺の胸に宿っていた。

　己の所しよ業ぎように震えている、その時だ。

「矢や沢ざわくん？」

　うずくまる俺に、声がかけられる。やめてくれ、と心の中で願った。こんな俺を恐れ、早く立ち去ってくれ、と。

　それでも、先ほど俺が襲いかけた女性は問いかけ続ける。

「もしかして、矢沢くん？　そうでしょう？　私よ。岸きしアリサ。高校のとき、部活で一緒だった」

　知っている。叢の向こうにいる彼女は──岸さんは、俺が知っている姿とほとんど変わっていなかった。

「前に会ったのは成人式の時だったから……五年ぶりかしら？」

　五年。もう、そんなに経たつのか。

　そんなにも長い間、俺はなにを成すこともなく、停てい滞たいしていたのか。

　ハンマーで頭を殴られたかのような衝撃に放心していると、岸きしさんが叢くさむら越しに話しかけてきた。

「いつまでもそうしてないで、顔を出したら？　別に、いまさらクロレラを食べすぎた豚ぶたみたいな外見を恥らっているわけじゃないのでしょう？」

　胸を引き裂かれるような思いで、俺は返す。

「それはできない」

「え？」

　呆ほうけたように声を漏もらす岸さんに、俺は重々しく告白する。

「俺は外見だけでなく、心までオークに染まってしまったんだ」

「……そう」

　岸さんは、あのころと変わらず聡そう明めいなままだった。俺がこんな状況だということを、言葉を尽くすまでもなく理解してくれたと、その声音から感じられた。

　恥知らずもいいところだが、俺はこの出会いに感謝したくなる。人を避さけ続けて生きていたところで、久しぶりに聞く旧友の声に救われた。

　だが、懐かしがってばかりもいられない。理性を保っていられる時間は日に日に短くなっており、こうしている間にも俺の心に潜むオークは俺を飲みこもうとしている。口早に俺は告げた。

「一つ、頼みがある」

「矢や沢ざわくんの小説を、どこかに投稿してほしい──ってところかしら？」

　岸さんとしては先回りしたつもりなのだろう。俺は思わず、苦笑してしまった。本当に、昔から変わらない。昔もドヤ顔で、見当はずれのことを言う人だった。

「その逆だ。俺の実家にあるＰＣのデータを、すべて消し去ってもらいたい」

　しばらく、静せい寂じやくが訪おとずれた。

「……いいの？」

「もちろん」

　断言すると、叢越しに岸さんがため息を漏らすのが伝わってきた。

「そう。わかったわ」

　甘え、だろうか？　岸さんの聡明さに頼ってしまったのは。彼女なら俺の意図を──矢沢琢たく郎ろうがいたという事実を、この世から消し去ってほしいと願っていることを読み取ってくれた上で、行動してくれると信じて託してしまうのは。

　後ろめたさはぬぐえず、俺は謝罪せずにはいられなくなる。

「ごめん」

「いいわよ」

　呆あきれたように告げられる言葉。

　その響きは、どうしようもなく懐かしいものだった。

「ありがとう。最後に話せたのが岸きしさんでよかった」

　俺がそう言うと、岸さんは鼻はなを鳴らす。

「バカね、最後なんて。私を誰だれだと思っているの？」

「岸さんでしょ？」

　不可解な問いに答えると岸さんが、凛りんとした顔でうなずく。

「そう。騎士私が、困っている人を見捨てるわけないじゃない」

　岸さんは、昔よりどこか大人びた声音で続けた。

「私が所属している研究室でね、異デ族ミをノーマルに戻す研究をしているの。ふーちゃ……美み霜しも先輩もいて、近いうちにあの人の寒がりも治るんじゃないかって、もうそういう段階まで来てる。だから──」

「いいんだ」

　有う無むを言わせぬ口調で、俺は岸さんの言葉を遮さえぎった。

「風ふう花か先輩が雪女になったのは、降ってわいた不幸だ。でも俺がいまオークに身を落としているのは他でもない、俺自身が招いたことなんだ」

　根拠はない。だが、『山さん月げつ記き』で李り徴ちようが語っていたように自分の身に起こったことに覚えがないとは言えないのだ。

「女騎士の良さを伝えるつもりで作家を志こころざしたものの、俺は読者がなにを望んでいるのかに目を向けなかった。自分の考えを押しつけるばかりで他者に意見を求めることなく、俺の理想を理解しない凡ぼん愚ぐが悪いと決めつけていた。そんなくだらないプライドが、俺を豚ぶたにさせたんだ。努力をすることなく、いつかは理解されるだろうと楽観的に考え、家畜の安寧におもねる豚に」

　今までその可能性を胸に宿していたが、ずっと否定してきた。だが、いざこうして他の誰かに向かって吐と露ろしてみるとそれはすんなりと俺を納得させる理屈だった。

「遠からず、俺は理性を失うだろう。創作で描かれるような、下劣な行為に手を染めるだろう。岸さんがもう一度会いに来てくれた時、エロ同人のような乱暴を働かないという自信がない」

　岸さんは俺の言葉に反論することなく、耳を傾けていた。俺は自じ嘲ちようめいた笑いを漏もらして、続ける。

「あの坂を上がったら、こちらを振り返ってみてくれ。今の俺がいかに醜悪な存在か、見てもらいたい」

　こうでもしないと、この心優しい人は豚に身を落とした俺に同情してまた会いに来てしまう。俺の自意識過剰ではなく、そういう人なのだ、岸さんは。

　だがその結果、不幸な結末が訪おとずれかねない。いつ、人としての意識を失うかわからないのに岸きしさんにここまで足を運ばせるわけにはいかない。

　断だん腸ちようの思いで告げる俺に、岸さんはそっけなく返した。

「そう」

　多くを語らずとも、理解していると示す返事。それが彼女なりの優しさであるということを、俺はまだ覚えている。覚えていられる。

　よかった。まだ、そう思えていられるうちに彼女と再会することができて。

「お疲れ様」

　昔──部活の帰り際にそうしていたように俺たちはあいさつを交わす。

「ああ。お疲れ」

　岸さんの足音が遠ざかっていく。頃合いを見計らって、俺は叢くさむらから飛び出した。

　月を見上げ、咆ほう哮こうをあげる。楽しかった過去への哀あい愁しゆうと怨えん嗟さを込めて、吼ほえ続けた。

　どうしてこうなってしまった？

　昔は楽しかったのに、なぜ──その答えを見つける事さえ怖くなり俺は、もとの叢に入って岸さんの気配が遠ざかるまで身を隠していた。





　　　○






　手元のルーズリーフを見て、俺は立ち尽くしていた。

「これを部誌に載のせろと……？」

　机に突っ伏していたこの作者──郡こおりさんは、彼女独特のふにゃっとした笑顔でこちらを見上げて問う。

「ダメカナー？」

「ダメダヨ☆」

　即答──しておきながら、すぐにひるがえす。

「って、言いたいところですけど郡さんが自主的に書いてきてくれたものをボツにするってのもなんですし、これで載せる方向にしておきます」

　とりあえずはページを埋うめること優先で。できれば実名じゃなくしてほしいのだけど、郡さんが面倒くさがったらこっちでテキトーに考えよう。ボブとキャサリンあたりにしておけば問題解決だろう。

　いつものテキトーっぷりで判断し、ルーズリーフを郡さんに返す。

「あとはコレ、データに起こしておいてくださいね。時代はデジタルなんで」

「えー、めんどーい」

「めんどくても、やってください」

「はーい。んじゃ、後でね。今日はもう、疲れちゃったっていうかさー」

　今日できることは明日でもできるがモットーの怠たい惰だの悪魔は、ぐでーっ、と机の上に垂たれる。こうなってしまった以上、いくら言ってものれんに腕押しだろうと俺は、ルーズリーフを机に置いた。

　それにしてもあの文章……俺の未来のｉｆルートみたいで寒気がしたな。郡こおりさんなりの、警句として受け取らせてもらおう。

　とりま、ああならないために将来設計をしっかりすべし。進路について真面目まじめに考えようとするが、郡さんと二人きりでいるとなんだかこちらまで眠くなってくる。ちゃんと悪魔の職能、果たしてんじゃないの──と、あくびをかみ殺していると、郡さんがなにかつぶやいた。

「ざーさんは、虎にも豚ぶたにもならなそうだよねー」

「はい？」

　机の引力に逆らえず、俺も郡さんと同じようにべったりと突っ伏しながら訊きき返す。

　同じ高さにある郡さんの目。二つのそれは、問い返したことについて触れず弧を描いた。

「なんでもなーい」

「そうスか」

　気にならないでもなかったが、その時の郡さんがいつもより楽しそうだったのでそれで満足しておいた。
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　うーん、なんだったろうか。

　部室に一番乗りした俺は、窓際にたたずんでため息をついた。覚えていないのだからさして大事なことじゃないのだろうと言い聞かせようとしても、やはり気になってしまう。

　むむむとうなっていると、ドアがノックされた。目を向けると、岸きしさんが金髪を揺らして入ってくるところだった。

「お疲れ様」

「お疲れ」

　金髪は最高です！　と鬼畜こけしめいた考えがよぎったが、問題なんか何もないよ。

　岸さんはメタルラックにカバンを置くと、イスに腰掛けながら尋たずねてくる。

「考え事？」

　お見通し、ってわけか。一目でわかるほど俺は思い悩んでいたのだろうか。

　まあ、いいや。隠すようなことでもないので、俺は相談する。

「ゲームである『タイミングよくボタンを押せ』、みたいなシステムのこと、なんていうんだっけ？　アルファベット三文字なのは間違いないんだけど、ＣＱＣとかＦＰＳが邪魔して思い出せないんだ」

　出かかっているのに出てこないのは、なんとももどかしいものだ。救いを求めてみたものの、岸きしさんは申し訳なさそうに眉まゆを下げる。

「ごめんなさい。ゲームは詳しくないの」

　その時、頭上から声が降ってきた。

《ＱＴＥだ》

　ああ、それだ。頭上からした声に俺は、礼を告げる。

「サンキュー」

　ふう、すっきりした。二時間膀ぼう胱こうがホットリミットだった状態から放尿したように爽快な気分になっていると、岸さんが机に手をついて部室をきょろきょろと見回した。

「ちょっと待って！　今の声、どこからしたの!?」

「どこからって──」

　俺は部室の天井からつり下げられているものに視線をやる。

「アレなんだけど」

　そこにいるのは、日曜朝にやっている女児向けアニメのキャラクターのフィギュアだ。岸さんは気味悪そうにそいつを見上げつつ、苦々しい声で問うた。

「……前から疑問に思ってたのだけれど、アレなに？」

「キュア……なんだっけ？　キュアなにかだよ」

　普段ＢＢＡババアとしか呼んでいないせいで、すっかり忘れてしまった。まあ、仔し細さいないだろう。

　それはそうと、あの知性を司つかさどるという偶像について岸さんに話しておかなければ。俺がまた、物忘れをする前に。

「今みたいに時たま助言をくれるけど、ちゃんとお礼を言わないと機嫌を損ねるからそこだけは注意しといて。冥めいがひどい目にあったから」

「望もち月づきくんがひどい目にあっているのはいつものことのような気がするけど、具体的にどんな被害が？」

「外食してたらヒッピーの団体に囲まれて、一方的に話しかけられ続けた」

「うわぁ……」

　その光景を想像したのか岸さんが、なんとも言えない苦々しい顔になった。

「マリファナくさいやつらがイルカの保護と戦争反対を唱えてて、死んだほうがマシだったそうな」

「別にヒッピーをどうこう言うわけじゃないけれど、ご飯食べてるときくらいは心穏やかでありたいものね」

「独りで静かで豊かで……な」

「それね」

　共感するようにうなずき合う俺と岸きしさん。別にみんなでメシ食うのが嫌なわけではない。むしろ、この前みたいにワイワイ鍋を囲むのは最高だ。それはそれとして、独りの時間も楽しみたいのだ。カウンター席で独どく白はくを心の中にとどめつつメシ食って、それだけで帰る。そういう時間があってもいいじゃないか。

　岸さんはいつも通りに振る舞おうとするが、やはり頭上のＢＢＡが気になるのかそちらにちらちらと視線を向ける。

「今まで敢あえて気にしないようにしていたけど……そういう機能があるって知ると、無視できなくなってくるわね」

「わかる。わかるんだけどさぁ」

　俺だってできれば、あんな喋しやべるフィギュアは封印してしまいたい。いくらありがたいアドバイスをくれようと、上空で常にポーズを決めていられるのは落ち着かない。

　そう思っていながら処分しないのは、ひとえに──

「ご神体的なものって、動かすのに躊ちゆう躇ちよしない？」

「あぁ」

　得心がいったように岸さんが短く声を漏もらし、なにか思案するように一拍挟んで続ける。

「動かしたせいで影響あったら怖いって感じ、あるかもしれないわね」

「俺も信心深いってわけじゃないけど、万が一ってこともあるからさ」

　別に害があるわけじゃない。それなら、見て見ぬふりを決めこむのが賢明だろう。

　なんて思っているところ、ドアがノックされた。

「おつかれー」

　コンビニの袋を片手に提げて、郡こおりさんがやってきた。そういえば今日はヤンジャンの発売日だったか──と思いつつ、俺と岸さんは声を重ねて挨拶を返す。

「「お疲れ様です」」

　郡さんは俺の隣のパイプ椅い子すを引いて座ると、ヤンジャンを開く。お楽しみの時間に水を差すのは気が引けたが、俺は郡さんに尋たずねた。

「郡さん。アレ撤去するのって、さすがにマズいですよね」

「んー？」

　と、郡さんが俺の指し示す先を目で追う。その洞察力を遺い憾かんなく発揮し、「ははぁ」と苦笑した。

「ま、さわらぬ神にたたりなしっていうかさー。便利なのには違いないし、見逃してあげようよ。うちの知性のシンボル様を」

「そうですね」

　例のごとくあっさり納得する俺だが、岸さんは真剣な顔でなにか考えこんでいる。え、なに？　そんなにも、ＢＢＡババアに制空権を握られるのが気に食わないの？

　だが、岸きしさんが次の瞬間に告げたのは俺の予想を飛び越えることだった。

「騎士団と名乗るからには、旗印というかシンボルマークみたいなものが欲しくない？」

　唐突な提案に放心する俺。ややあって、岸さんの発言を吟ぎん味みするように沈黙を保っていた郡こおりさんが口を開いた。

「なるほど。紋章と騎士は切っても切れない縁だからねー」

「でしょう!?　なんかこう、《豚ぶたの騎士団》らしいオークが本来持つ愛いとしさと切なさと心強さを表現できるようなマークがあれば、広告にも使えるんじゃない!?」

「えー……」

　岸さんの熱心さとは対照的に、俺のテンションはイマイチ上がらない。それが不安なのか、岸さんが肩を小さく縮めた。

「ダメ、かしら？」

「や。シンボルマークを考えるっていうのには賛成なんだけど……でも俺、役に立てないよ？」

「そうなの？　じゃあ、期待しないでおくわ」

「描くことは決定なんなー……」

　力なく俺は、ペンケースをカバンから取り出した。

　申し訳ないことに俺は絵心ゼロだ。小学二年生あたりから画力の向上が止まり、図工や美術の時間を苦痛に思って今まで生きてきた。高校に入って、芸術科目が美術と音楽と書道からの選択と知った時には嬉うれしさのあまり小躍りしたほどだ。

　で、あるので岸さんからプリンターで使っているＡ４用紙を配られたときも軽く頭を抱えていた。八歳児並みの画力を晒さらすというのは、いくらこのテキトー人間といえども恥ずいのですよ。

　画力は今さら気にしたところでしょうがない。せめて趣しゆ旨しだけは外さないよう、岸さんにコンセンサスを取っておく。

「紋章って方向性でいいんだよね？　マスコットキャラとかじゃなくて」

「今日はとりあえず、紋章のベクトルで行きましょう。制限時間の目安は三分で」

「オッケイ」

　それぞれシャーペンを手に、ラフ画に取り掛かる。オークと騎士っぽさを両立しつつ、それでいてスタイリッシュなシンボル──か。画力以前に、こういうデザインセンスがないんだよなぁ。

　それでも自分なりに考え、まとめ上げた。これ以上はどう頑張ったところでムダだろうな、というところまで描き上げると、郡さんもペンを置く。

「でーきたっ、と」

「私も、こんなところかしら」

「それじゃ、俺から──」

　とっとと済ませてしまおうと進んで自分のデザインを見せようとすると、郡こおりさんに遮さえぎられた。

「えー、ざーさんのオチにしておこうよー」

「オチ要員確定ですか」

　まあ、いいけど。

「じゃあ、私か鈴すず笛ふえさんから？」

　俺が引き下がったことによって、自然とそうなる。郡さんは問いかけてきた岸きしさんに対し、拳こぶしを突き出す。

「じゃんけんでいいかなー？」

「ええ」

「「最初はぐー、ジャンケンほいっ」」

　岸さんがぐーで、郡さんがぱー。郡さんは手のひらを、そのまま水を向けるように差し出す。

「お先どうぞー」

「じゃ、じゃあ……こんな感じ、なんだけど」

　岸さんが描いたのは、盾たてとそれに交差するような槍やり。それらの上にフルフェイスのヘルムをかぶったオークというものだ。

　洗せん練れんされているが、それゆえにどこか見覚えがある。郡さんがそれを、苦笑して評した。

「んー、ありがちデザイン」

「岸さんだけに既視感、ってところだな」

　何気なく俺がそう言うと、二人の冷たい視線が突き刺さった。

「……ごめん」

　無言は怖いんですけど。円えん城じようみたいにクソ寒いって弄いじってもらった方が助かるんですけど。

　目を逸そらしていると、岸さんがこれ見よがしにため息をついた。

「矢や沢ざわくんは、ダジャレを言わないと死ぬ体質なの？」

「そうだよ」

　居い直なおったところで、郡さんが助け舟を出してくれる。

「あたしのはー、こんなんで」

　郡さんのデザインは、紋章というよりはアメコミの表紙めいたものだった。色がついたらよりそれっぽくなるだろう。

　それはいいのだが──

「オークのイメージ、悪すぎません？」

「これ絶対、敵ヴイラン側よね」

　俺たちの指摘に郡こおりさんは自分のデザインを覗のぞきこんで、拗すねたように唇くちびるを尖とがらせる。

「そうかなー、かっこいいと思うんだけど」

　かっこよくはあるのだ。オークの禍まが々まがしさとかが絶妙に出ていて、悪に憧あこがれる層の心をがっちりつかむナイスデザイン。でも、オークのイメージアップを図はかりたいんです。

　発注した側と受注した側に認識の齟そ齬ごがあったようだ。連絡は密に取りあいたいものですね。

「っていうわけで、ざーさん考案の紋章、せーの、じゃん」

　いい教訓を得られたところで、郡さんに促うながされた。俺は渋々、伏せていたデザインを晒さらす。

「……じゃん」

　ビミョーな沈黙を覚悟していたが、幸いにもリアクションは即座だった。

「ダサすぎでしょこれーっ！」

「えぇ……なにこの……なに……えぇ……？」

　珍しく大声を上げる郡さんと、困惑したように「えぇ？」を繰り返す岸きしさん。別に、どうということはない。天空に斧おのを掲かかげるオークを、円で囲んであるだけだ。……中心のものが、オークに見えるかどうかはともかく。

「そもそも絵心ないやつにこんな企画をさせるほうが間違ってるんだよォ！　……って、岸さん、なにやってんの!?」

　スマホで俺のデザインを撮っていた岸さんは、「え、なにか悪かったかしら？」みたいにきょとんとして首をかしげる。

「美み霜しも先輩たちにも見せようと思って」

「ストップ！　そんなものを風ふう花か先輩に見せたら──」

　言い切るより早く、岸さんのスマホが振動する。通話をオンにしたその瞬間──

『アハハハハハハハ！　なにあれ!?　ちょっ、そのっ、ありえないェアハハハハハ！』

　器用な笑い方をするなぁ、と思わされた。





　　○






　そんなことがあった翌日。

　朝の教室。自分の席で一時限目の用意をしていると、円えん城じようがオモチャを見つけた子どものように目を輝かせて駆け寄ってきて、開口一番に告げた。

「クソダサデザイナーさん、ちぃーす、デェス！」

「うるせえ」

　円えん城じように限らず、その日は一日中俺のセンスのことで弄いじられた。
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「騎士たる者、教養が必要だと思わない？」

　と、言い出したのは風ふう花か先輩だ。

　円城がいないせいか、いつもよりテンションは低め。高笑いなどとてもあげそうにない儚はかなげな目線で俺たちを見やった。

「「はあ」」

　俺と岸きしさんは声を合わせて生返事をする。いきなりなことで上う手まい返しもできないが故ゆえの反応だったのだが、風花先輩は不満もなさそうに続ける。

「古今の典礼に通じてこその騎士。蛮ばん族ぞく程度の知識しか持たずに騎士を名乗るなんて、ちゃんちゃらおかしい──そうじゃないかしら？」

「たしかに」

「それもそうね」

　俺と岸さんが口々に答えると、風花先輩は抑よく揚ようのない声で進行する。

「そんなわけで、ぱんぱかぱん。第一回、《豚ぶたの騎士団》クイズ大会」

　思考の方向性は確実に風花先輩なのだが、ノリがいつもと違うので調子が狂う。拍手で盛り上げるタイミングも遅れてしまった。

「わー（棒）」

「……わー」

　俺のマネをして岸きしさんも手を叩たたく。こうして唐突に始まりを告げたクイズ大会だが、『氷の塔』の住人である二人を前にしたら俺の知識量など微々たるものだ。二人の知識の広さと深さを太平洋とするなら、俺はせいぜいペットボトルのキャップがいいところだろう。

　まあ、負けたらどうなるというものでもないのでレクリエーション感覚で臨のぞませてもらおう──と思いきや、風ふう花か先輩はおもむろに冷蔵庫から四合瓶を取り出して机に叩きつける。

「リスクがないと、つまらないわよね？　負け犬にはこの『ドブの味』でお馴な染じみ、ノニジュースを飲んでもらうわ」

「バラエティか！」

　昨日まではそんなもの冷蔵庫に入っていなかったはずなのに、いつの間に。ツッコミを入れる俺に対して、岸さんはぽややんとした呑のん気きな顔で小首を傾かしげていらっしゃる。

「ノニ、ジュース？」

　すかさず風花先輩は、プラスチックのコップにノニジュースを注つぎつつ尋たずねる。

「味見してみる？」

「あ、はい」

　罰ゲームで飲むものを、自分から飲みにいくのか（困惑）。

　差し出されたコップを岸さんは好奇心に満ちた目で口元に持っていきかけたが、その途中で手が止まった。

「え、なに？　ヤダ、ちょっとこれ、臭い」

　戸惑いを見せる岸さんに、風花先輩は太たい平へい楽らくな調子で告げる。

「おいしいから大丈夫よ」

　おいしくないし大丈夫じゃないんですけど、それは。

　ためらい、手を止める岸さんの手をつかんで風花先輩がぐいぐいと口元に運んでいく。

「ほら、たかが味見よ？　この程度で心が折れているようじゃ、本番はこなせないわ」

「いやぁ……っ！　くさいくさいくさい！　こんなもの口に含めない！」

　録音しておきたくなるようなやり取りが交わされていた。ウカツ！

　録音も録画も、もはや手遅れだ。かくなる上は、岸さんが涙目で嫌がる姿を深く心に刻み込んでおくしかあるまいて。

　だが、風花先輩によってノニジュースを飲まされた岸さんは、なんというか、直視してはいけない顔になっていた。金色のモザイクをかけておいてもらいたい。ハロー。

　岸さんをそんな風にしておいて、風花先輩は眉まゆ一つ動かさず言い渡す。

「負けた暁にはこれを、コップ一杯、飲んでもらうわ」

　俺も初めて飲むわけじゃないからあの威力については知っている。げふんげふんとむせると岸きしさんが、こちらに鋭するどい視線を向けてきた。

「これは……負けられないわね！」

　好戦的な瞳ひとみだ。そんなものを向けられてしまっては、普段は平和主義を唱える俺も昂たかぶるじゃないか。

「ああ、望むところだ！」

　いい感じに盛り上がってきたところで、風ふう花か先輩が俺たちの顔を見て、出題をしようと息を吸い込む。

「じゃあ、第一問」

　どんな問題でも来い。できればスポーツと芸能以外のジャンルで！

　身構える俺たちに、風花先輩は恭うやうやしく言い渡した。

「パンはパンでも食べられないパン、なーんだ？」

　耳を疑った。

　引っかけ問題だろうか──そう警けい戒かいしたことで、出遅れた。岸さんが挙手をする。

「簡単ね」

　ぬかった。こんなサービス問題を譲るとは──












　俺が歯は噛がみしていると、岸きしさんは自信満々に回答を口にする。

「くさったパンよ！」

　自信満々の岸さんに、風ふう花か先輩は両手で×印をつくってみせる。

「ぶっぶー。くさったパンは食べられるわ。満腹度が30回復する代わりにデメリットがあるけど」

　ローグライクか。

　心の中でツッコミを入れると、風花先輩は続ける。

「また、統計によると独り暮らしの大学生のおよそ55パーセントが、カビの生えたパンを『カビた部分取って、焼けば大丈夫だろ』と食べるらしいわ」

「いのちだいじに！」

　ちょっと、俺たちヤングには理解できないアダルトな世界過ぎる。大学生ってそんなに食うものに困ってるの？　世紀末なの？　種たね籾もみ食べちゃうモヒカンなの？

　俺が困惑する横では、岸さんもまた思考の迷路に閉ざされていた。

「パンなのに、食べられないパン……？　腐っていなくても？」

　ぶつぶつと、独りごとをつぶやいている岸さんには自分の世界に没入していてもらうとして、風花先輩が俺に問いかけてくる。

「琢たく郎ろうくんは、わかる？」

　オーソドックスな答えは『フライパン』だが、風花先輩がそんな月並みな答えを求めているとは思えない。小粋なボケを探して思考の海にダイブする。

　パン、パン……パン、だろ？　短パン……じゃない。　ジーパン……でもない。パン？　えっ？　パイ──

　キャンセルで。

　キャンセルに成功した俺は改めて食べられないパンについて考える事にする。黙っていると間が持てなく、口に出しながら考える。

「パン、えっと、パンツァー・フォー……じゃなくて、パン、パン……」

　勢いに任せて俺は、「ええい、ままよ」と声を上げる。

「ぱ、ぱ……ぱんぱかぱーんっ！」

　部室が静まり返った。くじけず俺は、リピートする。

「ぱーんっ！」

「ブフッ！　ハズレ」

　吹いておきながら風花先輩は、じわじわと俺にプレッシャーをかける。

「なんか意味わからなかったから、あと十秒以内に正解しなければ冷やすわ」

「ひい！　冷やされる！」

　冷やされてしまってはたまらない。俺は必死に知恵を絞って回答を繰り出すが、その努力は実らない。なぜならば、そう、なぜならば──

「パン!?　えっと、パンツ大会！　パンツ大作戦！」

「アハハハハ！　不正解！」

　風ふう花か先輩は、テンパった人間の酷ひどいギャグが大好きだからだ。

　結果的に俺は、延々と変なギャグをやらされたけど真に不幸だったのはそれをずっと見せられ続けた岸きしさんだろう。風花先輩が満足するころには、なんか、クソアニメを強制的に見せられていたようにぐったりとしていた。

「まあ、琢たく郎ろうくんの努力を認めて１ポイント、ってところかしら。……あ、３ポイント先に取った方の勝ちね」

　心身を削った甲か斐いがあった。だが、まだ戦いは始まったばかり。ここでの消しよう耗もうが後々に響いてきそうだ。

「それじゃ、第二問。カボチャとトマトとナスを乗せたトラックがカーブで、あるものを落としました。さて、あるものとはなんでしょう？」

　これも有名ななぞなぞだ。岸さんは得意満面で、手を挙げる。

「それなら知ってるわ！　スピード、でしょう!?」

　風花先輩は、「ぶー」と唇くちびるを尖とがらせる。

「残念。不正解よ」

　俺は流れに乗るべく、ことさら悲ひ愴そう感かんを込めて答えた。

「運転手の……命……」

「正解！」

「惨さん劇げき！」

　岸さんは驚きよう愕がくするが、風花先輩は「カーブで」と言っただけで、「カーブを曲がった時に」とは言っていない。ならば、カーブを曲がりきることはできなかったと考えるのがセオリーだ！

「さて……いよいよあとがなくなったところで、キングスーパーチャンス」

　やはり来ました。クイズにありがち、クソみたいな逆転タイム。

　ムダにいい発音で──それはそう、まるでネイティブさながらの発音でキングスーパーチャンスを告げた風花先輩は、キングスーパーチャンスのキングの意味を問わせる間も与えず、どこからともなく一体のフィギュアを取り出した。

「次の問題、崖っぷちの岸さんにはこの、『スーパー火ひ雛びなちゃん』を賭ける権利を与えるわ」

「その『スーパー火雛ちゃん』を賭けて正解した場合にはどうなるの？」

　岸さんのすがるような視線に対して、風花先輩は穏やかに答えた。

「この『スーパー火雛ちゃん』フィギュアが記念にもらえるわ」

「……それだけ？」

「それだけよ」

　無情な風ふう花か先輩の答えに、岸きしさんが頭を抱えた。

　逆転タイムが来たかと思ったが、気のせいらしい。勝者は変わらない。依然、この矢や沢ざわ琢たく郎ろうだ！

　余裕をぶっこいて臨のぞんだ三問目。気迫をみなぎらせる岸さんと対照的に、俺はもはや勝った気になっていた。かわいそうだが岸さんには、ニノ──あれ？　ノニだっけ？　……まあ、とにかくノニだかニノだかわからないヤツを飲んでもらっていい声で鳴いてもらうブヒィ！

　そんなことを考えていると、風花先輩が問題文を読み上げ始めた。

「第三問。『いっぽんの鉛えん筆ぴつのむこうに』──」

　なぞなぞじゃなくてクイズっぽい問題だ。岸さんにチャンスを与えまいと、俺は素早く回答する。

「ポディマハッタヤさん！　ポディマハッタヤさん！」

　勝利を確信したが、風花先輩は顔の前で×印を作っている。

「焦っちゃだめよ。最初から問題を読むわ。『いっぽんの鉛筆のむこうに』で黒こく鉛えんを掘っていたのはポディマハッタヤさんですが……切り倒された木をトラックで運んでいたのは、誰だれでしょうか？」

　勝利に気が逸はやっていた俺とは対照的に、岸さんはこともなげに答えた。

「トニー・ゴンザレスさん」

「正解」

　パチパチ、と拍手を送る風花先輩。しまった。勝負を焦った。まぁ、いい。こちらがリードしていることには変わりない。焦らず、次こそ勝利をこの手に掴つかむ！

　風花先輩の声に耳を傾ける。あんな劇物、飲んでたまるものか。

　二対二に持ち込まれて息詰まる攻防──なんていうのは御免だ。つねに、いくらかの余裕を持って生きるのが俺のポリシーである。だが、岸さんとてこのまま引き下がるつもりはないだろう。スポーツマンガの主人公が、ライバルに対してビハインドを気にせず立ち向かっていく時のような闘志がその目に宿っていた。……あれ？　この流れだと俺、負けるんじゃね？

　一握りの不安が胸の中に宿るが、それは大きな隙すきとなった。

「小説、『吾輩は猫である』──」

　風花先輩が全文を読み上げる前に、今度は岸さんが先走る。

「英語教師！」

「はい、せいかーい」

　えぇー、速すぎじゃない？　速すぎっていうか……速すぎじゃない？　それくらい速すぎて不正を疑うレベルなんですけど。

　まあ、不正もなにも、考えるまでもなくこの勝負は風ふう花か先輩のさじ加減次第なんだけど。そんなことを気にしていたら、この部じゃやっていけませんぜ。

　とにかく、これでイーブン。泣いても笑っても次で勝負は決まる。

　純粋な知識量では敵かなわないのはもはや明白。風花先輩が俺にデレてくれて、岸きしさんが苦手ななぞなぞ系の問題を出してくれない限り俺が罰ゲームを受けるのは免れないだろう。

　風花先輩の表情からはどちらを勝たせるつもりなのかわからず、俺が勝てる確率は五分と五分。となると、俺に有利な出題がされるように祈るしかない？　答えは、ノーだ。

　奇跡を戦略に組み込むことを、俺は良しとしない。勝利のためなら、あらゆる手を尽くすべきだ。

　ならば、俺が紡つむぐべき言葉は一つだろう。

「風花先輩。あんまん、食いたくないですか？」

　露ろ骨こつな買収に風花先輩は軽々と乗ってくることなく、こちらを試すような視線を返す。

「あんまん、ね。もう夕方だし、もっとガッツリいきたいところかしら」

「じゃあ、ラーメン！　ラーメン食べに行きましょうよ、これ終わったら！」

　岸さんも俺の意図を読んだのだろう。すかさず割り込んできたが、負けじと俺は言い返す。

「いや、カレーの方がいいんじゃないですか!?　ねぇ、先輩!?」

　この駆け引きで俺が有利なのは、風花先輩の好みを岸さんよりわかっているという点だ。風花先輩はその体質上、あったかいものを好む。そこは岸さんも理解していて、だからこそラーメンという提案なのだろう。そこまで思いついたのは見事だが、一年間の付き合いがある俺は知っている。先輩が行きつけにしているインドカレー屋が、近所にあることを。

「カレーと、ラーメンねぇ」

　考えるそぶりを見せる風花先輩だが、十中八九カレーだ。メシに迷ったらとりあえずカレー。心の中で勝利を確信していると、風花先輩はおもむろに口を開く。

「そうねぇ。あそこのチーズナンおいしいものねぇ」

　この人……チーズのトッピングを要求してきやがった!?

　たしかに、あの店のチーズナンは最高だ。トロッとしたチーズがスパイスと一緒に舌に絡からんできて、その、最高だ。最高なんだが、語ご彙いが貧弱になるくらいに俺は動揺していた。後輩にたかろうというシーンでさらに要求の上乗せとかこの人の精神状態おかしいよ。

　だが、ここまで来てはもう引き下がれない。俺は笑顔で同意するしかなかった。

「あ……あー、いいですよねー、チーズナン」

　血涙を流すくらいの気持ちで告げた甲か斐いあって、風花先輩の心は決まったようだった。

「今日はカレーに──」

「しょ──」

　風ふう花か先輩のセリフを遮さえぎるように、声を発した岸きしさんに注目が集まる。岸さんは顔を赤くして小さく震えていたが、やがてやけくそになったかのような声音で告げた。

「食事の後、一緒にお風呂行きません!?」

「なにィッ!?」

　俺は、思わず声を上げた。

　風花先輩は、極度の寒がりだ。その体質上、スーパー銭湯をこよなく愛する人でもあり……そんな人が風呂の誘惑に勝てるわけがない！

　風花先輩の中でなんらかの結論が出たのか、締めに入る。

「では、ラストミステリー」

「待って！　こっちも、えっと、なんかする！　その、えっと──払うから！」

　だが、お風呂以上に風花先輩の気を惹ひくものなど思いつくはずがなく。

　結局、豚ぶたのような悲鳴を上げることになったのは俺でした。

　なお、俺が悶絶している間に円えん城じようや郡こおりさんも合流してお風呂女子会を開いていたとは、後日知ったことだ。






　　　　　14．暴言ガールズファイト









「お疲れ様でーす」

　と、いつものように部室に入った俺は、違和感を覚えた。

　机の角を挟んで、円城と風花先輩がいちゃいちゃしている。風花先輩の膝ひざの上に円城が乗っていないのは珍しいかどうか微妙なところだが、「まあそういう日もあるよね」で済ませられる案件だ。

　それよりも気になったのは、部屋にかすかに漂う匂い。女子が多いだけあってそれなりに華やかな匂いがするこの部室だが、今日はいつにも増してそれが濃い気がする。

「お疲れデス」

「お疲れ様」

　二人がこちらを向いてあいさつを返すと、ちょっと遅れて「お疲れー」と机の下から声がした。覗のぞきこんでみると、郡さんがタイヤの抱き枕に顔を沈めてだらけきっている。教室にいないと思ったら、やっぱりここか。

　体を起こすと円城たちが、再び向きなおっていた。レズ特有の結界に閉じこもっているのかと思いきや、ちょっと違う。

「ネイル？」

「デェス」

　カバンをメタルラックに置きながら問う俺に、円えん城じようは風ふう花か先輩の手から目を離さないままいつものデスボイスで答える。……あれ？　デスボイスってこういう意味で使うんだったっけ？

　真偽のほどはともかく、鋭敏な俺の鼻はなは匂いの源をとらえる。

「最近のマニキュアって、シンナー臭くないの？」

「そうなのよ。あの匂い苦手だって言ったら、火ひ雛びなが探してきてくれて」

　円城に尋たずねたつもりだったけど、風花先輩がにこにこしながら答える。緩みきった笑顔だが、実際には緩くねぇんですわ。ガチなんですわ、これが。

　幸せなんじゃ～、と今にも昇天しそうな風花先輩と比べて、円城は普段は見られないような真剣そのものの目つきで爪つめを塗っている。普段は小学生男子レベルの下ネタで盛り上がっている二人が、珍しくＪＫっぽい。

　なにげなく円城の作業を眺める。ちまちまと地道に作業を進める様子を見ていて思うけど、女子の手ってなんであんなにキレイなんだろうね？

　手フェチってわけではないし参政権を得られたら日本おっぱい党に票を投じようと決意しているのだけど、小さいし細いし白いしでマジなんなの？　女性の指に対して「白魚のよう」って表現を最初に思いついた人は天才なの？　女性の手首を集めてた吉き良ら吉よし影かげの気持ちが「言葉」でなく「心」で理解できたッ！

　あまりじっと見ていると俺の股間がバイツァダストしてしまいそうなので目を逸そらす。二人の世界の邪魔をしないように、『ぎ●る☆がん』でもやっていよう。

　ＶＩＴＡを取り出しつつ、いかに部の予算でこの部屋にＰＳ４を導入するか検討する。『閃乱カ●ラ』にしてもそうだけど、どうせなら大画面でやりたいんスよ。

　音量最大で群がる女子をなぎ倒し続ける。一抹の虚むなしさを感じていたところ、

「琢たく郎ろうくん」

　不意に声をかけられて顔を上げる。風花先輩が机に肘ひじをつく形で、こちらに身を乗り出していた。

「アハハ、どう？」

　と、手の甲──ではなく、円城に塗ってもらった爪を自慢げに見せてくる。正直、爪なんかよりもその笑顔の方がよっぽど魅力的なのだがそんなことは口に出せず、当たり障さわりのなさそうなことを口にしていた。

「いいんじゃないスか？」

「もー。テキトー過ぎでしょ」

　不服そうに頬ほおを膨ふくらませる風花先輩は愛らしく、俺は申し訳なくなった。

「や、ネイルの良よし悪あしなんて知らなくて。それがキレイに塗れているかどうかもわかりません」

　素直に白状したところ、円えん城じようが聞こえよがしに鼻はなを鳴らす。

「出たー。女子の努力をまるっきり理解しようとしないやつー」

　はいはい、そうデス。理解できないデス。そんな細かいところで頑張ってもらったところで、評価など変わらないだろうに。

　呆あきれを声に含ませて、俺は問う。

「そもそも、なんで女子ってそんなネイルを気にするんスか」

　わりと長年の疑問に風ふう花か先輩は、こちらを上目づかいに見上げながら訊きき返す。

「琢たく郎ろうくんは、女の子がネイルしてたらかわいい、って思わない？」

「ないです。そんなのしなくても、二人とも充分イケてるじゃないですか」

「アハハハ。琢郎くんったら、やだもー」

　朗ほがらかに笑う風花先輩と対照的に、円城がじろりと半眼を向けてくる。

「次ふーちゃんに取り入ろうとしたらそのタマ蹴り上げるデスよ」

　本気と書いてマジの目だ。ＳＢＪＫ怒りのニーキックとかランボーのサブタイトルみたいなノリで去きよ勢せいされそうなので俺はやや前かがみになって円城をなだめた。

「取り入ろうとしてないから。なかよし。のままの二人がいいよー。尊いよー」

「デスよね☆」

　と、満面の笑みを浮かべる円城。なんだその笑顔。最高かよ。

「でも、琢郎くんがオークになるトリガーが性的興奮だとすると、去勢っていうのは結構有効な手段かもしれないわ」

「真顔で怖いこと言わないでくださいよ」

　冗談だろう？　と思ったが風花先輩はノリノリで身を乗り出してくる。

「ね、一回やってみない？」

「一回ってなんですか!?　一回やったらもう終わりなんですよ！　再生しませんから！」

　必死に抗あらがう俺とはびっくりするくらいの温度差で、円城がどうでもよさげに告げた。

「郡こおりさんだったら、金玉を着脱できるようにする発明とかできるんじゃないデス？　タマ・モゲールみたいな」

「アハハハハハ！」

　ＪＫらしさが急落した。ネイルとか気にするよりこういうところ直した方がいいと思うんですけど。

　やれやれ系主人公を気取ってため息をついていると、円城が「フフン♪」とこまっしゃくれた笑みをこぼす。

「っていうか、アタシがカワイイのは当たり前デスしぃ、ふーちゃんがカワイイのはもっと当たり前なんでそんなこと今さら言われてもー、って感じデス」

「アハハハハ。わたしより、火ひ雛びなの方がカワイイわよ？」

「えー？　ふーちゃんの方がカワイイデスよぉ」

　またイチャコラが始まった。いいぞ、もっとやれ──とタイガーを決めていると、流れは思いもよらない方向に行った。

「それもそうね」

　風ふう花か先輩はにこにこと、穏やかな調子で続ける。

「火雛がカワイイのは揺るぎないけど、どちらかというなら僅きん差さでわたしの方が魅力的だわ」

　雪女の面目躍如のように、空気が凍った。

　こ……こんなことを言う人だったろうか、風花先輩は？　戸惑う俺だが、心穏やかじゃないのは直接ケンカを売られた円えん城じようだった。

「……まぁ、異論はないデスが、でも女子力的にはアタシの方が高くないデスか？　家事、一通りできるし。ふーちゃん、家に帰ってもアニメ見てるだけじゃないデスか」

「あら？　女子力の話、今していたかしら？」

「ぐぬぬぬぬぬ……」

　なかよし。の二人にしては珍しい、ピリピリした空気。円城は、眉まゆをつり上げて俺に振り返る。

「ざーさんは、どっちだと思うデス？」

「はいぃい!?」

　飛び火させんな。そんなこと言うならせめて──

「せめてタマの話する前にしようよ、この話。さっきのやりとりのせいで、ドングリの背比べにしかならねぇよ」

　強いて言えば、二人でなかよし。しているのがカワイイ。俺にとってこの二人はニコイチであって、個別に評価するなどナンセンスなのだ。

　そういうことを主張する前に、風花先輩は机の下に声をかける。

「ねー、郡こおり。郡も気になるわよね？」

「えー？　あー、うん、まあ、そうだねー」

　この話題に興味がないのか、生返事を返す郡さん。いいぞ。それでこそ日本人だ。白黒はっきりさせない美学を見せてくれ！

　そんな俺の期待をあっさりと裏切り、郡さんは続ける。

「まあ、二人がどっこいどっこいでその上にあたし、なんじゃないかなー」

　火に油が注がれた。ナンデ!?

　しめやかに失禁しそうになるほどショック。あの面倒くさがり屋の郡さんが、ナンデ!?　そんなに女子のプライドっていうのは譲れないものなの？

「どの口がそう言うデス？」

「アハハ。ナイスギャグなんだけど、アハハハハハ」

「んー？　ルックスには、自信があるつもりなんだけど」

　郡こおりさんが、デフォルメじゃない姿で体を起こした。パンダパジャマ越しにもわかる起伏に富んだその体は、郡さんのセリフが思い上がりでないことを物語っている。目の毒というか、色気の暴力である。

　さらに、横に円えん城じようを添そえると頭がくらくらしてくる。なんで一つしか歳が違わないのに発育にこんなに違いが出るんだよ？　第二次性徴の奇跡っていうか、むしろ成長してない円城の方が奇跡的な存在に思えてきた。リトルミラクルかよ。

　もしかしたら一年後に、円城も急激な成長を遂げるのかもしれない。オンナノコの体って、不思議だね！

　そうやって自分を納得させようとしたところで、さらなる混乱の原因がやってきた。

「お疲れ様です」

　岸きしさんの登場で、俺の脳がエラーを起こす。岸さんと、円城が、同い年？　ウソだろ？

　頭を抱えていたところで、頭上から声が降ってきた。

《みんな違って、みんないい》

　俺は声の主──知性の象しよう徴ちようたるＢＢＡババアを今日ほどリスペクトしたことはなかった。さすがＢＢＡ、年の功！　ナイスアドバイス！　なるほど、『競うな、持ち味を生かせ！』ってわけだ！

「サンキュ──」

　俺がお礼を言いかけた瞬間、風ふう花か先輩の手が目にもとまらぬ速さで動いた。

「うっさいわね、これ」

　上空で、長年ずっと決めポーズをとっていたＢＢＡをキャッチ＆窓の外にリリース。

　早はや業わざにあっけにとられていた俺は、数秒後にようやく動き出した。

「ＢＢＡ──────────ッ！」

　窓まで駆け寄って叫ぶ。多摩の山々に、俺の声がこだました。

　ここまで、何度となく俺たちを導いてくれたＢＢＡがこんな形で再起不能リタイアするとは……バ、バカな……か、簡単すぎる……あっけなさすぎる……。

「風花先輩！　あんた、なんてことを！　あと、そういうロックな行動するときに表情一つ変えないの、サイコっぽくて怖いからやめてくださいっていつも言ってるじゃないですか！」

　俺の懇こん願がんに先輩は、いつもと違う笑い方をした。

「ニャガニャガ」

「サイコマンだ！」

　げぇー！　と俺は慄おののく。たしかに、寒さに弱いことに目をつぶれば完璧超人なんだけど。

　俺がショックから立ち直りきらないうちに風ふう花か先輩は、雪女らしく冷れい徹てつに告げる。

「あんなフィギュアごときの言葉をいちいち真に受けなければならないほど、私たちは愚かじゃないわ。答えは与えられるものじゃない。追い求めるものよ」

「たしかに」

　伊だ達てに上級生じゃない。言葉の重みが違う──と納得していると、岸きしさんが呆あきれたように言う。

「いつものことながら、納得するっていうか手のひら返すのが早すぎじゃない？」

「俺じゃない。あの人がやった。知らない。済んだこと」

　鉄壁の呪文、『おあしす』を唱えることによって俺は冷静さを取り戻す。一段落ついたところで、風花先輩が改めて部室にそろった面子メンツを眺めた。

「さて、役者はそろったわね」

「なんの話？」

　関わりたくないけど一応、状況は把握しておこう──みたいな態度の岸さんに俺は簡潔に流れを説明する。

「や、誰だれが一番この部でかわいいかっていうくだらない争いをしててね」

　岸さんはそれこそ興味がなさそうに、さらっと告げた。

「美み霜しも先輩でいいんじゃない？」

　常識人である岸さんのことだからこのカオスをさらにかき混ぜるようなことはしないと思っていたけど、具体的な名前が出てくるとは予想外だった。同じ『氷の塔』の生徒だから、評価が高いのだろうか？

　興味深そうに趨すう勢せいを見守っていると、岸さんは続ける。

「少なくとも円えん城じようさんがいない時の先輩は……言い方は悪いけど、薄はつ幸こうの美人みたいだし」

　たしかに。控えめながら、時に見せる笑顔が魅力的だ。

「ま、外見だけならそうかもデスけどー。アタシがいないふーちゃんとか、いくら見た目が良くてもダッチワイフ型のアイスノンみたいなもんじゃないデスか？」

「そうね。火ひ雛びなみたいなイカ腹ちゃんの方が、特殊な性せい癖へきの人たちから需要があるかもしれないわね」

　幼おさな馴な染じみだからか、お互いに容赦ないなこの人たち。もしかして、イチャコラしてる裏でずっとこんな闇を腹に抱えてたの？　怖いんですけど。

　俺が恐怖でふるえていると、事態は思いもよらぬ方向に転がり出した。

「ねえ、アリサもそう思うでしょう？」

　尋たずねる風花先輩の言葉に、かすかだが無視できない違和感を覚えた。そう──まるで、限定版だと思って手に取ったら通常版だったかのような違和感だ。

　アリサって誰だれだっけ？　そんなことを思うまでもなく、風ふう花か先輩の視線は岸きしさんに注がれている。

　岸さんが、下の名前で呼ばれている。そのことに少なからず衝撃を受けたのは、俺だけじゃないようだった。

　というか、当の岸さんが一番、困惑していた。

「？」

　ぽかん、と目を丸くして、俺を見つめる。「私のこと？」みたいに自分を指さすので俺は首を縦に振る。

「──ッ!?」

　岸さんは耳まで赤くなると、はわわと目を回して助けを求めるように視線をさまよわせる。岸さん……今まで下の名前で呼ばれたこと、なかったのかな？

「アリサ？　どうしたの？」

　もう一度、声をかける風花先輩。岸さんはニヤニヤを隠しきれない顔で答える。

「ま、まあ、たしかに、円えん城じようさんはニッチ向けというか、無作為にアンケートを取ったら美み霜しも先輩に票が集まるんじゃないかしら？」

　すかさず、二人の距離の縮まり方が気に入らないかのように、円城が岸さんに半眼を向けた。

「笑顔がきもちわるいデス」

「う、うるさいわねっ」

　と反論しつつも岸さんは、やはりニヤニヤしている。蔑さげすまれても、風花先輩から名前で呼ばれた嬉うれしさの方が上回るらしい。岸さんには悪いけど、わりと円城の言葉が否定できないレベル。また金色モザイクが必要な事案だ。

「くっ……！」

　岸さんはいかにも女騎士っぽく声を漏もらすと、両手で顔面を覆おおって頬ほおの筋肉を揉もみ揉みする。その間に、郡こおりさんが口を挟んだ。

「でもあたし、風花と岸ちゃんだったら岸ちゃんのほうがいいなー」

「あら？　それは、どういう理由で？」

　なにを言われても動じない余裕を感じさせて風花先輩が問うたところ、槍やりの一突きのごとき真まっ直すぐな意見を郡さんが返す。

「風花がハーブでもやってそうな笑い声上げるところとかかなー」

　反論の余地もなかった。……まあ、たしかにテンションのギャップに驚くことは、よくある。

　郡さんに乗じて、円城も攻め込む。

「そうデスよ！　しかも笑いの沸点、異様に低いデスし！　アタシがゲームしてる後ろでずっと笑ってるの、正直うっといデス！」

　円えん城じよう、アレずっと鬱うつ陶とうしがってたんだ……。ミスるたびに風ふう花か先輩が笑うのに文句ひとつ言わないから、『愛って凄すげぇなー』と思いながら眺めてたんだけど。

　風花先輩は動じず、矛ほこ先さきを変える。

「でもアリサ、こんなポンコツよ？」

「わ、私がポンコツですって!?　ど、どこが!?」

「自覚がないあたりが、ホンモノっぽいわよね」

　と、煽あおりを重ねる風花先輩。円城と郡こおりさんも、肩をすくめるというジェスチャーだけで岸きしさんを刺激する。そんな部員たちの態度に耐えかねたのか、

「なっ、なによ──」

　机に手をついて身を乗り出し、涙をたたえた目で風花先輩を睨にらみつけて岸さんは怒鳴りつける。




「ふ──風花先輩だって、フトモモ太いくせに！　やーい、むっちり下半身！」




　その反撃に風花先輩の口から「アハッ」と笑い声がこぼれる。

「言ってくれるじゃない」

　おもむろに立ち上がると風花先輩は、雄お々おしくポーズをとって宣言した。

「じゃあ、白黒つけようかしら!?　誰だれがこの部で一番かわいいかを！」

「上等よ！」

　そこから繰り広げられるのは、女子同士の仁義なき戦い。蚊か帳やの外の俺は「女子、怖ー」と思いながら眺めているだけだったが──

　俺の気のせいでなければ、彼女たちは活いき活いきとしていた。





　　　○






　不毛な舌ぜつ戦せんは、下校時間を迎えたことで幕を下ろした。

「あー、おなか減った。サイゼでも行く？」

　風花先輩の提案に、部員たちは口々に答える。

「行くデスー」

「あたし、めんどいんでパスー」

　空気など知ったこっちゃないという、いつもの郡さんのスタイル。便乗させてもらい、俺も今日は家で夕食にしよう。節約、大事。

「俺も──」

「琢たく郎ろうくんは、強制連行ね」

「……ウス」

　女帝の命令には逆らえない。今や俺は樺かば地じだ。

「私も……そうね、行こうかしら」

　なんだかんだで、郡こおりさん以外の全員が参加ということになった。今日も部室に泊まる郡さんと別れ、坂の下にあるサイゼに向かう。四人ともチャリ通なので、あっという間だ。

　注文を済ませると、俺は腰を上げた。

「ドリンクバー、取ってくるけどなにがいい？」

「メロンソーダ、お願いするデス」

「わたし、アップルティー」

　円えん城じようと風ふう花か先輩が俺をパシらせることに一切の躊ちゆう躇ちよがない一方、岸きしさんは俺に続いて立ち上がる。

「手伝うわ」

「サンキュ」

　二人でドリンクバーへと向かい、岸さんがグラスに氷を入れて俺が注つぐというコンビネーションが完成する。ガーッ、とドリンクバーのボタンを押しっぱにしていると、ふと隣でつぶやく声がした。

「……ざーさん」

「ん？」

　呼ばれて振り向くと岸さんは、「はわわ」と目を回して早口になった。

「な、なんでもない！　なんでもないの！　っていうか、えっ!?　声に出てた!?」

　なんでもないにしてはリアクション大きいなあ。声に出てるもなにも、めっちゃ有声音だったけど。

　岸さんは顔を伏せつつも、せっせと氷をグラスに運びながら蚊かの鳴くような声で告げる。

「……ただ、ちょっと呼んでみただけっていうか」

「そうなの？」

「そ、そうよっ」

　呼び方、呼ばれ方というのは人間関係において重要なウェイトを占しめる。今日、風花先輩が急に岸さんのことを下の名前で呼んだのもそういうことだろう。

　で、あるのならば俺も岸さんの呼び方を変えるべきなのだろうか？　試しに、やってみるか。

「アリサ」

　口にした瞬間、理解した。これ、あかんやつや。

　ぎょっとしたように岸きしさんが後ずさり、頭から湯気を出してそうな勢いで尋たずね返してくる。

「なっ、ななななな、なにっ!?」

「い、いや、俺も呼んでみただけっていうか」

　こっ恥ずかしさが体の内側からこみ上げてきてしょうがない。結論──

「やっぱり、岸さんは岸さん、って感じだな」

「そ、そうねっ。私は私ねっ。さ、先に行ってるわよ！」

　俺がアップルティーを淹いれるのを待たず、岸さんはグラスをつかんで席へと戻る。その後ろ姿を見ながら俺は、頬ほおに手を当てた。

　顔が豚ぶたになっていないか案じたのだが、ぎりぎり耐えられているらしかった。




















　　　　　エピローグ









『岸きしアリサの日記』より




　四月×日

　妙な部活の勧誘のチラシをみかけた。《豚ぶたの騎士団》、というものだ。

　騎士というのは気になる。昔から苗みよう字じのせいなのか女騎士扱いをされ続けてきたけれど、本性はそんなところとはまったくかけ離れたところにいる私だから。

　見学に行ってみようか？　どんな活動をしているか知らないが、授業のレベルには余裕を持ってついていけている。部活をやるというのも、悪くないかもしれない。

　でも、『豚』ってなんなの？




　四月△日

　びっくりした。

《豚の騎士団》は、本当に豚が──オークが率いる騎士団だった。

　けど、部長であるオークの矢や沢ざわくんは、悪い人じゃなさそうだった。正直、オークになった時には驚いたけど、理性はあるようだし変に警けい戒かいするのは彼に対して失礼だろう。

　正直、不安がないと言えばウソになる。それでも、周囲を気にして擬ぎ態たいをし続けるよりはきっとマシだ。

　擬態ではなく、本物の女騎士になる。

　ここが、私の始まりの場所だ。




　四月◇日

　ヘンなゲームをやった。

　格闘ゲームをやるのは初めてじゃないけれど、いわゆる体力ゲージがなくて一瞬で勝負がつくというものだ。

　そのゲームをやろうと言い出した円えん城じようさんは、ゲームがとても上う手まい。矢や沢ざわくんも『円城が使う黒蓮ブラツク・ロータスの強さは異常』と言っていた。実際、頭がおかしいレベルで強かった。

　同じ部員の鈴すず笛ふえさんは、不思議な人だ。でも、のんびりしていて見ていると和む。

　鈴笛さんの読んでいた雑誌が気になったので、今度チェックしてみよう。




　四月××日

　球技大会があった。残念ながら優勝はできなかったけれど、それ以上に衝撃的なことがあった。

　美み霜しも風ふう花か先輩。『氷の塔』の生徒にして学年首席なだけあって、その名声は学年を超えて私の耳にも届いていた。

　その先輩との直接対決が叶かなった。先輩がもともとテニス部だったとは知っていて、全力で挑んだつもりだったけど足元にも及ばなかった。

　すごい先輩だと思う。

　でも、美霜先輩は私の思っていた以上にすごい人だった。

　美霜先輩の、ハイテンションモード。高らかな笑い声は、今でも耳に残っている。

　美霜先輩といえば儚はかなげで、知的で、私の学年の生徒には神聖視する子も少なくないのだけれど、その正体があんなのだなんて。

　けど、どういうことだろう。

　私は、美霜先輩のそんな姿にこそ好感を覚えた。




　五月×日

　書くべきかどうかずっと迷っていたけど、書こうと思う。

　友達が増えた。

　部員のみんなを友達と呼んでいいか悩んでいたけど、今日みたいにはっきり言葉で示されると認めない方が失礼になるだろう。

　これまで友達がいなかったわけではないけど、素の自分を出せる相手は《騎士団》のみんなが初めてで、今までにないこの感覚にちょっと浮かれすぎな気もする。

　冒険だったけど、やっぱり入ってよかったと思う。調子に乗ってもう一回書く。

　友達が増えた。





　　　○






　緩んだ頬ほおを一転して引き締め、アリサはシャーペンの先でノートを叩たたく。

（ちょっと、ポエム臭かったかしら）

　ペンを止めたままアリサは、日記帳に並んだ文字を最初から追う。結局、『それもまた一いつ興きよう』と居い直なおってノートを閉じた。

　明日、起きた時に読み返したら死にたくなるかも。そんなことすらも楽しみにして、眠りについた。




　遠くから、声が聞こえるような気がした。

「──デェス！　デェス！」

　アリサの意識が急に引き戻される。立ったまま寝落ちしかけたような感覚だった。

　はっ、として立ち尽くしていると、聞こえていた声の主が繰り返す。

「大変デェス！　デェス！」

　聞き慣なれた声。しかしいつもの半分くらいの身長になった火ひ雛びなを見下ろし、アリサは尋たずねる。

「円えん城じようさん、小さかったけどそこまで小さかったかしら？」

　童話に出てくる小人のような三角帽子をかぶった火雛は、いつもと変わらない剣けん幕まくで告げる。

「なに言ってるデス！　それどころじゃないデス！」

　びしっ！　と指さすその先にあったのは──




「ざーさんが、リンゴを食べたかと思ったら昏こん睡すい状態で一生オークになったままっていう呪いにかかってしまったのデェス！」




　火雛の言うとおり、オークとなった姿のままガラスの棺ひつぎに納められる琢たく郎ろうだった。

　メルヘンな情景に一点、違和感の塊となっている巨体。胸の前で手を組んだ姿が乙女チックでアリサをいらっとさせたが、いつのまにか棺を取り囲むように他の小人が現れていた。

「仕事が好きー、とか死んでも歌いたくないっていうかさー。めんどいしー」

　やはり火ひ雛びなのように小さくなった姿の郡こおりだが、二頭身バージョンは見み慣なれている。着ている服が違うだけで、いつものリラックス状態の郡だ。

「はわわわわ……。琢たく郎ろう！　しっかりしてよ、琢郎──────っ！」

　やはり小人化した冥めいが、テンパって琢郎の肩を揺らしている。事態についていけず、呆ぼう然ぜんと立ち尽くすアリサだったが、そうしていることを天は許さなかった。

「今、アドバイスが届いたわ。青森県民から！」

　と、駆け寄ってくるのはやはりデフォルメ姿の風ふう花かだ。棺ひつぎを囲む輪に加わった風花は、キメ顔で告げる。

「リンゴのスペシャリスト曰いわく、女騎士のキスによってオークの眠りを覚ますことができるらしいわ！」

　その言葉に、視線が一斉に集中した。

「女騎士、デスか」

「女騎士、ねー」

「女騎士、って……」

　視線が集まる先──アリサは顔を赤くして声を上げる。

「も、もーっ！　わかったわよ！　すればいいんでしょ、すれば！」

　アリサの即断に喝かつ采さいが上がった。小人たちは、祭りのようにコールをする。

「ちゅー！」

「ちゅー！」

「ちゅー！」

「ちゅ、ちゅー……」

　はやし立てる声に背中を押されるように、アリサは歩を進めていく。棺の傍かたわらに膝ひざを突き、眠るオークの顔を覗のぞきこんだ。

　豚ぶただ。だが、アリサをためらわせているのはそのことじゃない。もっと別な理由でキスをためらった。

　それでも、引き下がらない。アリサはゆっくりとその唇くちびるを琢郎の鼻はな面づらに寄せ──





　　　○






　触れる寸前で、アリサは目を覚ました。

　いつもと同じ、見慣れた天井。さっきまでの光景はなんだったのか。寝起きの脳にじわじわとしみこんでくるとアリサは赤面した。

（めっちゃ恥ずかしい夢見た──────っ！）

　布団を両足に挟んで抱きしめ、胎たい児じのように丸くなってアリサはベッドの上を転がる。顔を枕に押しつけて、溢あふれだしそうな声を殺して悶もだえた。

　転がるのをやめたかと思ったら今度は足をバタバタさせる。とにかく体を動かしていないと落ち着かなかった。

　ボフボフとベッドのスプリングを鳴らしつつ、アリサは自分に言い聞かせる。矢や沢ざわくんは、そういうのじゃないし。ただの、友達だし。

　そういう弁明じみたことを自分に言い聞かせている時点でどうかと思うが、とにかく、アレだ。

　女騎士らしさを求めていく上で得たお決まりのフレーズを唱えることによって、いつもの自分を取り戻そうとする。

　小さく息を吸ってから、アリサはその言葉を紡つむいだ。

「オークなんかに、絶対負けない……っ！」






















　特別付録　書き下ろし短編








　ＥＸ．火の鳥　鍛錬編






　いつもどおり、放課後になって部室の前まで来た時のことだ。

「はぁああああああああああ!?」

　ドア越しに絶叫が聞こえてきて、思わず身をすくめる。今の声は……円城だよな？

　俺はノブを握ると、おそるおそるドアを開いた。

「お疲れーっす……」

　小声で告げながら、細く開いた視界から中の様子をうかがう。中にいたのは、ひどく腹を立てている円城と、顔を真っ赤にして慌てふためいている岸さんだ。

　目を三角にした円城は、俺が来たのを察すると岸さんを指さして騒ぎ立てる。

「ざーさん！　いいところに来たデス！　この淫乱ドスケベクソビッチがアタシにとんでもないセクハラかましてくれやがったデスよ！」

「ちょっ、誤解！　誤解だから！」

　岸さんが円城に百合乱暴を働こうとしたというのなら、俺としては捗るし夢が広がる案件だ。だが、こういう状況だからこそ俺は第三者としての冷静さを心掛けた。

「で、なにがあったの？」

「円城さん、ダメ！　ここだけの話にしといて！　しーっ！　しーっ！」

　岸さんの懇願もむなしく、円城はこうなった原因を暴露する。

「アタシが、胎生なのか卵生なのかっていう、『赤ちゃんはどこから来るの？』みたいな保健体育じみた質問をされたデス！」

「あーっ！　あーっ！」

　円城のセリフをかき消そうと岸さんが奇声を上げるが、ばっちり聞こえてしまっていた。俺はカバンをメタルラックに置きながら、重々しくため息をつく。

「岸さん。そりゃダメだよ。たしかにこの部は下ネタに関して寛容だけど、ウンコチンコレベルの微笑ましいものであって、生々しいのはＮＧっていうかさぁ」

　するなとまでは言わないけど、そういうことをされると俺みたいな童貞【ＤＴ】としては気まずくなってしまうんですよね。

　もともと真っ赤だった岸さんはさらに赤くなり、その上涙まで浮かべて訴える。

「だから、そんなつもりじゃなかったのよ！　ただ──」

「ただ？」

　俺が口ごもる岸さんを促すと、訥々とその理由が語られ始めた。

「……スーパーに卵を買いに行ったらふと、『あれ？　不死鳥ってどういう繁殖の仕方するの？』って疑問が浮かんで、それ以来気になってしょうがなかったのよ」

「気になっちゃったかぁ」

　気になっちゃったのならしょうがない。けれど──

「岸さんは円城が総排泄孔からポコポコ卵産むように思うの？」

「いや、鳥類だしワンチャン、みたいな？」

「穴は二つあるんですけぉおおおおおお!?」

「そもそも鳥類じゃないから。れっきとした人類だから」

　と、俺もフォローを入れる。不死鳥っていう種族名が紛らわしいのは否定できないけど。

　誤解が解けたところで、俺は二人の和解に努めた。

「まあ、これで岸さんの疑問も解決ってことで、円城も怒りを収めろよ」

「ざーさんはアタシに、辱めを受けておきながら泣き寝入りしろって言うデスか……？」

　ここぞとばかりに上目遣いをしてみせる円城。なんだろう、この……普通ならドキッとしてしまうところでイラッとしてしまう感情は。女子じゃなきゃ、軽くチョップの一、二発でも振り下ろしたいところだ。

　その衝動をぐっと押さえて俺は、注意するだけにとどめる。

「あんま岸さん、からかうなよ」

「けど、アタシも去年、こうやって鍛えられたわけデスし」

「……まあ、そうな」

　円城の言うことにも一理ある。円城とて入部当初はこんなんじゃなく、先輩たちからのかわいがりがあって文芸部のノリに慣れていったわけで──

　今日の騒ぎは、円城なりに『先輩』らしく振舞った結果、ということらしい。

　それに気づくのに時間がかかってしまうとは、俺もまだまだ未熟みたいだ。






　あとがき






　お久しぶりです、あるいは初めまして。内うち田だ俊しゆんです。最近、手の震えが止まらないんですけど、お酒飲んでも止まらないのでアル中ではないですね。

　奇跡的な巡り合わせがあってこの度、『吾輩はオークである。女騎士はまだいない。』の刊行と相成りました。正直、この後ずっと謝辞で埋うめ尽くしたいけど普段、謝辞パートを読み飛ばしてる人間としては、なにかしら書いておきたいところです。

　そんなわけで、新シリーズです。前々作、前作と続けて世界を救ってきましたけど久しぶりに人類の命運とか背負ってないお話です。デビュー作や２作目とも違って、青春にひたむきに打ちこむものとも違います。今まで書いてきた中で、キャラクターも著者も肩の力を一番抜いているので、読者の皆様方もゆるゆるーっと流し読んで、たまに笑ってくだされば幸いです。

　なお、あとがきから読む派の方々のためにちょっとだけ本作品を紹介しておきますと、異デ族ミと呼ばれる人間とは少し違う特徴を持った少年少女たちが、別にその体質を気にするわけでもなく無駄口をたたき合うだけの話となっております。




　ある程度尺も稼げたと思うので謝辞に入らせていただきます。

　担当Ｎ様、Ｋ様。特に企画を立ち上げる当初から面倒を見てくださったＮ様には頭が上がりません。

　佃つくだ煮にのりお先生。素晴らしいイラストで作品を彩ってもらっただけでなく、端々に先生の影響を受けました。

　大学のサークル仲間。特に、スランプを察して即飲みに誘ってくれたＳ氏と、普段からステマに励はげんでくれているＨ氏。二人を筆頭に、仲間たちとの楽しい思い出がこの物語の基盤となっています。

　編集長のＹ様や校正様、営業様、その他出版までに関わっていただいた皆様。まとめてで大変恐縮ですが、皆様のお力添ぞえがあって今回もまた刊行できました。

　最後になってしまいましたが、読者の皆様。皆様の支えがあってこその内田ですので、これからも何卒よろしくお願いいたします。

　２巻があれば、相変わらずまったりした《豚ぶたの騎士団》の日常をお届けすることができるかもしれません。それでは、またお会いできますように。
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